









































異世界ですが魔物栽培しています。3
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次







プロローグ　暗き地の底で

第一章　旅立ち

第二章　ホド大陸

第三章　暴君勇者

第四章　レジスタンス

第五章　アルミラージとオーガを育てよう

第六章　ヒュドラを育てよう

第七章　最終決戦ベンヌ！

エピローグ　約束

あとがき

プロフィール















　そこは暗い地の底。

　だが、実際、洞どう窟くつなどの暗く狭せまいところではない。

　見上げれば遙はるか遠くに輝く星や恒星が見える。しかし、四方は巨大な岩壁に囲まれていた。

　その高さはオレの知る高層ビルよりも遙かに高く、自力で登るなど不可能な高さ。

　陸地にありながら、外の世界とは完全に切り離された絶海の孤島のような場所。そこにオレはいた。

「さて──」

　そんなオレを見み下くだすように、目の前には二人の人物が立っていた。

「君には私のために働いてもらおう」

　座り込こんだまま、地面の土を必死に摑つかむオレであったが、この場所において目の前のこいつらに逆らう術すべは持っていない。知らず、オレは自分が震ふるえていたことに気づいた。

　胸ポケットの中に隠れたままのドラちゃんも、いつかの帝王様に会った時以上に震えていた。

　そんなこちらの不安や焦しよう燥そうを知ってか知らず、その人物は呟つぶやいた。

「かの国を滅ほろぼすためにも君の力は必要不可欠。ゆえに──」

　そこにあったのは、こちらを利用しようとする冷れい酷こくな、無む慈じ悲ひな表情。

「この場所で魔物を──栽さい培ばいしてもらおう」















「それじゃあ、帝王様。お世話になりました」

「うむ、もう出発の日とはな。君には世話になった故ゆえ、もう少し滞たい在ざいして欲しかったが、目的がある以上、そうもいかぬか」

　今オレはネツァク大陸の中心、ネツァク帝国の首都にある帝王の城にて、帝王様と別れの挨あい拶さつをしていた。

　この大陸には世界樹の種を持つ六大勇者の一人、〝帝王勇者〟ロスタムさんに会うためにやってきた。

　当初はそのロスタムさんに囚とらわれる形で、彼の妹であるリーンちゃんの病やまいを治なおすための治療薬となる魔物を栽さい培ばいすることになり、思わぬ砂漠での栽培に苦戦する日々だった。

　だがある閃ひらめきにより、その問題は解決され、無事に治療薬となる魔物を栽培し、リーンちゃんを救うことに成功したのだ。

　その後、この国を襲来してきたＳＳランクの魔物ベンヌを迎撃するために、オレも、ＳＳランクの魔物を栽培したりと、結構大変な目にも遭あったが、今ではどれもいい思い出だ。

「キョウさん……行ってしまうのですね」

「リーンちゃん」

　見るとロスタムさんの妹であるリーンちゃんも、彼の隣となりでこちらを寂さびしそうに見つめていた。

「ごめん、折せつ角かく仲良くなったのにこんな形でお別れになっちゃって。けど、オレも目的が片付いたらまた戻ってくるから、その時はまた一緒に遊ぼう」

「はい、お待ちしております。キョウさんの旅が上う手まくいくよう、お兄様とこの子と一緒に祈っていますから」

「ぐおおぉぉん！」

　咆ほう哮こうをあげて返事をするのは、リーンちゃんの隣に座っているデザートタイガーと呼ばれる魔物。

　この魔物は帝王様に頼まれて、オレがリーンちゃんのために贈った魔物の虎とらであり、今では彼女の大事なペット兼けん友人であった。

　余よ談だんだが、帝王様も妹に付つき従したがう虎が気に入ったのか、後からオレに自分用の虎も栽培してくれとお願いされた。というわけで帝王様の玉座の前には彼の愛あい猫びようならぬ愛虎のデザートタイガーが寝そべっている。

「こっちには私も残りますし、リーンさん達の事はお任せください～」

　そう言って、こちらに触しよく手しゆを伸のばして宣言してくれたのが、マンドラゲと呼ばれるオレがこの地で栽培した魔物であった。

　この子こそが、リーンちゃんの病を治すために、オレが栽培した新たなる魔物だ。その触手はあらゆる傷や病を治す万まん病びよう薬やくとしての効果があった。

「ああ、ドラゲちゃんがいれば、万が一何かあっても大丈夫だし、この街の怪け我が人にん達の治療にも役立っているからね」

　ドラゲちゃんがここに残る理由は、リーンちゃんの病の経けい過か観かん察さつのためだけでなく、街の住人達の治療のためでもあった。

　魔物ベンヌ襲撃の際さいに兵士だけでなく、避ひ難なんしていた街の人達も多少の怪我を負おっており、ドラゲちゃんはその回復の一いち助じよを担になっていた。

　帝王様からも、ドラゲちゃんの治療効果は高く評価され、もうしばらくこの地に残してもらえないかと頼まれた故の決断でもある。

　そして、この地に残る事を決めたのは、ドラゲちゃんの他にも、もう一人いた。

「カサリナさんも、しばらくはこの国に残るんですよね？」

「うむ。先日のベンヌの襲撃により街がかなりの痛手を負い、復興に時間がかかっておる。こういう時にこそ、儂わしの賢けん人じんとしての知識が役に立つ。この国を立て直すのにもうしばらく手伝うつもりじゃ」

　そう答えたのはロスタムさんと同じ六大勇者の一人にして〝賢人勇者〟の異名を持つカサリナさんであった。

　彼女はロスタムさんと違い、自分が所有する国や大陸を持たず、気ままに各地を放ほう浪ろうしている。

　そのため、オレの旅にも同行してくれたのだが、やはり同じ六大勇者として仲間意識のようなものはあるようで、ロスタムさんの国が被害を受け、復興に時間がかかるのを見るや否いなや、頼まれる前に自分からそれを手伝い始めた。

　彼女のおかげで街の復興作業も順調に進んでいる。今ではこの場所に欠かかせない存在と言えるだろう。

　彼女もそれを自覚しているため、今後のオレ達の旅には同行せず、この場所に残ると宣言したのだ。

「すまぬな、賢人勇者。本来ならばこの国の事情は君とは関係ないはずだが、ここまで力を貸してくれたことに感謝する」

「何を言うか、帝王勇者ともあろうものが。儂ら勇者の目的とは人々の役に立つこと。ならば、ここで儂が残るのは当然のことであろう」

　ロスタムさんの言葉に対し、水臭いとばかりに笑って返すカサリナさんを見て、オレもロスタムさんも思わず笑みを零こぼす。

「キョウー。こっちの準備は出来たわよー。アンタも挨拶の方、終わったのー？」

「すぃ～！」

　ちょうどいいタイミングで、沢たく山さんの荷物を背負ったリリィ達が現れた。

「おう、ちょうど今終わったところだ」

　こちらに近づくリリィ、ジャック、スィ達にそう返しながら、オレは再びロスタムさん達へ振り向く。

「それでは、帝王様。色々とお世話になりました」

「いや、世話になったのはオレの方だ。妹の病を治し、この国を救ってくれた恩、感謝しているぞ。キョウ」

　そう言って、それまで玉座に座っていたロスタムさんは立ち上がり、その手を差し伸べてきた。オレはそれを力強く握にぎり返かえす。

「最後に一つ、いいかな？　次に君が向かう大陸と、そこにいる勇者の目星はついているのかい？」

「はい、一応。カサリナさんから一番近い大陸にいる勇者は第八大陸ホドにいるザッハークさんって人らしいので、そこへ向かおうかと」

　その名を口にした瞬間、握あく手しゆした手からロスタムさんの体に僅わずかに緊きん張ちようが走るのが伝わった。

　見ると、先ほどまで笑みを浮かべていた表情も、真剣なものへと変わっていた。

「……そうか、あやつか。まあ、いずれは通らねばならぬ相手ではある。ならば、先にあやつから解決した方がいいのかもしれぬな……」

　独り言のように呟つぶやいた後、ロスタムさんは握っていた手を放し、懐ふところから書状を取り出し、オレに差し出した。

「えっと、帝王様、これは？」

「オレが書いた書状だ」

「書状？」

「これより先、お前が出会うであろう勇者に対し、これを渡わたし見せるが良い。そこにはオレのお前に対する信頼と評価が書かれている。他の大陸を支配する勇者とはいえ、同じ六大勇者の言葉には耳を貸すであろう。少なくともそれで、それなりの扱いはされるであろう」

　そこには帝王勇者の絶対的な自信が満ち溢あふれていた。

　なるほど、要は推すい薦せん状じようみたいなものか。これがあれば門前払いもされることなく、最低限の待遇もしてもらえると。

　そいつは助かる。オレの目的を考えれば、これはかなり有用なアイテムと言える。

　さすがは帝王様。最後の最後までお世話になります。

「分かりました。ありがたく使わせて頂いただきます」

　オレはロスタムさんからの好意をありがたく受け取ると、そのままカバンの中へと入れる。

　それを見てロスタムさんも満足げに頷うなずき、再び玉座へと戻り宣言する。

「では、またいずれ会おう。キョウよ」

「はい、もちろんです！　その時はまたこの国で栽培をさせて下さい」

　オレからの返答に対し、笑みを浮かべるロスタムさん。

　その隣でデザートタイガーにまたがったリーンちゃんも、

「キョウさん……。また、また会いましょうね！」

　そう言って涙をこらえながら声を張ってくれた。

　正直、リーンちゃんと別れるのが一番辛つらい。

　この国に来てから、彼女とすごした時間が一番長いだけに、彼女の瞳ひとみの端はしに見えた涙を思うと、こちらも胸が張はり裂さけそうになる。

　だが、オレ達はずっとここにいるわけにはいかない。何より、これは永遠の別れというわけではない。

　目的を果たしたら、また再会できるチャンスも十分にある。

　ただ一時の別れ。それを思えばこそ、リーンちゃんも笑顔でオレ達を見送っていた。

　その気持ちに応こたえるべく、オレも悲しみは胸の内に隠し、笑顔を見せる。

「ああ、必ずまた会おうな！　リーンちゃん！　約束だ！」

　オレからの約束という言葉に、リーンちゃんは微笑ほほえみを浮かべ頷く。

「ぴぃ～！」

　そして、オレの肩に乗っていたバーンがリーンちゃんの方へ近づくと、そのまま頰ほおをペロペロと舐なめた。

「あははは、バーンちゃん、ありがとうございます。はい、バーンちゃんともまた必ず会いましょうね」

「ぴぃ～！」

　リーンちゃんの言葉にバーンも大きく頷き、右足を差し出した。それを見たリーンちゃんが笑顔のままバーンの右足を軽く握り、握手を交かわす。

「ご主人、私からも一応お別れの言葉を……。そのー、私の事が必要になったらいつでも言ってくださいね。ご主人のためなら、すぐにでも飛んで行くっすからー」

　そう言ってドラゲちゃんは、照てれくさそうに触手の足で頰をポリポリとしながらそっぽを向く。

　相変わらずのダウナーな性格だが、そこも含ふくめて彼女の魅力であり、すぐにまた再会出来るのを期待していた。

「ああ。一応、ドラゲちゃんの触手をいくつか持って行くけど、足たりなくなったらすぐに連絡するから、その時はよろしくな」

　オレの答えに対し「勿もち論ろんっすよ！」と、今までで一番ハッキリとした返答をしてくれた。

　ロスタムさんの隣にいたカサリナさんは、あえて別れの言葉を言うことなく、手を振ってオレ達を見送ってくれた。

　元々カサリナさんがオレ達に手を貸してくれていたのも、オレの魔物栽培スキルに興味があったからこそ。

　しかし、今ここにはカサリナさんの力を必要としている人々がいる。

　だからこそ、何を優先すべきかは彼女もオレ達もわきまえているつもりだ。

　それにカサリナさんは流る浪ろうの勇者。いつかまたオレ達の力になるために現れてくれることもあるはず。

　その時のことを想像しながら、オレ達もまたカサリナさんへと手を振り返し、そのまま帝王の間より退出した。

　扉をくぐると、そこではある人物が仁王立ちで待っていた。

「……ふんっ、これでようやくお前達ともおさらばか」

「エストさん」

　それはこの国の騎士団長であるエストさん。彼女は仏ぶつ頂ちよう面づらをしつつも、どこかそわそわした態度でオレ達を見てくる。

「色々とお世話になりました」

　そんな彼女に対し、頭を下げると、エストさんはどこか困こん惑わくするように慌あわてふためく。

「べ、別にお前に礼を言われるようなことは私はしてはいないぞ……！　それに、その、なんだ、お前の栽培した魔物には色々と助けられたからな……」

　そう言って頰を染めるエストさんを見ていると、微笑ましい気持ちになる。それは他のメンバー達も同じようであった。

「ったく、嬢じようちゃんは相変わらず最後まで不器用だな。けどまっ、そこが嬢ちゃんらしいか」

「う、うるさいぞ！　カボチャ頭のお前にとやかく言われたくないぞ！」

　エストさんの不器用さに思わずジャックが突つっ込こみ、それに対しエストさんがますます顔を赤くして反論している。

　思えば、この光景もこの国に来てからは日常となっていた。それがもう見られなくなると少し寂しい気持ちも出てくる。

「オレ達は今日でこの国を出発しますけど、ここで栽培した魔物達の管理はエストさん達に任せますので」

「ああ、その件ならば問題ない。すでにお前が栽培した魔物達のほとんどは自じ生せいに成功しているからな。あとは水の管理をするだけで十分のようだし……って、わっ！　こら、お前達、どこから出てきた！」

「兄あに者じや兄者ー！」

「兄者達、もう出発するんですかー！」

「オレ達も連れて行ってくださいー！」

　見ると、エストさんの後ろから三匹のスイカの魔物、ジャック・オー・スイカ達がピョンピョン飛とび跳はねながら、ジャックとエストさんの周囲を回りはじめる。

「おいおい、気持ちはありがたいがな。お前らにはここに残ってエスト嬢達の力になってくれや」

「えー……」

「オレらじゃダメなんですか……？」

「兄者ー……」

　ジャックからの返答にションボリした様子で床に転がるスイカ達。そんな彼らの頭を撫なでながらジャックが続ける。

「今この国はベンヌ襲撃で兵力が不足している。そいつを補うためにもお前達の力が必要なんだよ。なによりもお前らならエスト嬢の力になれるだろう」

　そんなジャックのセリフに対し、それまで横で聞いていたエストさんが「お、おい、何勝手なことを……！」と抗議しようとするが、

「分かった！　兄貴の分までオレらがここを守るよー！」

「ここはオレらの生まれた場所でもあるから頑張って守るよー！」

「エストさんも僕らに任せて頼ってねー！」

　そう言って再びエストさんの周囲をピョンピョン飛び跳ねるスイカ達。

　エストさんは困惑した様子ではあったが、それを見るジャックの表情はどこか安心していた。

　やはりジャックもこの国には思い入れがあるようで、そこを任せる意味でも自分の弟達に託たくしたのだろう。

　しかし、さっきの一連の流れ、どっかで見たことあるなーと思っていたら、オレの視線に気づいたのかジャックがこちらを振り向き、グッと親指を立ててくる。

「以前の兄ちゃんのセリフを、ちょっとリスペクトさせてもらったぜ」

　あっ、やっぱりオレとフィティス達との会話の流れだったのかよ。ま、まあ、別にいいけど。

　とか思っていると、スイカ達にまとわりつかれながらもエストさんが咳せき払ばらいし、オレ達に宣言する。

「……いずれにしても、お前達の旅の無事を祈っている。そして、出来るなら……いつでもこの国に来るがいい。その時は私自ら歓迎してやろう」

　そのエストさんのセリフに、最初に会った時のことを思い出す。

　この国に到着し、初めに出会ったのがエストさんであり、彼女に連行されて帝王様に会うことになった。

　あの時の印象と違いすぎて、なんだか嬉うれしくなり知らず笑みを浮かべてしまう。

「ありがとうございます、エストさん。それじゃあ、その時はまたよろしくお願いいたします」

　そう言って、オレは彼女に対し手を差し伸べる。それを見たエストさんもまた僅かに微笑みを浮かべた後、オレの手を取り、握手して別れを告つげた。

　そうして、オレ達はネツァク帝国での別れを済ませ、新たなる世界樹の種を目指し、次なる勇者のいる大陸──第八大陸ホドを目指すのであった。
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「それにしても、次に向かう大陸にホドを勧すすめるとはお前も案あん外がい、厳きびしい性格をしているな」

　キョウ達が去った後、ロスタムは己の隣に立つカサリナに声をかける。

「キョウの目的が六大勇者全員に会うことならば、遅かれ早かれ奴とは会わねばならぬ。ならば、早い内に決着を付けておいた方が後のち々のちの展開も楽になろう」

「確かにな……」

　それは先ほどロスタムが呟いた内容でもあり、まさに賢人勇者の狙ねらいがそれであったことを確信する。

「だが、果はたして彼らで奴の心を摑つかむことが出来るか、難しいところだな……」

「そうじゃな……。なんと言ってもあやつの称号は、儂ら六大勇者の中でも悪名と言ってもいいものじゃからな……」

　そう呟くカサリナに同意するようにロスタムは静かに頷き、その称号を口にする。

「──〝暴ぼう君くん勇者〟ザッハーク。奴を相手にどう対処するか、それによって六大勇者におけるキョウの評価も大きく変化するだろう」

　それはまさに、次なる相手こそがキョウにとって最大の壁となるであろうことを、帝王勇者は予言した。















「それにしても……この子、バハムートって言ったっけ？　すごい速さね。これだけの速度で海を渡わたれるならまさしく船いらずね」

　現在、オレ達は次なる大陸を目指し、遙はるか水平線の向こうを目指し航行していた。

　航行といっても、オレ達が乗っているのは船ではなく、バハムートという名前の魔物である。

　それはシャチのような外見をした体長約五、六メートルはある巨大な魔物。

「だろ。さすがは海洋魔物のＳＳランク。海を渡る速度も一流だな」

　そう言ってオレ達を乗せているバハムートの頭を撫なでる。

　すると、バハムートは機嫌良さそうに「きゅう～！」と高い鳴き声をあげた。

　こいつは帝王勇者様より渡された種から生まれたＳＳランク魔物。ＳＳランクと言っても、他の魔物達と同様にオレを慕したってくれる可か愛わいい魔物である。

　しかし、こいつの存在があったからこそ、ネツァク帝国における最大級の危機を迎え撃つことが出来た。

　そんな事を思っていると、リリィがカバンから地図を取り出し、現在の位置を確認しだす。

「さっき東に見えた小さな島がこれだとすると、今は多分ここね。ちょうどネツァク大陸とホド大陸の中間ってところかしら。これなら日が暮れる前には着きそうね」

　さすがは海の魔物。その速度も尋じん常じようではないようだ。

　そんな風に感心していると、リリィがどこか悩むように呟つぶやく。

「けど、向こうについたら、どうするか考えないといけないわね」

「どうするって、何を？」

「この子の事に決まってるでしょう。さすがにこんな巨大な魔物を連れて街に入るわけにはいかないでしょう」

　あ、確かに。それは考えていなかった。リリィに言われるまで盲もう点てんであった。

　バハムートはオレが育てた魔物の中でも一番巨大な魔物。これを連れて街中を歩くのはかなり目立つだろうし、何より待機出来るスペースもない。そんなことを考えているとリリィが小さく呟く。

「……まあ、この子は街から少し離れたところで待機してもらうしかないわね」

『きゅい!?』

　そんなオレ達の会話が耳に入ったのか猛もうスピードで水面を泳いでいたバハムートが突然急停止し、泣き叫さけぶように声をあげ始める。

『きゅい～！　きゅいきゅい～～!!』

　それはあたかも「置いていっちゃヤダー！」と叫ぶ子供のようで、そのつぶらな瞳ひとみからは涙もこぼれていた。

「あっ、ご、ごめんよ、バハムート！　オレもそんな気はないんだけど……！　これから会う勇者のことを考えると、あんまり目立つ魔物を引き連れるわけにも……」

『きゅい、きゅい～！』

　ヤダヤダと体を激しく揺らし、抗議するバハムート。

　あ、あかん、ちょっと落ちそうになった。

「参まいったな……うーん、お前もスィみたいな人型だったら、話は早かったのにな～」

「すぃ～？」

　オレに名前を呼ばれて、すぐさまこちらを振り向くスィ。

　その後、スィはバハムートの頭の方へと移動し、そのまま頭をぺちぺちと叩たたきながら、会話をし出す。

「すぃすぃ～」

『きゅい～？』

「すぃ～！」

『きゅい～……きゅいきゅい～！』

　気づくと何やら二人仲良く会話を成立させていた。

　聞いているこちらはさっぱりだが、何やら本人達の間では意い思し疎そ通つうが出来ていたようで、先程まで落ち込こんでいたバハムートも、今は機嫌を直し、再び泳ぎ出してくれた。

「ね、ねぇ、キョウ。さっきのなんだったの？」

「さ、さあ、オレにもよくわからん」

　そっと耳打ちをするリリィにオレは曖あい昧まいな返答をする。

　おそらく、スィがバハムートに何か言ってくれたのだろうか？　そう思いスィに問いかけてみると、

「すぃ～！」

　と元気よい返事が返ってきた。

　うむ。まあ、バハムートが納得してくれたのなら、それでいいか。と、その時のオレは深く考えることをせず、バハムートの背に乗り、スィの頭を撫でながら、目的地到着までのんびりとするのだった。
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「ここがホド大陸か……」

　あれから数時間、バハムートのおかげでオレ達は目的の大陸ホドへと到着した。

　早速、大陸の光景を見ようとバハムートの背中から降りると、そこにあったのは昨日までオレ達がいたネツァクとは異ことなる風景であった。

　ネツァクは文字通りの砂漠による熱砂の大陸であったが、今目の前に広がっているのは広大な荒こう野や。

　いわゆるウェスタンの景色とでも呼ぶべきものであろうか。

　広大な荒れた大地の先には高い岩山がいくつもそびえ立ち、まさに開かい拓たく時代と呼ぶべき風景が広がっている。

　まあ、開拓時代って言ってもオレがイメージするのは西部劇なんだけどね。『荒野の七人』とか、映画で見たような風景が広がっていて、ちょっと圧あつ巻かん。

　ちなみに気温はそれほど高くはない。少なくともオレ達がいたネツァク大陸に比べれば遙かに涼すずしく過すごしやすい空気だ。

「キョウ。新しい大陸に来て、その風景に見とれるのもいいけど、早く移動しないと日が暮れるわよ」

　リリィの一言で空を見上げると、すでに日が暮れかかっていることに気づく。

　朝からバハムートが飛ばしてくれたとは言え、さすがに日が暮れる時間までかかってしまったか。

　そう思いながら、地平線の先に目を凝こらすと、そこに複数の明かりが見えた。

　恐らく街か何かがあるのだろうと思い、すぐさま皆と一緒にバハムートの背中に乗り、明かりを目指すよう指示を出す。

　さすがに海を泳ぐスピードに比べればいささか劣おとるが、それでも空中を浮遊できるバハムートのおかげで移動手段はかなり楽になった。

　近づくにつれ、遠くに見えた明かりはやはり街のものだったことに気づき、オレはバハムートに街から少し離れた場所に降りるよう頼む。

「よし、ここなら街からも離れているし、バハムートが目立つこともないだろう」

『きゅぅぅ～』

　オレは目の前で切せつなそうな声を出すバハムートの頭を撫でる。

「ごめんな……本当はお前も一緒に連れて行ってやりたいんだが、その大きさだとどうしても目立って、皆驚いちゃうからさ」

　出来ることなら一緒に連れて行ってやりたいが、リリィに指摘されたようにバハムートを連れて街に行けば、いらぬ混乱を招まねいてしまう。幸いすぐそばには森もあるためバハムートでも人目につかず身を隠せる。

「明日になったら、すぐに戻ってくるから。今夜だけ我が慢まんしてもらえるかな？」

　オレからの問いにバハムートはしばらく沈ちん黙もくし、やがて──

『きゅう！』

　と一鳴きすると、右手のヒレを大きく上げて、分かったとばかりの意思表示をしてくれた。

「そっかそっか。うん、ありがとうな」

　そう言ってバハムートの顔に自分の顔をスリスリと当てると、バハムートも気持ちよさそうに頰ほおずりしてくる。一通り満足するとリリィ達を連れて街の方へと歩き出した。

「……にしても、ちょっと意外だったわね」

「え、なにが？」

「バハムートよ。あの子、海を渡っている時はアンタと別れるのすごく嫌がっていたじゃない。けど、さっきは素直に納得して、ちょっと意外っていうか、てっきりもっと喚わめくかと思ったんだけど」

「あー、確かにな」

　それはオレも思った。バハムートは結構甘えん坊なところがあって、四六時中オレの傍そばにいたがる癖くせがあった。

　しかし、さすがにずっと傍にいられるわけではないので、寝る時とかは我慢してもらっているが、ここまで距離が離れるのはあいつが生まれてからは初めてかもしれない。

　なるべく早く戻ってやらないとな、と考えていた時──

「！　兄ちゃん、あそこ、何かあるぜ！」

「ぴぃぴぃー！」

　前方を歩いていたジャックとバーンが何かを発見し、そちらを指差す。

　慌あわててそちらを見ると、前方に見える平原の様子がおかしかった。

　警戒しつつ、そちらの方に近づいた瞬間、オレ達はそこに広がった光景に驚きよう愕がくする。

「なんだよ、これ……？」

　そこにあったのは一面の死体。

　ただし、それは人間のものではなく全すべて魔物のもの。

　動物型、植物型。ありとあらゆる種類の魔物の死体が無む造ぞう作さに転がり、焼やき尽つくされていた。

　魔物達の体には多数の武器が突つき刺ささったままであり、これが人の手によるものだとすぐに理解できた。

「これって……まるで火葬場ね」

　リリィはそう言うが、オレはむしろ殺した魔物達を一いつ斉せいに捨すてたゴミ捨すて場のような印象を覚おぼえた。

　魔物の中には明らかに食用や加工品として使える素材がそのまま残っているにもかかわらず、それらがまとめて廃はい棄きされていた。

　冒険者が魔物を狩るのは、魔物が様々な食材や加工品の材料となるからだ。

　ただ殺すだけではなく、仕し留とめた魔物を持ち帰るまでがこの世界の常識である。

　だが、今目の前に広がる光景は、そんなこの世界からしても明らかに異常といえる。これではまるで、ただの虐殺だ。

　魔物を栽さい培ばいするオレや、魔物であるジャックやドラちゃん、栽培に深く関わっているリリィだからこそ、目の前の状況に嫌な気分を感じる。

「一体誰だれがこんなことをしたのかしら……」

　そう呟くリリィであったが、それはこの場にいたオレ達全員が思った事であった。

　誰が？　何のために？　仮に魔物を倒すとしてもここまでやる必要があるのだろうか。

　それはまるで大陸全ての魔物を根ね絶だやしにしようとする意思さえ感じられた。

　そんな言い知れぬ不安を抱えながら、オレ達は街へと向かった──。
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　そうして、街へとたどり着いたオレ達はすぐさま宿の手配をした。

　幸い、宿はガラ空きでオレ達以外客がなく、独占状態となった。

　そのまま、今日の疲れを癒いやすべく、それぞれの部屋で休みを取ることになるのだが──翌日、オレはかつてない驚愕を覚えることとなる。




「……っちゃん……」

「う、う～ん」

「……いちゃん……お、に……ちゃん……！」

「う～ん」

「……にい、ちゃん……！　お兄ちゃん……！」

　な、なんだ？　先程から妙みように聞きなれない声が聞こえてくるような……。

「お兄ちゃん！　もう、お兄ちゃんってば！　起きてよー！」

「お、兄ちゃん……？」

　な、なんだ、その聞きなれない単語は？

　オレに妹なんていな……。

　そう思った瞬間、オレは自らの体に抱だきつく柔やわらかい感触を覚える。

「もう、お兄ちゃんってば！　朝だよー、起きてよー！　起きないと頰ずりたくさんしちゃうぞー！」

「あは、あははは、こらこら、やめろって、誰だよ一体……？」

　スリスリスリと、ほっぺを頰ずりされる感触にオレは思わず目を開ける。

　そこにいたのは──全裸の少女であった。

「あはっ、お兄ちゃん、やっと起きたー！」

　そのまま少女はオレの体に抱きついたまま、頰ずりをしてくる。

「って、おいいいいいいいい!!　誰だお前えええええええええええ」

　思わぬ展開に数秒ほど脳がショートしたが、すぐさま少女から距離を取ると今世紀最大といっていい大声をあげてしまう。

　そのとたん、扉の向こうから慌ただしい音と共に、誰かが部屋の中へと入ってくる。

「ちょっと、キョウ！　今の声なに!?　誰か、何かしてきたの!?」

　現れたのはリリィであった。彼女はベッドの上に座るオレと、その目の前にいる全裸の少女とを見比べて固まる。
















　あっ、そりゃそうだよな。うん、というか、これって普通に考えて、やばい雰ふん囲い気き……。

「な、な、な……何してんのよアンタ──!!」

「ご、誤解だって──!!」

　案の定と言うべきか、先ほどのオレの大音量に匹ひつ敵てきするリリィの叫びが部屋に木こ霊だました。




「で、この子は誰なの？」

　あれからメンバー全員がオレの部屋に集まり、オレの隣となりにチョコンと座る少女をじっと観察していた。

　ちなみに服は着せています。宿にあったブカブカのローブですが。

「えっと、君、名前なんていうのかな？」

　とりあえず、名前が分からなければ話にならないということで尋たずねると、少女から返ってきた答えは予想しないものであった。

「もう、やだなー、お兄ちゃん。バハムートだよー。忘れちゃったのー？」

「あー、そっかそっか。バハムートだったかー。いやー、ごめんごめん、バハムートの名前忘れるなんてどうかしてるなーオレ」

　って、ちょっと待て。

「はいいいいいいい」

「ちょ、バハムートって、あなたがー!?」

　オレとリリィの叫びが重なる。一方の魔物メンバーは冷静であった。

「ほお、そうかそうか。嬢じようちゃん、あのバハムートなのか、人型になると随ずい分ぶんちっこいんだな」

「バハムートさんが、こんな可愛い女の子に……私のポジションがますます……」

「すぃ～」

「ぴぃ～！」

　ジャックや、ドラちゃん、バーンなど多少驚いてはいても、わりと落ち着いていた。

　いや、ちょっと待て。こちらは混乱しっぱなしだ。

　この子がバハムート？　それって一体どういう……？

「な、なあ、バハムート。なんで君、人型になってるの？」

　思わずストレートにそう聞いてしまうが、その答えは意外とアッサリ返ってきた。

「あ、そっか。お兄ちゃんはまだ知らなかったんだよね。うんとね、私達ＳＳランク魔物って魔王様の力の一部を受うけ継ついでいるっていうか、世界樹を通して、その力の一端を授さずかってるんだよね」

　あー、そういえば、前にロスタムさんと話してる時にそういう話が出てきたな。

「だからね、私達も魔王様と同じく人の姿になる能力を持ってるんだよ。といってもわざわざこの姿をとるＳＳランクなんていないし、一般的には知られていないことだと思うよ」

　なるほど。そういうことだったのか。

　確か前にイースちゃんが完全な人の姿をしている魔物は魔王だけだと言っていた。

　しかし、ＳＳランクがその魔王の力を多少なり受け継いでいるなら、同じように人化の能力を持っていても不思議ではないか。

　バハムートの説明にそう納得する。

「え、ってことはちょっと待って。バハムート……ちゃんは、その人化の能力を覚えて、ここまで付いてきたってことなの？」

「うん、そうだよ！　海の上でスィ様に私も人型になれるはずだよって教えてもらって、それで一晩でなんとか覚えてきたの！」

　そう言ってバハムートがオレの腕に抱きついてくる。

　な、なるほど。海の上でスィがバハムートに何かを伝えていたのは、これだったのか。

　その後、バハムートの態度が落ち着いて、別れる時も聞き分けがよくなっていたのは、そういうことだったのか。

　しかし、生まれたばかりとはいえ、こんなすぐに人型になれる術じゆつを覚えるとは。これも成長したオレのスキルで育った影響なのかな？

「って、そうだ。さっきから地味に気になっていたんだけど、なんでオレのこと『お兄ちゃん』って呼んでるんだ？」

　スィに対しても様付けしているのが少し気になったが、それに関してはスィは魔王であり、バハムート達にとっての王様的存在なのを考えれば納得ではある。

「だって、『パパ』はスィ様がもう使っているでしょう。だからといってご主人様とかだと、そっちのマンドラゴラさんとかとかぶりますし……」

　そう言ってバハムートはオレの胸ポケットにいるドラちゃんを指差す。

「なので、残るは『お兄ちゃん』呼びかなって！」

　なるほど……。他とかぶらないように呼び方を決めていたのか。

　しかし、いつの間にそんな知識を？　と思わず聞いてみると、

「栽培された時に、お兄ちゃんの知識のいくつかが流れ込んできたから」

　滅め茶ちや苦く茶ちやオレ発信でした。そういえば、ドラゲちゃんを栽培した時もこっちの事情とか、ある程度分かっていたしなー。

　おそらく、これもオレの魔物栽培スキルが成長した証あかしなんだろう。

　というか、これだとまるでオレの趣味のように聞こえてくるぞ。すでにリリィが冷たい目でオレを見ているし……！

　ち、違うぞ！　これは決してオレの趣味ではなく、そういう妹系キャラが物語には必ず一人いてだな……！　とかそんなことを考えていると、

「それでお兄ちゃん。これで私もお兄ちゃん達と一緒に行動してもいいよね？」

「え？」

　不意にバハムートにそう言われて、なんのことかすぐに得心する。

　バハムートがこうして人型の姿になったのは、オレ達と一緒に街中でも行動したいという願いからだ。

　この子が一晩でその術を得たのも、それほどの強い感情があったからこそなんだろう。

　オレはリリィに目配せをする。リリィもまたそれに気づいたのか、やれやれといった様子で納得する。

　それを見て、オレは腕にしがみつくバハムートに頷うなずく。

「ああ、勿もち論ろん。これなら一緒にいても不自然じゃないし、これからは街中も一緒に行動しよう」

「わ～い！　ありがとう、お兄ちゃん～！」

　まあ、オレとしても街にいる間、バハムートを外で待機させているのはちょっと心苦しかったので、その問題が解決して何よりだ。

　そう思っているとバハムートが何かに気づいたかのように呟く。

「そうだ。お兄ちゃん、私のことはムーって呼んでくれると嬉うれしいな」

　ムー？　あ、なるほど。バハムートのムーか。

　確かにバハムートと呼ぶのも違和感があるし、そちらのほうが可愛い響きか。

「分かった。それじゃあ、よろしくな。ムー」

「うん！」

　オレからの呼び名にムーは笑顔で頷いた。
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「わーい、わーい！　お兄ちゃんと一緒に街を歩いてるー！　わーい！」

　先程から無む邪じや気きにオレの隣ではしゃいでいる少女。言うまでもなくバハムートのムーである。

　ちなみに、いつまでもローブではアレだと思ったので、近くの服屋に入って似合いそうなのを見み繕つくろいました。

　どうにも最初に着たブカブカのローブの着心地が良かったみたいで、ムーは好んで少し大きめの服を選んでました。

　上着は手が完全に隠れていますが、それが案あん外がい可愛かったりもしたので、ムーの意思を尊そん重ちようすることに。

　あとは店先で売っていた冒険者仕し様ようの帽ぼう子しが気に入ったみたいなので、それも買い与えております。見た目だけなら完全にはしゃいでるだけの少女です。

　ちなみに資金に関してはこの大陸に来る前に帝王様から頂いただいたお金がたくさんあり、宿代もそこから出しております。

「ふふっ、ムーちゃん、あの姿がよっぽど気に入ったみたいね」

「だな」

　買い物に付き合ってくれたリリィが微笑ほほえましげに呟く。

　これまではあの巨体で街中を自由に歩くなんて出来なかったから、あの子からしてみれば夢が叶かなったようなものなのだろう。

　しかし、それとは別に気になることがあった。

「けど……この街って思ったよりも活気がないね」

　ムーがボソリと街の様子を口にする。

　そうなのだ。実は最初にここに来た時から、この街の雰囲気の暗くらさが気になっていた。

　首都から離れた辺境の街だからといわれれば、そうなのかもしれないが、しかし、それでも引っかかる点がある。

「それに……やけに魔物の数が少ないわね」

　リリィのその呟きにオレは同意する。買い物しながら街を見ていたが、市場に売られている魔物の数が、これまでオレが見てきた中でも異常に少ないのだ。

　魔物といえば、この世界における食材であり、資源。

　あらゆる食べ物や、武器、防具、果ては日常生活に至いたる様々な物にまで利用されている。

　が、この街ではそうした商品が極きよく端たんに少なかった。

　市場と思われる場所でも、ほとんどの店の棚たながガラ空あきであり、露ろ店てんなどでも僅わずかな装そう飾しよく品ひんなどしか売っていなかった。

　普通なら、もっと食材となる魔物をたくさん売っていていいはずである。

「……もしかして、この大陸って魔物の数が少ないのか？」

　ネツァクほどではないが、それでも荒地が多かったのを思い出す。

　その環境のせいで、採取できる魔物の数が限られているのだろうか。

「いえ、そんなはずはないと思うけれど……。どの大陸にも一定数の魔物がいて、資源や食材には困らないのが普通よ」

　リリィがそう言う以上、それがこの世界の常識なのだろう。

　だとするとますます不可解である。うーん、もしかしたら何らかの災害が起きているのかもしれない。そんなことを思いながら大通りを歩いていると、

「なあ、アンタら。もしかして、よその大陸からの冒険者か？」

「え？　まぁ、そんなところです」

　不意に露店商をしていた男性に声をかけられて、思わずそう答えてしまう。

　一応リリィが冒険者ではあるので噓うそではない。オレももう冒険者のような生活だしな。

「なら、もしよかったら魔物を売ってくれないか？」

「魔物をですか？」

　男性のお願いに対し、オレは思わずリリィ達の顔を見るが、彼女達は「任せる」といった感じの表情だった。オレはカバンから非常食として持ち歩いていた食材魔物をいくつか手渡す。

「それじゃあ、これどうぞ。ジャック・オー・ランタンにジャック・オー・スイカ。あとはコカトリスの干し肉など」

「！　ありがたい！　こ、こんなにいいのかい!?」

　オレが食材魔物を取り出すと、その男性を中心にざわっとどよめくような声が聞こえる。

「おい、あれ……食材魔物じゃないか！」

「すげえ！　それに初めて見る魔物もあるぞ！　なんだ、あれ!?」

　気づくと街の人達が周りにつどい、物珍しげにオレが持つ魔物を見ていた。

　どうにも、ここでは新鮮な食材魔物というのは珍しいらしい。まあ、実際、ジャック・オー・スイカなど初めて見る魔物だろうから驚きもひとしおに違いない。

「いやー、助かったよ、兄ちゃん！　これ少ないけれど、足りるかい？」

「おかまいなく。それで十分ですよ」

「それにしても兄ちゃん、そんな色んな魔物を持ってたり、魔物を従えたり、ひょっとして調教師テイマーか何かかい？」

　調教師テイマー。初めて聞く単語であったが、オレはそれには首を振って「ただの冒険者ですよ」とだけ答えておいた。

　それと折せつ角かくなので、先程から気になっていたことを男性に尋ねる。

「あのー、この街ってどうして魔物の数が少ないんですか？」

　その言葉に男性だけでなく、周囲の街人からも驚いた声が聞こえた。

「アンタ、もしかして知らないのかい？　今、この大陸じゃ魔物狩りが行われているって」

「魔物狩り？　それってどういう？」

　オレからの疑問に男性の隣にいた街人が声をひそめて答える。

「この大陸を支配している勇者……ザッハーク様による政せい策さくだよ……」

　ザッハーク。それはオレ達がこれから会おうとしている勇者の名であった。

　その名が広がった瞬間、街人達の間に緊きん張ちようが走るのが見えた。

「ザッハーク様の命令で今、大陸中の魔物が次々と狩られているんだ……。それも食料や資源にするためでなく、ただ殺すため……いわば殲せん滅めつだよ」

「なんだって!?」

　それを聞いた瞬間、オレは思わず叫び声を上げる。

　それはオレだけでなく、リリィやジャック、ムー達も同じであり、皆緊張した表情をしていた。

「おかげで食料は減り、資源もなくなり、他との交こう易えきもまるで出来ない状態だ……。正直、このままだとこの街もいつまで保もつか……」

　男性の呟きに、どうやらこの大陸は思った以上に切せつ羽ぱ詰つまっているようだ。

「一ついいかしら。たとえこの大陸の魔物を全て殲滅しても、生命の……じゃなかった。邪悪の樹があれば、そこから魔物の種がまた大陸中に散らばるから殲滅なんて不可能じゃないの？」

　リリィのその発言にオレは「そうか」と納得するが、それはすぐさま否定された。

「いいや、どうだろうね。この大陸の樹は先代の皇帝、つまりはザッハーク様の父上が切り倒してしまったから……」

「なっ！」

　男性の答えにオレ達は再び驚愕する。

　だが、そうか。現在、この世界にある邪悪の樹は六つまで切り倒されている。

　その大陸に勇者がいるのなら、その国の樹が倒されている可能性も高くなるわけだ。

「先代の皇帝もまた勇者の称号を持っていて、その父上が亡くなった後、今のザッハーク様が皇位を継いだ。そして、あの方は先代がやろうとした事を成なし遂とげようとしているんだよ……即すなわち、この大陸から最後の一匹までも魔物を駆く逐ちくする」

「そんな……正気なの？」

　男性の呟きにリリィはありえないとばかりに呟く。

　確かに魔物とは人を襲う邪悪な存在なのかもしれない。だが、それでもこの世界にとって魔物とは食料であり資材。どんなに魔物を嫌悪してもその事実は変わらないはず。

　にもかかわらず、この大陸の勇者はそれを全て滅ほろぼそうというのか？

　それでは、この大陸に生きる人々の間に飢き餓がや貧困が訪れるのは目に見えている……それはまるで──

「〝暴ぼう君くん勇者〟」

　ボソリと街人の誰かがそう呟いた。それを肯こう定ていするようにオレ達の目の前にいた男性もそれに頷く。

「誰が言ったか、〝暴君勇者〟ザッハーク。あの人はいつの間にかそう呼ばれるようになったんだ……」

　その発言に街の人々も同意しているのか暗い表情のまま誰ひとりとして、男性の言葉を否定しなかった。

　今回の勇者に関してカサリナさんから、今までよりも手ごわいとの話は聞いていたが、オレの予想よりも遙かに厄やつ介かいな人物のようだ。

　いくら一番近い大陸の勇者とはいえ〝暴君〟なんて恐ろしい呼び名がついてる勇者が相手とは聞いてないぞ……。

　とはいえ、ここで後回しにしても、いずれは相手にしなければならない相手だ。

　むしろ対たい峙じする前にどのような人物か、風ふう評ひようを聞いておいて良かったと思うことにしよう。

「アンタら、もしかして首都に向かうのかい？」

　そんなオレ達の様子から何かを察さつしたのか、先ほどの男性が尋ねる。

「はい、そのつもりです」

「そうか……なら気をつけるんだな。あの人に会う気なら、それ相そう応おうの覚かく悟ごをしておいたほうがいいぞ」

　男性のその発言が脅おどしでもなんでもなく真実であると理解し、オレは静かに頷く。

　どのみち、ここまで来た以上、簡単に引き下がるわけにもいかない。

　オレは男性から首都への最短のルートを教えてもらい、早速移動を開始する。そのすれ違いざま──

「あっ、すみません」

　集まった人ごみの中、肩がぶつかる。一瞬だったのでどんな人だったかは確認できなかったが、それでもオレはその人物の後ろ姿になぜか惹ひかれた。

「…………」

　赤い髪。それはまるで夕日の光のように赤く美しく、二つの三つ編みで纏まとめた髪を風にあそばせるようにそよがせながら、その人の姿は見えなくなった。

　ほんのわずか、後ろ姿が見えただけだったのに、なぜかその人物に強く惹かれてしまった。

「キョウ、何してるの？　さっさと移動するわよ」

「あ、ああ……そうだな」

　後ろ髪を引かれるように、オレはリリィ達の後をついていく。

　が、この時のオレはまだ気づいていなかった。

　その人物こそが、オレに思わぬ運命をもたらすことに──。















「ここがホド大陸の首都か」

　そう呟つぶやいたオレの目の前には、先程の街とは比べ物にならないほど広大な都市と巨大な城がそびえ立っていた。

　あれから、露ろ店てんの男性に聞いた道のりをバハムートに乗って移動し、一時間もかからないうちに首都にたどり着いていた。

　帝王勇者がいたネツァク帝国の首都と異ことなり、このホド大陸の首都は岩壁に囲まれた自然の城じよう塞さい都市であった。

　唯ゆい一いつの入口が街の正面のみであり、三方を切り立った崖がけで囲まれている以上、ここを攻め落とすのは至し難なんであるのが見て取れる。

「さすがに首都ともなると守りを重視した場所に作るのは当然ってわけか」

「まあ、魔物からの襲撃を考えれば当然でしょう……けど、ここもネツァクの首都と同じ様子のようね」

　街を見ながら、オレはリリィのその呟きに同意する。

　入口を越えた瞬間、まず目に入ったのは崩れ落ちた建物と瓦が礫れきの山であった。

　かつては美しかったであろう街の景色の半分以上が瓦礫と化している。

　街のあちらこちらには、そうした瓦礫の撤てつ去きよを行っている人物も見えるが、その多くが広場や通りなどにテントを張って、その日暮らしをしているのが見えた。

　とてもではないが、ここが首都とは思えないほどの崩ほう壊かいぶりであり、街全体の雰ふん囲い気きも暗くらく沈しずんでいた。

「……やっぱり、ここもＳＳランク魔物の襲撃を受けているのかな」

　オレは思わずそう呟く。帝王勇者のいたネツァク帝国の首都も最初に訪れた時、同じように建物が崩壊しており、それはＳＳランクベンヌ襲撃のせいだと後のち々のち知らされた。

　また現在、ＳＳランク魔物が勇者のいる街を襲っているとの情報があり、ここもその例外ではないのだろうと気を引ひき締しめる。

　しかし、この街の雰囲気はただ建物が崩壊しているからだけではなく、もっと決定的な部分で民衆の苦しさが伝わるようであった。

「……ここも魔物の数が少ないわね」

　リリィのその呟きは、街の店や露店に置かれた食材や加工品のことを指していた。

　確かに食材だけでなく、料理屋や食堂など、その多くが閉店している。

　これも恐らくはザッハークの魔物を駆く逐ちくするという行為の影響なのだろう。

　しかし、いくら魔物を駆逐したいからといって、これでは民衆の生活が苦しくなるばかり。むしろ本末転倒ではないのか？

「いずれにしても、今回は一筋縄ではいかない相手みたいね」

「……そうだな」

　ひとまずオレ達は城の方を目指し歩き出す。幸いと言うべきか、道行く人々がほとんどいなかったため、城まですんなり行くことができた。が、さすがに城門へたどり着くとそうもいかなくなった。

「止まれ。この城に何の用だ」

　数人の兵士達が即座に城門の扉を守るように前に立ち、オレ達に対し牽けん制せいしてくる。

　オレは隣となりにいるリリィと目め配くばせをした後、カバンの中に入れておいた書状を取り出した。

「この国の勇者ザッハーク様に用があって参まいりました。こちら、六大勇者ロスタム様からの推すい薦せん状じようです」

「！　帝王勇者の!?」

　オレの発言と差し出された書状に対し、ざわめく兵士達。

　すぐさま兵士の一人が書状を受け取り、その書状にあった印章を目にする。

「六大勇者の印章……間違いない」

　それを確認するや否いなや、兵士達はすぐさま門から離れ、オレ達を招まねき入れるように整列した。とたん門が開かれていく。

「どうぞ。ザッハーク様のいる場所へとご案内致いたします」

　そうして、兵の一人がオレ達を案内するべく先頭を歩き出す。

　うん、分かってはいたが、やはりこの世界において六大勇者の権力は絶大だな。ロスタムさんから書状をもらっておいて本当に良かった。

　しばらく城の中を歩くと、その度たびにすれ違う兵士達がオレ達に奇き異いの目を向けるのが感じられた。しかし、それ以上に城の中には緊きん張ちようした空気が漂ただよっており、兵士達もどこか臨戦態勢を整えているようであった。

　やはり、魔物を殲せん滅めつするという任務に就ついているためであろうか？　それともこの街を襲撃したＳＳランク魔物への警戒だろうか？

　そんなことを考えている内にオレ達を先導していた兵士の足が止まる。

「こちらです」

　示しめされたのはまさに王の間を閉ざすに相応ふさわしい巨大な扉。兵がその扉の前に立ち、声を張り上げる。

「ザッハーク様！　帝王勇者ロスタム様からの推薦状を持った客人が来訪されました」

　数秒の沈ちん黙もくが流れた後、目の前の扉がゆっくりと開き出す。

　再び兵士がオレ達を先導するべく歩き出し、王の間へと入っていく。

　そこはロスタムさんがいた王の間を彷ほう彿ふつさせるくらい広々とした空間であり、美しい白亜の大広間であった。

　そんな広間の奥、真しん紅くの絨じゆう毯たんの向こう側にある玉座に、一人の人物が座っていた。

「お前達か、ロスタムからの書状を持ってきたというのは？」

　その人物を一目見た瞬間、オレは思わぬギャップに息を吞のんでしまう。

　ここに来るまで、その人物の風ふう評ひようや二つ名から、凶悪な人相を想像していたが、目の前にいたのはそれとは全く異なる容姿の持ち主であった。

　流れるような漆しつ黒こくの髪と、それに似合う漆黒の軍服に身を包んだその人物は、左目には黒の眼がん帯たいを身に付けてはいるものの、暴君という二つ名からは想像もできないほど華きや奢しやで可か憐れんな姿をしていた。

「ふんっ、一応名乗っておくとするか」

　なによりも驚いたのはその人物が──少女であったという点。

「我が名はザッハーク。周りからは〝暴君勇者〟などと呼ばれている」

　自らを暴君と名乗ったその少女は、こちらの予想よりも遙はるかに美しかった。

　確かに、誰だれも暴君勇者が男であるなんて一言も言っていなかった。だがしかし、こんな少女だとは……！

　おそらく年齢は十代後半。二十には達していないと思う。リリィよりも僅わずかに上か、ヘタをしたら同じくらいかもしれない。

　これ絶対、カサリナさんとか、オレ達の反応を想像して、あえて教えなかったな。

　あの人のしたり顔を脳内で思い浮かべつつ、呆あつ気けに取られるオレ達をよそに、その少女──〝暴君勇者〟ザッハークはオレ達を見下すように告げる。

「それで、まずはあのロスタムからの書状を見せてもらおうか」

「あ、はい……こちらです」

　ザッハークからの強めの言葉に思わず従うように書状を渡わたすオレ。

　いかんな。予想外の外見だったとは言え、出鼻をくじかれる形になってしまった。これはあまりいい流れとは言えない……。そう思いつつも、他に選択肢もなく、オレはロスタムさんからの書状の効果を信じることにした。

「……ふんっ、なるほどな」

　受け取った書状を乱暴に開いて中身を確認したザッハークはなにやら納得したように頷うなずく。

　心なしか先程よりも不機嫌な表情が収まったように見えた。

　お、これならなんとか交渉に持ち込こめるか？　さすがはロスタムさん！　ありがとうございます！　と思った瞬間、ザッハークは手に持った書状を破り捨て宣言する。

「捕とらえろ」

　ザッハークのその一言と同時に、周囲にいた兵士達がオレ達を取り囲む。

「え、えええええええぇ」

　そのあまりの仕打ちと命令にオレは思わず絶叫する。

　リリィ達も思わぬ展開に動どう揺ようしつつも、すぐさま臨戦態勢に入る。

「って、ちょっと待ってくださいよ！　いきなりどういうことですか!?」

「どうもこうもあるか。魔物を栽さい培ばいする者など、この国に置いておけるものか」

　それはこの大陸から魔物を駆逐しようとしている勇者からしてみれば、至し極ごく当然の反応であった。

　とはいえ、このまま捕まれば何をされるか分かったものではない。そうした不安がよぎるが、

「安心しろ。お前達をどうこうするつもりはない。帝王の奴がお前を気に入っているのはよく分かった。ここでお前を処分すれば、奴を敵に回しかねん。それに今はお前達にかかずらっている場合ではないのでな」

　その思わぬ発言に、オレはここを訪れた際さいの街の状態を思い出す。

「……それってこの国を襲っている脅威、ＳＳランク魔物のことですか？」

　この街が受けたとされる被害、そこから推察される原因はただ一つ、ＳＳランク魔物。

　ザッハークがオレ達にかかずらっている場合ではないというセリフからも、今はそちらの対処をしているのかと思ったが、次に飛び出したザッハークのセリフにオレ達は驚きよう愕がくする。

「この大陸にいたＳＳランク魔物なら私が倒した」

「え!?」

　それはあまりに信じがたいセリフであった。

　ＳＳランク魔物は勇者ですら倒すのが困難な常識はずれの魔物。事実、あの帝王勇者ロスタムさんですら苦戦していた。

　しかし、目の前の少女ザッハークはそれをすでに仕し留とめたと断言していた。

　少なくともここでオレ達に対し噓うそを言う理由はなく、それが真実なのだろうと分かるが、しかしだとしたら今は一体何に集中しているのだろうか？

　やはりこの大陸から魔物を駆逐する事なのだろうか？　それとも、もっと別の何かを……？　そんな考えを巡らしていたら、ザッハークの指示により兵士達がオレ達の身柄を拘こう束そくする。

「いずれにせよ、お前達にはこの城の地下で繫つながっていてもらおう。そして、頃合を見み計はからって、この大陸から出て行ってもらう」

　そうしてオレ達と〝暴君勇者〟ザッハークとの会談は、一方的な拒絶と拘束により、なんの成果も得られることなく追放処分となった。
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「見事に牢ろう屋やだな」

　現在、オレ達は城の地下、すなわち牢ろう獄ごくに囚とらわれていた。

　幸いと言うべきか、全員同じ牢に入れられた。中は比較的広いスペースのため数人が入っても、それほど窮屈ではなかった。

「けど、どうするのよ。このままここでじっとしてるつもりなの？」

「まあ、さっきのあの姉ちゃんの口ぶりからすればオレ達を殺すつもりはないっぽいが、しばらくしたらこの大陸から追放されるみたいだからな。それまではこのままって事だろうな」

　確かにジャックの言う通りであろう。このまま、ここにいても近い内にオレ達はこの大陸から追放される。

　そうなれば、再びこの大陸に来たとしても、またザッハークから追い出されるのみ。オレの目的である世界樹の種をもらうなんてことは永遠に出来ない。

　あの場でリリィ達に抵抗してもらうという手もありはしたが、それだと双方の被害が馬鹿にならない。

　なによりも、そんなことをすればザッハークを完全に敵に回してしまう。

　出来ることなら六大勇者とはなんとか分かり合いたい。カサリナさんや、ロスタムさん達ともそう出来たのだから、可能な限り争いは避さけたい。とはいえ、このままの状況というのも良くはない。

　そう思い、部屋の隅すみを見ると、そこではスィとムーが一緒にうずくまっていた。

「……ムー、ごめんな。折せつ角かく、人型になってついて来てくれたのに、こんな場所に閉じ込められてしまって」

「平気だよ、お兄ちゃん。ムーはお兄ちゃんと一緒ならどんな場所でも付いて行くから」

　何でもないとばかりに笑顔を浮かべるムーにオレは少しだけ救われる。

「ただ、スィ様は退たい屈くつすぎて寝ちゃったみたいだけど」

「ははっ、みたいだな」

　見ると、ムーの肩に寄より添そうようにスィが寝息を立てている。

　どうやらスィはムーに懐なついているようだ。やはり、外見の年齢がオレ達の中で一番近いせいもあるのかな？

　そんなことを思っていると、入口に立っていたリリィが「静かに……！」と緊張した声をかける。

「……何か物音がするわ」

「音？」

　リリィの呟きに反応し、耳を澄すませる。

　すると上の階から慌あわただしい音というか、何かがぶつかり合う、戦闘音のようなものが響いてくる。これは一体……？　と思った瞬間、

「！　全員、端はしに避よけて！」

　リリィの叫さけびと同時にオレ達のいた牢の天てん井じようが崩れた。

「ど、どわっ！　な、なんだ!?」

「うおっ！」

「ぴぃー!?」

　それぞれ近くの壁際に逃げたために被害に遭あわずに済んだが、何が起きたのか訳わけが分からず、ただ混乱していた。すると、

「……見つけた」

　崩れ落ちた瓦が礫れきと共に、土煙が上がり、その中から一人の少女が姿を現した。

　それは燃えるような真紅の髪を後ろで二つの三つ編みに結んだ少女。着ている衣装はかなり露出の激しい服であり、ともすればかなりきわどく、お腹には包帯を巻いている。

　だが、なによりもオレがその少女に惹ひかれたのは、その瞳ひとみであった。

　金色の瞳はまるで、夕暮れの太陽のように美しく、無機質な表情でありながら、なぜかその瞳の向こう側に激しい情熱の炎を見てしまう。

　その真紅の髪の少女は、オレ達を見下ろすように見つめ、やがて手を伸のばす。

「……早く。あなた達を助けに来た。兵が来る前に逃げる」

「え？」

　少女のセリフにオレ達は思わず顔を見合わせてポカーンとする。

　これってつまり……助けに来てくれたってことか？　オレ達を？　けど、どうして？　何のために？　そもそもこの少女は誰？

　そんな様々な疑問がオレ達の間を駆かけ巡めぐり、どうすればいいのかと固まっている間に状況は刻一刻と変化していた。

「いたぞ！　あそこだ！　あいつ……あの場所から地下への穴を！」

「おい待て、あの場所……さっきの奴らを閉じ込めた牢の真上じゃないのか!?」

「なに!?　くそ、あいつ、連中の仲間だったのか！」

「逃がすな！　追え！　全員捕とらえるんだ!!」

　天井の穴からはそんな声が聞こえ、こちらに近づく兵士達の足音まで聞こえてくる。

　それに反応するように目の前の少女がすぐさまオレの手を引っ張ったかと思うと、そのままオレを抱かかえて持ち上げる。

「……時間がない。急いで逃げる」

「え!?　いや、ちょ！　ま、待ってよ!?」

　色々と状況が追いついていないが、まずこのお姫様抱っこって普通は男が女にするものだよね!?　逆!?　とか混乱のあまり訳の分からないツッコミを脳内でしている内に少女はオレを抱きかかえたまま、空あいた天井の穴へとジャンプし、そのまま上の階へと移動する。

「……あなた達も急いで」

　未まだ牢の中で呆気に取られているリリィ達にそう呟く。それに反応するようにリリィ達も急いで瓦礫をつたって、天井の穴から上の階へとやってきた。

　全員が牢から脱出すると同時に、通路の向こうから複数の武装した兵士達が姿を現す。

「いたぞ！　やはり連中グルだったのか……！　一人も逃がすな！　抵抗するなら斬きっても構わん！」

「ええぇ!?」

　リーダーらしき人物の思わぬ危険な発言に、間抜けな声を出してしまうオレだったが、もはやこの状況で弁解の余よ地ちがないことに気づく。

　そして、それに反応するようにオレを抱えた少女がすぐさま兵士達がいる通路とは逆の方へと走っていく。

「……こっち、ついてきて」

「え、ちょ……！」

　猛もうスピードで駆け出す少女に置いていかれないよう、同じく駆け出すリリィ達。

　オレを抱えた状態にもかかわらずかなりの速さを維い持じし、兵士達を引き離す少女に驚く。

　しばらくの逃走の後、城のバルコニーのような場所に出た少女は迷うことなく、そのままバルコニーの手すりへと足をかける。

「……このまま、ここから飛び降りて」

「はい？」

　少女のその発言にオレだけではなく、後ろを付いてきた全員が呆気に取られる。

　しかし、そんなオレ達の反応など、まるで無視するように少女はオレを抱えたまま明らかに数メートル以上はある高さのバルコニーから飛んだ。

「って、死ぬうううううううううう」

　まさかのやけくそ自殺ですか!?　いや、ヘタをしなければ死なないかもしれませんが、大おお怪け我が必ひつ須すですよ!?

　そう思い、目を瞑つむるオレであったが、待てども待てども着地の衝撃は訪れない。恐る恐る目を開くとそこは地上三十センチほどの高さに留とどまった少女の姿があった。

　それはまるで見えない空気のクッションがあるみたいに、オレを抱きかかえた少女の体がゆらゆらと空中に浮いていた。

「安心してください。風の魔術で着地の衝撃を緩かん和わしています。怪我をすることはありません」

「え？」

　その声に反応するように目の前を見ると、そこには全身を白いローブで包んだ人物が立っていた。

　顔はフードの影に隠れ、よく見えないが、夜中ということもあいまってか、その白い衣装は夜空に浮かぶ月のように美しく印象に残った。

「あなた達も急いで。全員、私の風の魔術で受け止めますので怪我はいたしません」

　そう言って白ローブの人はバルコニーから、こちらを不安そうに眺ながめているリリィ達に声をかける。

　その声に納得したのか、皆それぞれ頷き合い、一いつ斉せいにバルコニーから飛び降りる。

　白ローブの人の言うとおり、リリィ達も地上に着地する寸前、風のクッションに包まれ怪我をすることなく、そのままゆっくりと地面に着地していく。

「どうやら、全員無事のようですね」

　オレ達の身を確認し、呟く白ローブの人。

「あの、あなたは一体……？」

　あまりの展開に混乱しつつ問いかけるが、それを遮さえぎるように兵士達の声が届く。

「連中、どこに行った!?」

「あのバルコニーへと走っていったはず！」

「あそこは行き止まりだ！　急げ、そのまま捕まえるんだ！」

　まずい……！　いくら下に降りたとは言え、このままでは見つかってしまう。

　その事に白ローブの人も気づいたのか、オレ達を案内するように城から離れた小道へと移動していく。

「……こちらへ」

　白ローブの人の誘導に対し、思わず顔を見合わせるオレ達。

　とはいえ、もはやこの状況では逃げるより他になく、仮にここで兵達に捕まろうものなら何をされるか分かったものではない。

　望んだ展開ではないが、こうなった以上は付いていくより他にない。オレは覚かく悟ごを決めるようにリリィ達と頷き合う。

　そうして、謎なぞの白ローブの人と赤髪の少女に連れられるまま城から離れていく。

　一体この先、どうなってしまうのか。そんな不安がオレの胸に広がり始めていた。





◇　◇　◇






「もうここまで来れば安全でしょう」

　白ローブの人と赤髪の少女に連れられるまま首都を脱出し、少し離れた森に逃げ込んだところで、二人が改めてオレ達の方へと振り返る。

「あの、助けていただいたのは感謝しますが、あなた達は一体……？」

「ああ、これは失礼。まずは名を名乗るのが先でしたね」

　オレからの質問に対し、白ローブの人が被っていたフードを外す。

　その下から現れたのは端たん正せいな顔立ちの男性。一瞬、女性と見み紛まがうほどに美しく整った顔をしており、その白い髪はまるで雪のように美しかった。

　なによりもその男性を見た瞬間、オレは一瞬誰かに似ている錯さつ覚かくを覚えるが、その答えはすぐさま返ってきた。

「初めまして。私の名前はアンスール。あなた方にはイースの兄と言った方が伝わるでしょうか」

「!?　イースちゃんの！」

「あ、兄!?」

　思わぬ自己紹介に面食らってしまうオレとリリィ。

　確かに、よく見れば面影もあるし、似ている部分もある。

　呆気に取られているオレ達を見て、含ふくみ笑いをするアンスールさんは、そのままオレ達に向けて頭を下げた。

「あなた達の噂うわさは聞いています。妹がお世話になったと。その節はありがとうございました。それを抜きにしても魔物を栽培しているあなたには是非一度お会いしたいと思っていました。こうして、その機会を得られたことに感謝いたします」

「い、いえ、そんなことは……というか、オレ達のことを知っているのですか？」

「それは勿もち論ろん。この世界において唯一魔物を栽培する能力を持つ人物としてあなたの存在は耳にしていました。更には大料理大会で賢けん人じん勇者を打ち負かし、ネツァク大陸では謎の魔物を迎撃するために帝王勇者の力となったと、今や世界中にあなたの噂は広がっています」

　まさか、そこまで有名人になっていたとは。嬉しいやら恥ずかしいやら、何とも言えない気持ちになる。

　そんな風にオレが思っていると、隣にいたリリィがなにやら真剣な様子でアンスールさんに尋たずねた。

「……ねえ、アンタ。イースの兄ってことはアンタも魔女ってことなの？」

「ええ、そうなりますね」

「そう……」

　その一言にリリィは緊張した様子を見せる。

　そういえば、以前もイースちゃんと会った時、リリィはやたらと敵視していた。

　やはり魔女という存在が、リリィにとっては無条件で警戒に値する相手なのだろうか。それをアンスールさんも感じ取ったのか柔にゆう和わな笑みで返す。

「ご安心を。私はあなた達の敵ではありません。というよりも、あなた達の力を借りたいと思っている者です」

「え？　それってどういう？」

「詳くわしい説明はこの先にある我々のアジトでしましょう。まだザッハークの兵達が追ってくる可能性もありますので」

　そのセリフにオレとリリィは思わず顔を見合わせ、小声で話しかける。

（……どうする？）

（……多分、ついて行った方がいいとは思うわ。あいつの言うとおり、まだ兵士達が追ってくる可能性もあるし、少なくともイースの知り合いなら信用してもいいとは思うけど……）

　しかし、リリィのセリフには僅かに疑惑の感情が乗っていた。

　というよりも単純に『魔女』という存在に対し、未だに心を開けていない様子であった。

　イースちゃんとは色々あって分かりあったみたいだが、さすがにその身内とはいえ見ず知らずの人の言葉をすんなり信じるのは難しいのだろう。

　オレは他のメンバーであるジャックやドラちゃん、バーン、ムー達の意見も聞くが、

「オレは兄ちゃんの意思に従うぜ」

「私も。ご主人様に従います」

「ムーはお兄ちゃんの行くところならどこでも付いて行くよ！」

「すぃ～！」

「ぴぃ～！」

　と、いつもの返答であり、聞くまでもなかったかと笑って応こたえた。

「分かりました。それじゃあ、事情を聞くためにもアジトまで同行します。ただ力になれるかどうかは話を聞いてからじゃないと……」

「それは無論分かっています。話を聞いたあとでどうするかは皆さんにお任せします。いずれにしても皆さんの身の安全は保証致します」

　そう言ってアンスールさんの差し出した手を取り、握あく手しゆをするオレ。

　そんなオレとアンスールさんのやり取りを、後ろで見ていた赤髪の少女が興味深そうに覗のぞいてくる。

「ああ、そういえば、こちらの子の紹介をしていませんでしたね」

　後ろから自分達を覗いている視線に気づいたのか、アンスールさんが苦笑を浮かべながら背後にいた少女を前に出す。

「この子はルビィ。ゆえあって今は私と共に行動している同志です」

「……ども」

　ルビィと名乗った少女は最初と変わらず無表情なまま頷く。

　うーむ。瞬まばたきもせず、こちらをじーっと見つめてくるので、何を考えているのか全く分からない。

　少なくとも嫌な感情は一切しないので、悪い子ではないような気もする。

　というか、なんとなくだがイースちゃんに似ている気もする。

　まあ、あちらは無口というよりも単に人見知りが激しすぎて、上う手まく会話出来ないだけなんだが……。無口キャラと人見知りキャラって似てるようで違うよね。とか、そんなことを考えていると、紹介したアンスールさんの方が困ったように笑っている。

「すみません。この通り、感情を表に出さない子で。ただ先ほどからの反応を見る限り、あなたには興味を示しているようです。この子が他人に興味を示すのは珍しいので、私も少し驚いています」

「え、オレにですか？」

　確かに、さっきからずっと見られている。興味の対象になっている……ってことなのかな？

　そんなことを思いつつ、アンスールさんとルビィに案内されるまま、オレ達は彼が言うアジトという場所を目指した。

　折角なのでその途中、二人のことを知ろうといくつか質問をしてみた。

「そういえば、さっき『魔女』って言ってましたけど、アンスールさんは男性ですよね？　それなのに魔女なんですか？」

「ああ、それですか。よく言われますが、男性でも『魔女』と呼ばれるのですよ。というよりも本来は女性の方にそうした一族の力が偏かたよりやすいのです。私のように男でありながら魔女の力を持つ者は少ないですね」

「へえー、そうなんですね」

　そういえば、ネットの知識でそういうのを見たことあったな。

「ちなみに魔女の力っていうのは？」

「それは様々ですね。これはいわば特殊なスキルのようなものであり、天てん賦ぷの才能になります。イースの場合は魔物と意い思し疎そ通つう出来る能力と強大な魔力。とはいえ、あの子は私達一族の中でも特にずば抜けていました。私など、あの子に比くらべれば大したことはなく……」

　この時、オレはアンスールさんとの会話に夢中で気づいていなかった。

　リリィがアンスールさんに対し、これまでにない嫌けん疑ぎの眼まな差ざしを向けていたことに。















「着きました。ここがアジトです」

「ここが……！」

　アンスールさんに案内されたそこは、オレ達がこの大陸に上陸して初めて訪れた街であった。

　その街の外れに位置する教会へ入ると、そこには数人の街人と見知った顔があった。

「アンスールさん！　お戻りになったのですね！」

「露ろ店てんの兄さん！」

　そこにいたのはあの時、露店をしていた男性であった。

　彼もまたオレに気づくと「あの時の人ですか！」と声を返してくれた。

「皆さん、しばらく留守にしていて、すみません。私達の協力者となる者達の救出に向かっていました。彼らの力があれば私達の決起も成功するやもしれません」

「おお！　さすがはアンスールさんだ！」

「確かに魔物を従えているその人達なら、戦力としては十分ですよ！」

「これで遂ついに、あの暴ぼう君くんの支配から抜け出せる！」

　それぞれ武器を片手に奮ふん起きの声を上げる民衆。それを見ていたオレは思わずアンスールさんに問いかける。

「あの、アンスールさん。彼らは一体……？」

「見ての通り、この大陸を支配する暴君ザッハークの反旗を翻ひるがえすべく集った同志達。レジスタンスのメンバーです」

「レジスタンス……」

　それはまさに現状を一言で表した言葉であった。

　確かに、この街にいた時から大陸の支配者であるザッハークに対する民衆の心証は決していいものではなかった。

　どころか、その政せい策さくを聞けば民衆があの人の支配に対し、反抗的になるのも道理である。こうしたレジスタンスが結成されるのも、いわば必然なのかもしれない。

「あなたに力を貸して欲しいのはまさにこの事なのです、キョウさん」

「え？　どういうことですか？」

　思わぬアンスールさんの発言に聞き返すが、その答えはすぐさま返ってくる。

「あの暴君の支配から解放されるために、あなたが持つ魔物栽さい培ばいの力を貸して欲しいのです。暴君の軍勢と戦うための魔物──戦力をあなたに栽培して欲しいのです」

「戦力……」

「レジスタンスのメンバーはここの他にも何箇所かいますが、どこも少数。かき集めたところで、首都に存在する兵力には勝てません。なによりもあの天然の要塞を突とつ破ぱするのは容よう易いではありません」

　確かに。あそこはまさに攻めるに難しく守りやすしという場所。

　生半可な戦力を投入したところで城へ到達するどころか、首都の門すら潜くぐれない。

「故にあなたの協力が欲しいのです。あなたが栽培する魔物はどれも一級品だと聞きます。それは戦力としても十二分の強さを発はつ揮きするはず。あなたの手で暴君の兵士達と戦える戦力を揃そろえてくれれば、あとは我々があの暴君を倒します」

「そうだぜ、兄ちゃん！　アンタが協力してくれれば心強い！」

「魔物を全すべて駆く逐ちくしようなんて、あの暴君のやり方はいくらなんでも酷ひどすぎる！　オレ達の生活も、もう限界なんだ！」

「頼むよ、兄ちゃん！　力を貸してくれ！　一緒に暴君を打倒しようぜ！」

　次々とアンスールさんの言葉に同調するように街の人達がオレを囲み、そんな言葉をかけてくる。

　正直、気持ちは分からないでもないが、どこかカルトっぽい空気にオレは少し押されていた。

　そんなオレの反応に気づいたのか、アンスールさんが人々を落ち着かせ、静かにオレに囁ささやく。

「キョウさん。あなたの目的は暴君勇者が持つ何かなのですよね？」

「!?　どうしてそれを!?」

　アンスールさんのその発言にオレは思わず彼の方を振り向くが、そこにあったのは最初と変わらない落ち着いた表情であった。

「あなた達が帝王勇者に会いに行き、何かを頂いただいたという情報を聞いております。そのあとでこの地にいるザッハークに会いに来たのを見れば、推すい測そくするには十分です。恐らくは六大勇者が持つ何かが目的なのでしょう？」

　アンスールさんの鋭するどい洞どう察さつにオレは息を吞のみつつ、静かに頷うなずく。

　それを見て彼は「安心してください」とばかりに笑顔を浮かべる。

「我々がかの暴君を討ち果たした暁には、キョウさんが求める物は差し上げます。私達が求めるのは、あくまでもこの大陸を支配する暴君勇者からの解放だけです。それ以外のことには興味ありません」

「そうだぜ、兄ちゃん。オレ達はただ自由が欲しいだけなんだ」

「このままだとオレ達の大陸は飢うえていくだけだ。ここで誰だれかがあの暴君を止めないと未来はないんだ！」

「頼む！　オレ達に力を貸してくれ！」

　そう言って彼らはオレに懇こん願がんする。確かに、彼らの現状を考えれば、こうした行動に出るのは致し方ないのかもしれない。

　それにアンスールさんの言う通り、ザッハークを倒せば、あの人が持っている世界樹の種をオレは手に出来る。

　正直、褒ほめられた手段ではない。が、あの城で会ったザッハークのことを考えれば、それ以外に手はないのではないか。

　この大陸から魔物を駆逐しようとしている勇者と、その魔物を栽培しているオレ。これまでとは決定的に分かり合えない溝みぞがそこにある。

　ここでアンスールさんの手を取り、力を合わせて戦うのが一番理りにかなった選択なのかもしれない。だが、オレは──

「……少し、考えさせてください」

　俯うつむいたまま、静かにそう答える。

　その返答を聞いて、アンスールさんはしばし無言であったが、やがて納得したとばかりに頷く。

「分かりました。確かに、すぐに答えられるようなものではありませんでしたね。では、キョウさんの決心がついた時に、改めて答えをお聞かせください」

「……はい。すみません」

　オレの謝罪に対し、アンスールさんは「お気になさらず」と、柔やわらかな雰ふん囲い気きで受け止めてくれた。

　しかし、オレの心中はそんなアンスールさんとは裏うら腹はらに、終始落ち着くことなく、今もなお混乱と混迷の真まっ只ただ中なかにあった。





◇　◇　◇






「協力……魔物を栽培して暴君の軍勢と戦う……か」

　アンスールさんからの協力要請を受けた翌日、オレはレジスタンスから提供された空家の中で悩んでいた。

　彼らからの説明を受けて、その言い分や反旗を起こそうとする理由についても十分理解していた。

　昔から権力者に対し民衆が暴動を起こす一番の理由は、貧困と飢えであると歴史の授業で学んでいた。

　少なくとも現状、暴君の治世を続けるとそうなりかねない。

　彼らの側にはそうした理由がきちんと存在している。

　だがしかし、戦いを起こすということは双方ともにタダでは済すまない。特に民衆側の被害は甚じん大だいだろう。

　アンスールさんも言っていたが今の彼らでは暴君の軍勢に打ち勝つことすら出来ない。

　だからこそ、オレの魔物栽培によって魔物という戦力を増やし、暴君の軍勢に打ち勝つ。

　戦争において、最も重要なのは兵力の差。当然のことながら、数の多い方が有利なのは絶対原則。

　今まで気づいてはいなかったが、オレの魔物栽培能力はそうした数の差さえ埋うめることが可能となる。

　それに今のオレの栽培によって誕生する魔物達はどれも高い質を誇ほこる。それは当然、戦力としても高い能力を備えるということであり、アンスールさんの言う通り、オレが彼らに手を貸せば、もしかしたら暴君の軍勢に勝てるかもしれない。

　そうすれば、アンスールさんの言う通り、ザッハークが持つ世界樹の種も手に出来る。

　だが、しかし。

「…………」

　オレはどうしても、それをやりたいとは思えなかった。

　元々、争いごとは苦手だし、嫌いだ。それは地球にいた頃ころからそうだし、何よりこの世界に来てから魔物はオレにとって家族であり、パートナーのような存在となった。

　最初、魔物を栽培した理由はそれこそ生きるための手段であり、お手軽に食べ物を栽培できればいいというものであった。

　だが、この世界の植物や動物の全てが魔物だと気づき、彼らを栽培している内にその考え方も色々と変わっていった。

　ジャック、ドラちゃん、ドラゲちゃん、バーンにモチ。それにスィやムー。皆、今ではオレの大事な家族達。

　オレの手によって栽培された魔物達のほとんどが、オレを慕したい寄り添ってくれる。

　そんな彼らを知った今、オレは自分が栽培した魔物を争いの道具だけに使うようなことはしたくはない。しかも都合のいい量産用の道具として栽培するなんて。

　その考えは甘いのかもしれない。けれど、それでもオレは自分の中に生まれたこの感情を否定したくはなかった。

　なによりも争いで全てを解決するなんて、それでいいはずがない。まだ他に道があるのなら、その道を模も索さくしたい。戦う以外の何かの道を。

「やっぱり、結構悩んでるみたいね。キョウ」

「リリィ」

　気づくといつからそこにいたのか背後にリリィがいて声をかけてきた。

「あいつの言う決起に協力するの？」

「……どうかなぁ」

　その問いに曖あい昧まいに笑って誤魔化すが、リリィにとってはそれで十分であった。

「いいんじゃないの。アンタが気が乗らないって言うなら、無理に付き合う必要なんてないわよ。少なくともアタシはアンタの考えに賛成よ」

「リリィ……」

　何も言わなくてもオレの心中を察するリリィに、さすがに付き合いが長くなってきたなと実感する。

「あの人達の言い分も分かるんだけど……やっぱオレは戦いには参加したくないし、そのためだけに魔物を栽培したくはないな。ましてそれが人間同士の争いならなおさら」

　それがオレの本音であった。

「それにオレは可能なら、もう一度ザッハークさんと話をしたい。戦い合うのは出来る限り避けたいから」

　カサリナさんやロスタムさんとも分かり合えたのだから、あの人とも分かり合いたい。そうした気持ちもオレの中にはある。

　それを聞いて呆あきれたように笑いつつ、リリィはどこかホッとしたように呟つぶやく。

「相変わらずね。けど、そういうところがアンタらしいのかもね」

　そう言ってオレの隣となりに座るリリィであったが、その時、ふと真剣な表情を見せる。

「……でも、助かったわ。正直、アタシはあいつと組むのは嫌だったから」

「あいつって、アンスールさんのことか？」

　思わぬ発言に聞き返すと、リリィは静かに頷く。

「それってやっぱり……あの人が『魔女』だからか？」

「…………」

　オレからの問いにリリィは答えない。だが、その静せい寂じやくが逆に肯こう定ていを意味していた。

　前にイースちゃんと会った時もリリィは彼女のことを警戒していた。

　その時にも少し尋たずねたが、リリィにとって『魔女』とはそれだけで警戒に値あたいする禁きん忌きのようなものらしい。

　一体リリィの過去に何があったのか。その時は答えてもらえなかったが、今はどうなのだろう？　そう思いオレは思わずその事を口にする。

「なぁ、リリィ。お前の過去に一体何があったんだ？　なんでそこまで『魔女』を警戒するんだ？」

「…………」

　その問いに、やはりリリィは答えなかった。

　先ほどと同じような沈ちん黙もくだけが流れ、余計なことを聞いてしまったかと後悔するが、

「昔、アタシの故郷が魔女の手で滅ほろぼされたの」

「え？」

　思わぬその一言にオレは驚きよう愕がくする。

　故郷が滅ぼされた？　リリィの？　だが、それなら最初にオレと出会ったあの街は？

　混乱するオレを見てリリィが苦笑を浮かべながら説明をしてくれた。

「あの街は故郷を失なくしたアタシが兄に連れられて移住した街。そこでミナと出会って、アンタと出会ったの。生まれ故郷はもうとっくに失くなってるの」

「そう、だったのか……」

　それを聞いた瞬間、オレは思わず力なく呟く。

　故郷。生まれ育った場所。一言で言うのは簡単だが、そこにはたくさんの思い出やリリィが生きてきた痕こん跡せきがあったはず。

　その場所が失くなったとなれば、当時のリリィの心境は生半可なものではなかったはずだ。

　にもかかわらず、こいつはそれを感じさせることもなく、また打ち明けることもなくずっと一人で抱え込こんでいたのか。

　その事実に気づいた時、オレはもっと早くにこいつのことを知るべきだったと後悔をした。

　そんなオレに対し、リリィはいつもの調子で続けるものの、その表情は暗くらい色を帯おびていた。

「その時、アタシの故郷を滅ぼしたのが……右手に刻印を刻きざんだ魔女。通称〝刻印の魔女〟と呼んでるわ」

「刻印の魔女……」

　それは以前、イースちゃんと話している時にリリィの口から出た単語であった。

　それが何を意味していたのか、あの時はまるで分からなかったが、今なら理解できる。

　そいつがリリィの故郷を滅ぼしたというのなら、それは親の敵であり、故郷を滅ぼした不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵。

　リリィが魔女に対し警戒し、あるいは殺意を抱くのは当然だ。むしろ、抱かない方がおかしいだろう。

　それを考えれば、リリィがイースちゃんと距離を詰めようとしたのは、どれほどのトラウマと向かい合ってのことだろうか。

　その時のリリィの心情に僅わずかに想おもいを寄せ、リリィがオレの知らないところで葛かつ藤とうし、その上でイースちゃんを仲間だと認めてくれたその心の強さに改めて敬意を感じた。

「そうか。だから、お前は魔女が──」

「そうね。苦手、というかトラウマね……」

　それを聞いてリリィがアンスールさんを警戒するのも当然と納得する。

「……分かった。それじゃあ、やっぱ今回の件からは手を引くよ」

　立ち上がり答えるオレに対し、リリィは僅かに驚きの表情を見せるが、それに対し笑顔を返す。

「どのみち、断るつもりだったからな。気にすんなよ」

「べ、別にアタシが気にする理由なんてないし」

　照てれるように顔を背けるリリィだが、すぐさま何かを思い出したのか、再びオレの方を振り向く。

「そうだ、キョウ。断るにしろ、ここに兄がいるってイースに連絡しておいたらどう？」

「あ、確かに」

　言われてみればそうだ。ちょうど、大陸に残してきたフィティスやイースちゃん達とも連絡を取らないといけない頃なので、その際さいにイースちゃんの兄がいるということを知らせておいた方がいいだろう。

　イースちゃんも自分の兄がここにいると知れば喜ぶかもしれない。オレはそう思い早速手紙を書き始めるのだった。




「よし。手紙も出来たし、ちょっと大陸便局まで届けてくるよ」

「ええ、行ってらっしゃい」

　リリィの声を背にオレは手紙を握にぎり締め、空家を出る。

　大陸便局とは、各大陸に手紙を届けてくれるこの世界の郵便局のようなもの。

　大体はギルドと兼任されている場合が多く、ギルドに預あずけても届けてくれるそうだ。

　それらしい建物を探そうと街を歩き出した時、背後から誰かがオレに抱きついてきた。

「お兄ちゃーん！」

「おっと、ムーか？」

　見ると腰こしに抱きつくムーの姿があった。オレと目が合うとすぐさま隣に移動する。

「私もお兄ちゃんと一緒にいくー！」

　そう言ってムーがオレの手を握ると、反対の手も誰かに握られた。

「すぃ～！」

「あ、スィ様」

　オレが名前を呼ぶよりも早く、ムーがその名を口にする。

　見るとスィも「自分もー！」という感じでオレに引っ付いてきて、思わずその姿に微笑ほほえみを浮かべる。

「分かった。じゃあ、二人共一緒に行くか」

「うん！」

「すぃ～！」

　まるで保護者な気持ちを覚えつつも、こっちの世界に来てから本当に家族が増えた気分だ。

　地球にいた頃は一人っ子だったために、小さい頃は兄妹きようだいの存在に憧あこがれたこともあった。こうした時と世界を隔へだてて、小さな妹と子供のような存在が出来るのは悪くない。

　そんなことを思いながら帽ぼう子し越しにムーの頭を撫なでた瞬間、

「うひゃあ！」

　そんな思わぬ反応が返ってきてしまい、驚いてしまう。

「ご、ごめん。ムー。頭撫でられるの嫌だったか？」

　慌あわてて手を引っ込め謝るが、ムーは首をブンブンと横に振って、なぜか頰ほおを赤く染めていた。

「……お、お兄ちゃん。今のもう一回やって」

　上目遣いに瞳ひとみをウルウルさせて、そう懇願されたため、今度はなるべく優しく撫でようと頭に手を置く。

　するとその瞬間、ムーは体を大きくビクリと震ふるわせるが、オレが頭を撫で始めると途と端たんに顔を真まっ赤かにし、まるで体を預けるように力を抜き始める。

「ふにゃあ～……」

　文字通り犬猫のように頭を撫でられ、恍こう惚こつとしているムーの表情があまりに可か愛わいらしく、執しつ拗ように撫でてしまう。

　完全に弛し緩かんしきったその表情に思わず、顎あごの下まで撫で始めると、

「うにゃああああ！」

「あ、ご、ごめん、ムー！」

　今度は猫のような叫さけび声を上げて飛び上がる、がその直後、再び首を横にブンブンと振った。

「ち、違うの！　い、嫌じゃない、嫌じゃないの！」

　と必死に力説する。

「その、私今までは魔物の姿でお兄ちゃんや色んな人に頭や体とか撫でられていたんだけど……その時も気持ちよかったんだけど、この姿になってから同じように撫でられると感触が何倍も膨ふくらんで、すごい敏感になって、気持ちよくって……だから、その……」

　顔を赤くしたままモジモジと恥はずかしがるムー。

　そうか。ムーは今まではあの巨大なシャチの姿だったけれど、今は人間になったことで感覚器官が別物になっているのか。

　恐らくは色んなことをより深く感じられるように、感覚が鋭えい敏びん化かされているのだろう。

　これは魔物から人への姿に変化出来るムーだけが持つ感覚のため、最初から人型の状態であるスィには分からないものなのだろう。

　事実、ムーの大げさとも言えるリアクションに対し、先程から「すぃ～？」と小首をかしげていた。

　とにもかくにも、そのように撫でられることに快感を覚え始めたムーだったが、次なるセリフには思わず咽むせた。

「ね、ねえ……お兄ちゃん……」

「ん、なんだ？　ムー」

「そ、その、次は……お腹なか……撫でて」

「ぶっ！」

　というか噴き出した。

　気づくと、ムーがその場で服をめくりお腹を出し始めた。

「ってちょっと待てー!!」

　いくら周りに人が少ないからとはいえ、ここは街の通り道。オレは慌ててムーの手を引いて路地裏へと移動する。

「ムー。いくらなんでも女の子が人目のあるところで脱ぬぎ始めたらダメだよ！」

　世間一般の常識を教え込むオレであったが、それでもなおオレの手を取って懇願を続けるムー。

「お、お願い、お兄ちゃん。ちょっと撫でてくれたら、それで我が慢まんするから……」

　そう言って再び瞳をウルウルさせるムー。

　うーん、何やら撫でたことでムーの思わぬ快感の扉を開いてしまったようだ。

　魔物の姿ならそれほど抵抗はないのだが、さすがに今の目の前の姿だとちょっと……。

「なあ、ムー。さすがに街中では……」

　と説明しようとした瞬間、目に涙を浮かべ始める。

「うっ、ううっ」

　今にも泣きそうな目で見られ、なんか罪悪感が募つのっていく……！

　仕方ない。手早く済ませようと、オレはムーのお腹に手を当てる。

「ちょっとだけだぞ？　これ撫でたら、早く手紙を届けないといけないからな」

「うん！」

　元気よく頷くムー。その表情は一転して期待と高こう揚ように満ちていた。

　ふと育て方を誤あやまっていないかと心配になるが、こうなっては仕方がないと、自分に言い聞かせ、そのままお腹を優しく撫でる。

「ふ、うっ……！　にゅううぅ……！」

　それは先程までの反応と少し異なり、ムーは唇くちびるで指先を嚙かみながら必死に押し寄せる快感に耐たえているようであった。

　例えるなら犬猫が仰向けになって、お腹を撫でてとアピールして、それを撫でてもらって恍こう惚こつに悶もだえる姿そのまんまだ。

　そういえば、シャチとかもお腹を撫でると喜びそうなイメージがある。

　それに関係しているのかどうか分からないが、今までの中で一番と言っていいほどムーの反応は凄すさまじく、顔を真っ赤にして吐息も荒くなっている。

「ううぅ……お兄、ちゃん……」

　時折、唇から漏れるその声にこちらまでドキリとしてしまう。というか、こんな状況を他人に見られたら完全にアウトな気がするぞ。

　人通りの少ない路地に幼い少女を連れ込んで、服をめくらせ、そのお腹を撫でてるなんて冷静に考えれば、これって事案……。

「何してるの？」

「どわああああああ!!」

　背後から聞こえたその声に思わずオレは絶叫して飛び上がる。

　振り向くとそこには、ルビィという名のあの少女が、不思議そうに小首をかしげて立っていた。

「い、いや、その、特に何もしては……」

「……それは？」

　ルビィが指さした先には荒い息を吐きながら、顔を真っ赤に恍惚とした表情で座り込んでいるムーの姿が。

「……事案？」

「ち、違う!!」

　そこはハッキリと否定しておく。そういうやましい気持ちは一切ないから！　本当に！

　そんなオレの断言に納得してくれたのか、ルビィは「……そう」と一言だけ頷く。

　本当に分かってくれたのだろうか？　この子は表情が全く変わらないので何を考えているのかまるで読めない。

「……どこか行くの？」

　ふとオレ達の行き先が気になったのかルビィがそんなことを聞いてくる。

「ああ、ちょっと手紙を出そうと思って」

「すぃ～！」

　そう言ってオレが見せた手紙に対し、再び「……そう」とだけ返すルビィ。うん、会話が成り立たない。

　とか思っていると恍惚状態からムーが復活し、オレはそのままムーとスィを連れて、再び街の大陸便局を目指すことにした。

　なのだが。

「あの、なんでついてきてるんですか？」

　気づくとオレ達の後ろをルビィがついて来ていた。

　あまりにも普通についてくるものだから、突つっ込むべきか悩んだが、あえて突っ込んだ。

　すると、ルビィはしばらく悩む素そ振ぶりを見せた後、答える。

「……アンスールからあなたのご機嫌を取っておけって言われたから」

「ご機嫌？　なんでオレの？」

「その方がこっちの仲間になりやすいとかなんとか」

　ああ、なるほど……。というか、それオレに言っちゃダメなやつじゃね……？

　ますますこの子のことが分からなくなりつつも、本人はキョトンとした表情をしている。

　その後、しばらくは両腕にスィとムーがくっつき、その背後にはルビィがついてくるというシュールな光景が続いた。が、ふとオレに絡みつくスィとムーを見ながらルビィが問いかける。

「……ねぇ、あなたにとってその二人って何？」

「え？」

　あまりに突然な質問に、僅かに驚くが、オレはすぐさま答えを返す。

「家族だよ。スィもムーもオレの大事な」

「すぃ～！」

「うん！　ムー、お兄ちゃんの妹だよー！」

　オレの答えに二人はすぐさま頷くように答えるが、それを聞いたルビィが一瞬、驚いたような反応をしたのを感じた。

「……そう」

　僅かな沈黙。やがて彼女はオレにしか聞こえない小さな呟きを吐く。

「……羨うらやましいね、あなた達は」

　それはこれまでとは異なる確かな感情がこもった呟きであり、その声に惹ひかれたオレは彼女を振りかえるが、そこにはすでにルビィの姿はなかった。そして、この時からオレは彼女の存在に引っ掛かりを覚えるようになっていった。





◇　◇　◇






「……こんにちは」

「きゅい～！」

「あら、イースさん。ちょうど良かったですわ。あなたに手紙が届きましたの」

「……私に？」

　その日、いつものようにキョウの家を訪れたイースは、留守番を任されていたフィティスとモチの歓迎を受けた後、差し出された手紙を受け取る。

　それはキョウがイースに宛あてた手紙だった。それをすぐさま開いたイースはそこに書かれた予想外の出来事に顔色を変える。

「！　……噓うそ」

　一言。だが、その時の彼女が浮かべた表情はこれまでにないほど驚愕に満みちたものであり、彼女を知る者からすればその表情の変化に驚くことだろう。事実、フィティスはイースのそんな表情を初めて見た。

「どうしたのですか、イースさん。一体その手紙に何が？」

「きゅい～？」

　思わず身を乗り出して問いかけるフィティスとモチであったが、イースは手紙をそのままポケットに入れると、窓の外にいる友達のドリアードを見る。

　そこでは庭の一角でスクスクと育ったドリアードが今日も気持ちよさそうに眠っていた。

　あれからドリアードも大きく成長し、以前の外見に近づき、今では完全に自じ生せいしている状態であった。

　イースはそんなドリアードをしばし見つめた後、フィティス達の方へ振り向き、頭を下げる。

「……フィティスさん……お願いが、あります……」

「え？」

　急なイースの態度に驚くフィティスであったが、次に告げられたセリフは更に驚くべきものであった。

「……私が、ここにいない間……ドリちゃんの事……お願い……しても、いいですか……」

「ドリちゃんを？　え、ええ、それは構いませんが、いない間って……イースさん、どこかへ行くのですか？」

　問いかけるフィティスに対し、イースは顔を上げ、正面から答える。

「……はい。私、行かなきゃ、いけないんです……」

　イースは僅かに躊躇ためらいながらも、その理由を口にした。

「兄が──私の兄が、生きていたんです……」

　それはイースにとって、ありえないはずの肉親との再会。その確かな手がかりであった。





◇　◇　◇






「今日、ようやくアンスールさんに返答出来るのか……」

　あれから数日。なんだかんだで答えを返せないまま、オレ達は街に滞たい在ざいしていた。

　何度かアンスールさんと会おうとしたのだが、やはりレジスタンスのリーダーということで色々と忙しいらしく、会う機会が全く取れなかったのだ。

　ようやく向こうから、今晩答えを聞かせて欲しいと言こと伝づてを聞かされたので、オレは仲間達に荷物の準備をさせて夜が訪れるのを待っていた。

　すでに答えは決まっていた。レジスタンスの人達に力を貸したい気持ちはある。だが、それでもオレは自分が栽培した魔物達を戦いの道具には使いたくなかった。

　協力するにしても、それはオレ達個人の力で彼らに協力したいと思う。

　暴君勇者とも直接争うのではなく、別のやり方や話し合いなどで和解を出来ないか、その道を模索したい。

　それが数日間考えて出したオレの結論であった。

「まっ、いいんじゃないの。アタシはアンタのやり方についていくまでよ」

「兄ちゃんらしくていいんじゃないのか。それに戦力ならオレ達でも十分だしよ」

「です！　私もご主人様について行きます」

「いざとなったらムーが大きくなってお城にドーンってぶつかって、あの人のところに会いにいくよ！」

「ぴぃ～！」

「すぃ～！」

「皆、ありがとう」

　リリィ達それぞれが、オレの出した結論に従うと表明してくれて、思わず嬉うれしくなる。

　たださすがにムーの提案をやっちゃうと暴君勇者もマジギレしそうなので、最後の手段に取っておこう。

　そんなことを思いながら、皆で日が暮れるのを待っていた時、不意にオレ達のいる空家の扉が乱暴に開かれた。

「た、大変です！　キョウさん！」

「あなたは……！」

　それは露店で出会ったあの男性であり、レジスタンスのメンバーさん。

　この人は、何かと良くしてくれて、レジスタンスでは一番見知った顔であった。

　その彼が今までにないほど慌てた、怯おびえた表情をして、その言葉を告つげる。

「暴君の……暴君の軍勢がこの街に押し寄せてきました！」

「なっ!?」




　外に出ると、そこはすでに軽いパニック状態であった。

　道行く人々は慌てた様子で自らの家に避ひ難なんを始め、レジスタンスのメンバーと思わしき人物達はそれぞれ武器を手に街の門へと向かっていた。

「これは……」

　そんな混乱の中、オレはどうするべきか迷っていた。

　暴君の軍勢が来たということは、考えられる目的は二つ。

　一つはレジスタンスがこの街にいることを知って、それを潰つぶすため。

　もう一つは、オレ達がこの街に潜んでいるのを知って、それをあぶり出すため。あるいはその両方という可能性もある。

　いずれにしても、ここにいる以上、無関係で通すことは出来ない。

　少なくともここにいる街の人達に危害を与えないためにも、オレ達で出来ることをしなければならない。そう思った矢先──

「キョウさん。こちらにいらしたのですか」

「アンスールさん！」

　それは数日前に教会で会って以来、ご無ぶ沙さ汰ただったアンスールさんの姿であった。

　その隣にはルビィの姿もある。

「事情はすでに聞いていますね？　すでにこの街は暴君の軍勢に包囲されております」

「……みたいですね」

　アンスールさんのその言葉にオレは改めてこの街の危機的状況を悟さとり、冷や汗を流す。

「ひとまず、街の人達の避難を優先したいと思います。この日に備えて教会の地下に外へと繫がる脱出口を用意しておきました。そこから脱出をさせる作戦ですが、その間に街の入口から兵が入らぬように、戦力のある者達で押しとどめて欲しいのですが……」

　そう言ってアンスールさんはオレの隣にいるリリィやジャック達に目線を送る。

　確かに、この中で一番戦力となるのはリリィやジャック達をおいて他にはいないだろう。

　レジスタンスメンバーと言っても、ほとんどが街の人達。彼らがそれほどの戦力を持っているとは考えられない、ならば──

「リリィ、ジャック、バーン。頼めるか？」

「勿もち論ろんよ」

「任せておきなって、兄ちゃん」

「ぴぃ～！」

　オレからの頼みに対し、三人は即座に答えてくれる。

　それを見て、アンスールさんも感謝をするように頭を下げる。

「では、安全確保のためにまずは私とキョウさんで教会の地下から脱出します。万一、脱出口に暴君の兵がいても制圧できるよう、こちらのルビィも同行させます」

　アンスールのその言葉に頷くルビィ。そこでオレはもうひとつの脱出の道を思いつく。

「そうだ。こちらのムーなんですけど、実はこの子も魔物で、空を飛べる巨大なシャチになれます。この子の背に街の人達を乗せれば、先に何人か逃せるかと思うのですが」

「なんと、そのようなことが可能なのですか……！」

　オレのその言葉に僅かに驚くアンスールさんだったが、すぐさま「いい考えですね」と頷くと、避難のために集まっていた人達をこちらに呼び寄せる。

「では、こちらの街の人達をお願いできますか？」

　それは女子供の集団であり、明らかに戦えないメンバーであった。

　オレはすぐさま頷くと同時にムーに元の姿に戻るようお願いし、それに同意したムーが元の巨大なシャチの姿へと変へん貌ぼうしていく。

『きゅい～！』

　見た目通りイルカやシャチのような鳴き声を上げるムー。

　そんなムーの姿に驚く街の人達だったが、オレはすぐさま街の人達にムーの背中に乗るよう指示をし、限界近くまで人が乗るのを確認するとムーに飛行するよう指示を出す。

「場所はここから西の街。そこで合流致しましょう。幸い、そこにもレジスタンスのメンバーが僅かですが存在します」

「分かった。じゃあ、ムー。そこまでその人達を頼むな！」

『きゅい～！』

　オレからの指示に素直に従い、飛び去っていくムー。

　同時にリリィ達も門の方から押し寄せようとしてきた兵士達に対し、すぐさま駆け出す。

「では、我々も急ぎましょう」

「はい、そうですね」

　そうして残ったオレとスィ、ドラちゃんはアンスールとルビィに導かれるように教会へと走り、そこにあった隠し通路を辿たどり、地下への脱出口を歩き出す。

「……キョウさん。このような時に聞くのもなんですが、先日の協力要請に関する答えを聞かせてもらってもいいですか」

「あ、はい。そのことですね……」

　それは狭せまい地下通路を歩いていた時、不意にアンスールさんから問いかけられた。

　前を歩くアンスールさんの背中を見ながら、オレは自分の中にある答えを口にする。

「……すみません。やっぱりオレ、アンスールさんの言う魔物を栽培して、それを戦いの道具に使うのは出来ません……」

「……そうですか」

　そこから返ってきたのは何の感情も読み取れない無感動な返事。

　だが、オレはすぐさま自分の答えをフォローするように続ける。

「だけど、協力しないってわけじゃありません。今のオレ達で出来ることがあるならします。さっきのように街の人達を逃がすこととか、あとは暴君勇者となんとか話し合えるよう、その場を作れるように協力もします。争いで全てを解決するんじゃなく、それ以外の方法を模索していく形で……！」

「──分かりました」

　やがて、そんなオレの熱意あるいは答えに納得してくれたのか、アンスールさんはいつもの柔らかな口調で答えてくれた。

　オレはなんとか分かってくれたとホッとし、これからの事に考えを向ける。

　まずは、ここを襲撃している暴君の軍勢をどうするべきか。もしも、ここに暴君勇者ザッハークが来てるのだとしたら、直接彼女に会って交渉するチャンスなのかもしれない。

　そんなことを思っている内に通路の先から光が見えてくる。

「……出口です」

　アンスールさんのそのセリフと共にオレ達は通路の先に見えた光を目指し、そこから地上へと出る。

　外へ出るともう夜になっていた。空に輝く月の光がオレ達を照らしている。それが地下に差し込んだ光の正体だったようだ。

　周囲を見み渡わたせばオレ達以外の人の姿はなく、暴君の兵もここには気付かなかったようだ。

　ホッと胸を撫でろした瞬間──

「キョウさん」

　不意に、背中を向けたままアンスールさんはオレへと声をかけてきた。

　だが、その背中から感じられる空気は今まで感じてきた穏おだやかなものではなく、もっと異質な、背筋が凍るような空気であった。

「残念です。ここまでお膳ぜん立だてしたというのに、あなたは我々の力にはなってくれないのですか」

「え？」

　それはこれまでの優しげなアンスールさんからは考えられないほど、冷れい酷こくな声。

　一体何がと問いかける間もなく、アンスールさんは続ける。

「勇者共と話し合う？　奴らと分かり合う道などありませんよ。たとえあってもしたいとは思えません。私にとって連中は滅ぼすべき対象。そのために奴らを滅ぼす戦力、魔物の力が必要だ。私ではその魔物を生み出すことはできない。だが、あなたにはそれが可能だ」

「アンスールさん……何を……？」

　振り向くアンスールさんの表情を見た瞬間、オレは思わず一歩後ろに下がった。

　そこにあったのはオレが知る優しげな表情ではなく、無機質かつ冷酷な表情。物事の全てを見下し、切り捨すてる独裁者の顔であった。

　彼がオレに目を合わせると同時に、その指先から魔術の光が放たれ、脱出した隠し通路の入口を破壊し、完全に閉ざしてしまう。

「なっ!?　アンスールさん、あなた一体何を!?」

「レジスタンスの連中はもう用済みです。元々何の期待もしていませんし、足止めに使えれば十分。それよりも遙はるかに使える道具を私は手にしたのですから」

　言ってアンスールさん……いや、アンスールが纏まとう雰囲気が変貌する。

　それはまさに物語に出てくる〝魔女〟と呼ばれる存在が纏う、邪悪で禍まが々まがしいオーラ。

　そして、彼は右手につけていた手袋を外した。そこにあったのは──手の甲に刻まれた真しん紅くの刻印。

「！　それは!?」

　その刻印を見るのは初めてであった。だが、そこから発せられる禍々しい気配と邪悪な圧力は、それがただの刻印でないことを証明している。

　なによりも、オレの勘かんが正しければ、それは、その刻印は……リリィが『仇かたき』と呼ぶ存在──〝刻印の魔女〟と呼ばれる存在が持つ刻印！

「ルビィ。予定通り、このまま彼を確保する。彼さえいれば、勇者共と戦える戦力はいくらでも栽培することが可能だからな」

「……分かった」

　その瞬間、アンスールの隣にいたルビィにも変化が訪れる。

　いや、それは先ほどのアンスールの変貌とは比べ物にならない。

　アンスールの変化はあくまでも纏った雰囲気や威圧感が変化しただけ。だが、ルビィの変化は文字通り、姿形が大きく変貌してゆくものだった。

　そうだ。もっと早くに気づくべきだった。ＳＳランク魔物は魔王の力を受け継いだ魔物。故ゆえにバハムートであるムーが人型の姿に変化出来たように、他のＳＳランクも同じように人の姿へと変化出来るのではないかと。

　そして、なによりもルビィから感じた違和感。

　その正体が今ハッキリと分かった。

　オレは彼女と一度会っている。

　それは戦いの中。

　彼女が魔物の姿で街を襲っていた時、オレはそれを止めるべく戦った。

　今、オレの目の前で少女ルビィは──炎纏いし不死鳥ベンヌへと姿を変えていた。

『───────!!』

「っ!?」

　それは以前にも聞いた耳をつんざくような音圧。

　ベンヌがあげた咆ほう哮こうは周囲のものを吹き飛ばし、それに巻き込まれるようにスィが転がる。

「すぃー！」

「!?　スィ！」

　手を伸のばしスィを摑つかもうとするが、その手がスィの腕を握ることはなく、オレは自分の体が空中に浮かび上がる感覚を味わう。

　気が付くとオレはアンスールと共に、ベンヌの背中に乗っていた。

「抵抗は無駄です。あなたの体は魔術で拘こう束そくしました。このまま我々と来てもらいます」

「……ッ！」

　アンスールの言う通り、オレは自分の体が全く動かせない事に気づき、地上に転がるスィに向かって叫ぶ。

「スィ───!!」

「……っ、ぱぱー!!」

　地上からこちらを見上げるように叫ぶスィに対し、何もできないオレは歯を食いしばる。

　そのままベンヌが天空高く舞い上がろうとした瞬間──

「──兄さん！」

　それはかつて聞いたことのないほどハッキリとした少女の叫び。

　その少女の姿を目にした瞬間、オレが名前を呼ぶよりも早く、オレの隣にいたアンスールがその子の名を呼んだ。

「……イースか」

　そこにいたのは紛まぎれもない雪の魔女イースちゃんであった。

　彼女は倒れたままのスィを庇かばうように前に出て、こちらを必死に見上げる。

「……ほ、本当に……兄さん、なの……？」

　震えるような声、いや事実、イースちゃんは震えながら声を出していた。

　それは久しぶりの兄妹の再会によるものか。あるいはその雰囲気が彼女の知る兄と違うものであるためか。あるいはベンヌを従え、オレを攫さらおうとしている状況に戸惑っているのか。あるいは、その全てなのか。彼女は震えながら目の前に兄に問いかける。

　だが、その答えが返ってくることはなかった。

　アンスールは地上に残ったイースちゃんとスィをただ一いち瞥べつし、ベンヌを従えたまま、この場より立ち去っていく。

　地上でこちらに向かって何かを叫んでいるスィとイースちゃんの声を置き去りにし、オレはアンスール達に囚とらわれる事となった──。





◇　◇　◇






「思ったよりも兵士が多いわね。そっちはどう、ジャック？」

「こっちはなんとか。今、街の連中も教会の地下から逃げ出してるところらしい。もう少しオレ達がここで踏ん張れば皆逃げ出すことも出来ると……」

「そこまでだ」

　街の入口にて押し寄せる暴君の兵士達を食い止めていたリリィとジャックだが、その二人の前に、兵士の波をかき分けて一人の女性が姿を現す。

　漆しつ黒こくの軍服に身を包み、左目には黒の眼がん帯たい。腰には二本の剣を差した威い厳げんに満ち溢あふれた人物。

　それは紛れもない、暴君勇者ザッハークであった。

「久しぶりね。ここまで追ってくるなんて、アンタも案あん外がいしつこいのね？　それともわざわざこんな街のレジスタンスを潰すのに自ら足を運んでるわけ？　だとしたらアンタも相当暇ひまな勇者ね」

「…………」

　リリィの挑発に対し、ザッハークは眉まゆ一つ動かすことなく、その視線だけを動かす。

　やがて周囲にリリィ達とレジスタンスのメンバーしかいないことを確認すると、

「奴はどこにいる？」

「奴？　キョウのこと？」

　ザッハークの問いに、咄とつ嗟さにキョウを思い浮かべるリリィだったが、ザッハークはそれをすぐさま否定する。

「違う。奴だ。この街にいる魔女。あいつを出せ」

「魔女……？　アンスールのこと？」

　その名にザッハークはすぐさま殺意を顕あらわにし、続いて彼女がここに来た本当の目的を口にする。

「そうだ。我々は奴を追ってここへ来た。お前らレジスタンスのメンバーなどに用はない。我々が用があるのは六大勇者を影から襲撃する魔物を従えし〝刻印の魔女〟アンスールだけだ」

「!?　刻印の魔女!?　アンスールが!?」

　その衝撃の事実に、思わず剣を降ろし震えるリリィ。

　しかし、それ以外の者達は何の事か分からない様子でうろたえていた。

　ザッハークはそんなリリィとレジスタンス達の様子を見て事態を察したのか、忌いま々いましげに舌打ちをする。

「ふんっ、どうやら貴様らは何も知らされずにあいつに利用されていただけのようだな。まあ、それもそうか。奴は魔物はおろか、時には人間すら、その舌先で扇せん動どうしては操ろうとする。どうせ今もお前達を囮おとりに、自分だけはのうのうと逃げ去ったのだろう。忌々しい奴だ」

　ザッハークが吐き捨てたそのセリフに、しかしレジスタンスのメンバー達は反抗する。

「そ、そんなことはない！　あの人はオレ達レジスタンスを立ち上げてくれた人だ！　今だってオレ達の脱出する道を確保するために動いて……！」

「ならば、その先にでも行ってみろ。どうせ奴はもう姿をくらましている。そもそもこういう場面でリーダーが先陣を切るのではなく、逃げ道の確保に走った時点で、奴はお前らを切り捨てている。それすらも察せられないとは利用されて当然の木で偶く共どもだな」

「……そ、そんな、まさか……」

　ザッハークの言葉にレジスタンスメンバーも思い当たる節があったのか、すぐさま何人かが顔を見合わす。

　困こん惑わくしたその状況のなか、教会の方から来た街の人がある事実を告げる。

「た、大変だー！　教会の地下にあった隠し通路の出口が崩れてる！」

「な、なんだって!?」

「そ、そんな!?　アンスールさん達が先に出口の確保をするって……じゃあ、アンスールさんは!?」

「そ、それがどこにも姿がなく……！　先に隠し通路の方に行ってそれっきりで……！」

　告げられた真実に更なる動どう揺ようが広がり、見る見るうちに戦意をなくしていくレジスタンス。

　ある者は告げられた真実を受け入れられず狼ろう狽ばいし、ある者は持っていた武器を落とし放心し、ある者は悔くやしさのあまり地面に突っ伏し拳こぶしを振るっていた。

　そんな中、彼らレジスタンスのどの反応とも異なる、ただ一人立ち尽くし震える手で武器を握っているリリィだけが、目の前のザッハークを睨にらんでいた。

「これで分かっただろう？　自分達がいかに愚おろかであったか」

　しかし、ザッハークはリリィと他のレジスタンスメンバー達をただ一瞥し、見下すだけ。

　やがて、背後より駆けつけた一人の兵がザッハークに何か耳打ちをする。

「……先ほど、ここから少し離れた平原にて突如、一匹の不死鳥が現れ、遙か北の方に去っていったと報告があった。どうやら、アンスールはその魔物と共に逃げたようだ。お前達のせいで無駄な時間を過ごしたよ」

「待ちなさいよ！」

　そう言って立ち去ろうとするザッハークの背中にリリィが叫ぶ。

　振り向いたザッハークの目に映ったのは、かつてない怒気溢れるリリィの表情であった。

「キョウは……キョウはどうなったの……？」

「キョウ？」

　リリィが告げた名に僅かに眉をひそめるザッハークであったが、すぐにそれが何者か思い出し頷く。

「あの魔物栽培士か。さあな、私が知るわけがないだろう」

「……キョウは、アンスールと一緒に出口から逃げたのよ……。その兵士が何か見たんじゃないの……？」

　問い詰めるリリィに対し、ザッハークの隣にいた兵士が再び何かを囁き、それに頷きザッハークが告げる。

「確かに、不死鳥の背にはアンスールの他にもうひとり誰かが捕まっていたと聞く。恐らくは、その栽培士に間違いないだろう。あの魔女の手に魔物を栽培する栽培士が落ちたとなると厄やつ介かいなことになる」

「……ッ！」

　ザッハークが告げた事実に対し、リリィはこれ以上ないほど唇を嚙み締める。

「……嬢じようちゃん」

　思わず声をかけようとしたジャックであったが、リリィの唇から僅かに血がにじみ出ていたのを見て、伸ばした手を静かに下ろす。

　それは仇であるアンスールの正体に気付けなかった悔しさであろうか、あるいはキョウをみすみす敵の手に渡してしまった自らの軽けい率そつさに怒りを覚えているのか。あるいはその両方か。

　怒りに震えるリリィに対し、背を向けるザッハークであるが、そんな彼女に対しリリィは告げる。

「……待って」

　その言葉にザッハークは立ち止まり、振り向く。

「……あなたはあのアンスールを追うのよね……」

「無論だ。奴を野放しになど出来るか」

「なら、アタシも連れて行って……」

「なに？」

　眉をひそめるザッハークに対し、しかしリリィは頭を下げて頼む。

「……キョウは、あいつにさらわれた。なら、それを取り戻すにはあいつを追うしかない……。けど、アタシ一人じゃそれは出来ない。だから、あなたに協力させて……お願い……」

「…………」

　自らに対し、頭を下げ協力を頼むリリィに対し、ザッハークが何を思ったのか、この時の彼女の心境を知ることは出来ない。

　だが、それに何かを感じ入ったのだろうか、暴君と恐れられる彼女にしてはありえないほど寛かん大だいな返事がかけられる。

「いいだろう」

　そのザッハークの返答に対し、リリィはすぐさま顔を上げた。

「ただし、私の傘さん下かに入るのなら、私の命令には服従してもらうぞ」

「……分かったわ」

　頷くリリィであったが、そこに第三者の表明が続く。

「わ、私も……！　一緒に、お願い……します！」

「イースちゃん……！」

　そこにいたのは雪の魔女イース。珍しく慌てた様子の彼女の隣には今にも泣き出しそうなスィもいた。

　何があったのかと問いかけようとするリリィであったが、二人の様子を見て、その心中を察する。

「お前……魔女か？」

　だが、そんなイースの姿を見て問いを投げたのはザッハークであった。

　それに対し、僅かに躊躇いながらもイースは頷く。

「……で、でも……私は、敵、じゃない……私も、あ……アンスールを追いたい……さらわれたキョウさんを、取り戻すために……だから、お願い、します……」

　必死に、何度も途中つっかえながらもイースは自らの意思を懸命に口にし、それを見たリリィも援護とばかりに続ける。

「アタシからもお願い。この子は魔女だけど、人に害を為なすような子じゃないわ。それはアタシが保証する」

「リリィ、さん……」

　自分を庇うように前に出るリリィを見つめるイース。

　そんな二人をザッハークはどこか哀愁漂ただよう視線で見つめ、やがて視線を逸らすと呟いた。

「好きにしろ。ただし我々の邪魔となれば即座にお前達を切り捨てる」

　そう言って兵を纏め、ザッハークは帰還の準備を始める。

　リリィ達もそれに遅れまいと後を追おうとするが、そんなザッハークの前に一人の青年が立ちはだかった。

「待てよ！」

　それはザッハークに取って初めて見る顔であったが、リリィ達はその青年の顔をよく知っていた。

　レジスタンスのメンバーにして、露店でキョウに声をかけた人物。

　彼は泥まみれの体のまま、それでもその目に宿った炎を絶たやすことなくザッハークに問い詰める。

「アンタはさっき、オレ達を都合のいい道具と言ったな。……ああ、確かにオレ達は利用されてたよ。けどな、なんでオレ達が利用されたのか、その理由がアンタには分からないのか」

「…………」

　震える青年の問いかけにザッハークは答えない。

　青年がザッハークに近寄ろうとした瞬間、周りに居た兵士がそれを遮ろうとするも、ザッハーク自らそれを制止し、青年の歩みを続けさせる。

「アンタが、アンタのやっている行いでオレ達民衆が苦しんでるからだよ！　アンタが魔物を狩るのはいいさ。けどな、この大陸から魔物を根絶すればオレ達民衆は生きていけないんだよ！」

　ザッハークの目の前まで来た青年は必死にそう訴えかける。

　そんな青年の言葉をザッハークはただ沈黙したまま静かに受け入れていた。

「頼むよ……以前のアンタはそうじゃなかっただろう……頼むから、あの頃のアンタに戻って、くれよ……」

　あの頃？　そう呟いた青年の言葉にリリィは僅かな引っ掛かりを覚える。

　しかし、ザッハークはそんな青年のすがるような姿に対し、ただ一瞥した後「……引き上げるぞ」とだけ告げた。

　街を包囲していた軍を集結させ、そのまま帰路への準備に入るザッハーク軍であったが、リリィは去り際にザッハークが呟いた言葉を聞いていた。

「……何も知らない奴らが勝手なことを言う。奴ら魔物は全て滅ぼさなければならない……そうだ、奴らと人の間に分かり合う余よ地ちなどあるものか……ッ」

　そう呟いたザッハークの横顔は怒り、憎しみ、殺意、あらゆる負の感情が混ざった顔をしていたが、その中に僅かな悲しみの感情が混じっていたのをリリィは何な故ぜか感じられた。















　あれから、どれくらいの時間が過すぎたのかは分からない。

　だが、気づけば夜だった空に僅わずかな光が差し、朝日が昇ろうとしていた。

　オレとアンスールを乗せたベンヌが、突如急降下したかと思うと、無数にそそり立つ岩山の一つへと向かう。

　高層ビルよりも遙はるかに高さがありそうな岩山の中央はぽっかりと穴になっていた。四方すべてが岩壁に囲まれた穴の中へとベンヌが降りていく。

　穴の中に着地すると同時にベンヌはオレとアンスールを降ろし、少女ルビィの姿へと戻っていく。

「……んっ」

　が、戻るとルビィは全裸だった。平然とオレの前で裸はだかを晒さらすその姿に逆にこっちが慌あわてる。

「わー！　わー！　ちょ、何やってんですか、ルビィさん！　服、早く服着てください！　服ー！」

　服服と騒さわぐオレを見て、ルビィは相変わらず何の事かサッパリ分からないという風に小首を傾かしげる。それを見ていたアンスールが僅かに咳せき払ばらいをし、用意していた服をルビィに手て渡わたした。

　ルビィは終始無表情のまま着替えていたが、心なしかその動作に面倒くさいという感情が乗っているように見えた。

　前と同じ露出の高い服を着ていたが、以前お腹なかにあった包帯は巻いておらず、その場所にはアンスールの手の甲に刻まれているのと同じ真しん紅くの刻印がハッキリと浮うき彫ぼりになっていた。

「さて──」

　ルビィが服を着終わると同時にアンスールがオレへと振り向く。

「君には私のために働いてもらおう」

　座り込こんだまま、地面の土を必死に摑つかむオレであったが、この場所において目の前のこいつらに逆らう術すべは持っていない。知らずオレは自分が震ふるえていたことに気づいた。

　胸ポケットの中に隠れたままのドラちゃんも、いつかの帝王様に会った時以上に震えていた。

　そんなこちらの不安や焦しよう燥そうを知ってか知らでか、アンスールは呟つぶやいた。

「かの国を滅ほろぼすためにも君の力は必要不可欠。ゆえに、この場所で魔物を──栽さい培ばいしてもらおう」

　魔物を栽培。

　それはこの世界に来てからオレが何度もやってきた行為。

　初めは生きるため、食料を得るため、やがてそれがリリィやミナちゃん、街の人達のためになり、皆に喜んでもらい、あるいは誰だれかの助けとなるために栽培をし続けてきた。

　場所や方法が違っていも、その根こん幹かんにあった誰かのためという栽培の目的は変わらなかった。

　バハムートを育てた時にしても、それは帝国にいる皆を守るための栽培であった。

　だが、今回のこいつが命じる栽培は違った。

　ただ相手と戦うため。自分の敵を滅ぼすため。その道具のためだけにオレに魔物を栽培しろと言っていた。

「……断る。言ったはずだ、オレはそんな戦いの道具のためだけに魔物は栽培しないって」

　震える体を抑えながらもオレは必死にそう口にする。

　だが、そんなオレの抗あらがいすら意に介かいさないといった様子でアンスールは鼻で笑う。

「この状況下で君に選択権などないのだがね。断るというのなら殺すまでだ。無論、その胸の中にいる魔物も」

「っ!?」

　アンスールの冷れい酷こくな一言にオレは冷や汗を流すしかなかった。

　こいつはオレの胸にドラちゃんが隠れているのを知って、わざと一緒に連れ去ったのだ。

　オレの命だけでなく、ドラちゃんの命すら道具のように利用する。

　確かにアンスールの言う通り、こうなった以上オレに選択権はなかった。

「ご主人様……」

「……大丈夫だって。気にするなよ、ドラちゃん。すぐに皆が助けに来る」

　そうドラちゃんにだけ聞こえるように小さな声で呟く。

　そうだ。まだ諦あきらめるのは早い。あの場にはスィとイースちゃんがいた。ならば、オレが攫さらわれたことはリリィ達には伝わっているはず。

　あいつらなら、きっと何とかしてくれる。

　オレ達がいるこの場所を突つき止めて、必ず助けに来てくれる。

　そう確信できるほど、オレはあいつらを信用していた。

　ならば、まずはオレやドラちゃんが生き延びる道を模も索さくすること。

　幸い、アンスールはオレに魔物を栽培させたいのだ。それならば、栽培をしている間は殺されることはまず、ないはず。

　不本意ではあるが、ここは奴の言うことに従い、助けが来るのを待つしかない。

　そう考えを纏まとめて、オレは静かに立ち上がる。

「……分かった。言う通りにすればオレやドラちゃんには手を出さないんだな」

「約束しよう。君が利用できる内は手を出さないと」

　そう言って微笑ほほえむアンスールだが、その笑みは、もはやかつての温和なものではなく、獲物を捕らえた蛇へびのような冷酷な笑みであった。

　その笑みに対し顔を背そむけるオレであったが、すぐさまアンスールは懐ふところから何かを取り出し、それを地面に放る。

「？　これは？」

　それは黒い岩石のような塊かたまりのほか、ビー玉のようなカラフルな玉や、胡桃くるみのような石など様々なものがあった。

「魔物の種だ」

　なるほど。恐らくは動物型の種なのだろう。動物型魔物は体内で宝石や鉱石のような形の種を作る。しかし、一体何の魔物かと問いかけると。

「オーガとアルミラージの種だ。どちらもこの大陸に存在する魔物だが、手始めにその二種類の魔物を栽培し、戦力を増やしてもらおう」

　オーガとアルミラージ。オーガについては様々なファンタジー小説やゲームなどに登場するため、よく知っていた。

　いわゆる鬼の姿をした魔物。どの作品でも強力な、そして凶暴な魔物として登場する。

　確かにアンスールが望む魔物の戦力としては十分な候補であった。

　一方のアルミラージに関しては、前にどこかで聞いたような気はするのだが、それがどんな魔物であったか思い出せなかった。

　そんな事を思いながら地面に落ちた種を回収していると、ひとつだけ他とは異質な種を見つける。

　それは先程ちらりと見た胡桃のような石。

　それだけが他と比べ大きさも魔力も違った。

「……この種は？」

　問いかけるオレにアンスールは返す。

「ヒュドラの種だ」

　ヒュドラ。オレのようにファンタジー好きな者でなくとも、知っている人も多いかもしれない。

　それはギリシャ神話に登場する九つの頭を持つ竜。英雄ヘラクレスに退治されるが、そのヘラクレスを最終的に殺したのもこのヒュドラが持つ毒であったとされる。いわば、それほど危険な怪物だ。きっとこの世界でもヒュドラはそれ相当の魔物のはず。

　そんなオレの考えを読み取ったのかアンスールが答える。

「ヒュドラのランクはＳ。その中でも別格の魔物。それが無事に栽培出来ればこの国を落とす戦力も揃そろう。とはいえ、ヒュドラクラスの栽培ともなれば時間がかかろう。それまでに、先ほどの二種の魔物を生み出してもらうぞ」

　そうオレに命令した後、アンスールは隣となりに立つルビィに声をかける。

「この者の監視を任せる。魔物を栽培するよう指示をせよ。もし逃げようとしたら殺しても構わん」

「……分かった」

　アンスールの物騒な命令に対し、しかしルビィは相変わらず無表情のまま頷うなずく。

　やがてアンスールの周囲に魔力の渦うずが現れ、彼はその渦と共にこの場から姿を消した。

　オレは両手に抱えた種を見つめながら、これからどうするかと考え込む。

　そんなオレを離れた位置からじーっと観察するルビィ。

　な、なんだろう。早く栽培しないとマズイかな、とか思っていると、こちらの心情を読み取ったのか。

「……早く栽培しないと……こ、殺すぞ」

　と、無表情にこちらを急せかしてきた。

　う、うん。途中つっかえていたが、殺されるのは勘かん弁べんなので、オレは早速、土の状態を確認する。

　土を手に摑つかみ、その感触を確かめるが、思ったよりもザラザラしておらず、ほどよく柔やわらかい感触がした。

　少なくとも以前の砂漠大陸のネツァクに比べれば、遙かにまともな土と言える。

　それになにより、アンスールから渡された種はこの大陸の魔物の物だと言っていた。

　言い換えればそれは、この大陸にあった魔物の種ということであり、砂漠の時のようにあれやこれや工夫する必要はなく、魔物栽培スキルを持つオレが植えればそれで確実に育つのだ。

　そう思いながらも、最低限耕たがやしてから植えたほうがいいだろうと、律儀な事を考えたオレは、しばらく悩んだ後、ルビィへと声をかける。

「……な、なあ、クワかなにか、ないかな？」

「……クワ？」

　オレの発した単語に小首を傾げるルビィ。

　うん、だよね。知ってた。

「えーと、こう、土を耕す武器っていうか、長い棒の先に横型の斧オノみたいな刃がくっついていて……」

　なんとか身振り手振りで教えるものの、ルビィは全く反応する様子をみせない。

　やがてこちらへ近づくとその指先がまるで鳥の爪のような鋭するどい爪つめへと変化する。

「ひっ!?」

　やばい、斬きり殺される!?　と恐怖した瞬間、ルビィはその場で地面を両手で無む造ぞう作さにかき混ぜ、次々と周囲の土を盛り返し、ほぐしていく。

　そして、あたり一面の土を素手で耕すとオレの前に来て呟く。

「これでいい？」

「あ、ああ。うん、十分だよ。ありがとう、ルビィ」

　終始変わらずそっけない態度のままであったが、心なしかその表情は褒ほめてとばかりにドヤ顔をしているようにも見えたので、オレは思わずルビィに感謝する。

「……ん」

　すると、ルビィの唇くちびるが僅かに微笑んだように見えた。

　見間違いかともう一度見るが、表情は消えてしまっていた。

　思い過ごしだったのだろうと、その時の俺は気にすることをしなかった。

「さて──それじゃあ、始めますか」

　折せつ角かくルビィが耕してくれたのだから、これを使わないわけにはいかない。

　こうしてオレは望んでもいない栽培をするために、ルビィという少女と二十四時間同じ空間で過ごすこととなった。
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　一日目は何事もなく無事に済すんだ。

　途中、オレの食事と水の調達のためにルビィがベンヌの姿となり食料の調達に行ってくれたが、戻った時に全裸で食料を差し出してきて、ちょっとした騒ぎになった。

　そうして次の日、オレが種を植えた場所から小さい芽めがたくさん出ていた。

　それを見たルビィは興味津々で、芽の前で体育座りをしてずっと観察をしていた。

「……すごい」

　時折、そんなことを呟き、水みず遣やりや畑いじりをするオレの姿をジッと見る。

　うーん。不思議な子ではあるが、何な故ぜだか悪い感じはしなかった。

　あのアンスールと違って、ルビィはどちらかというと純粋なイメージしか感じられない。多少、天然な部分もありはするが。

　ともかく、あのネツァク帝国を滅ぼそうと襲いかかっていたベンヌと同一人物だなんて、とても思えない。

　あの時のベンヌはまさに文字通り、国一つを滅ぼすために生きる破壊の化身であった。

　だが、目の前の少女からはそんな邪悪な気配など微み塵じんも感じられない。

　そもそもなぜルビィがアンスールに従っているのか、それすらも違和感を感じずにいられなかった。

「あ、あのさ……」

「……？」

　そう思ったオレは彼女と交流を深めようと思い、他愛のない会話をすることにした。

「その、アルミラージってどんな魔物なのかな？」

「……知らないの？」

「聞いたことはあるんだけど、どんなのかよく覚えてなくってさ。それで、よかったら教えてもらえないかなーっと」

　ぎこちない笑みを浮かべるオレに対し、ルビィは無表情のまま答える。

「……可か愛わいい」

「え？」

「可愛い、魔物……」

　…………。

　ん!?　それだけ!?

　思わず素で突っ込む。もう少し具体的にどういう魔物か説明してもらえないかなーと頼むと。

「……うさぎの魔物。頭に角つのがある」

　と答えてくれた。

　頭に角があるうさぎの魔物。ああ、なるほど。なんとなく思い出してきた。

　確かに、そういう魔物を本やゲームで見たことがある。そうか、うさぎの魔物か。しかし、意外だ。アンスールはもっと戦力になる魔物をオレに栽培させるかと思ったら、そんな可愛らしい魔物を栽培させるなんて、と疑問を口にすると。

「……アルミラージ、すごく凶暴」

　と再びルビィが答えてくれた。

　え、マジで？　うさぎの魔物が、そんなに危険なの？　と尋たずねると、

「……危険度Ｄ。コカトリスと同じくらい凶暴」

　と答えた。

　危険度Ｄ。確かにそれは思った以上のランクであり、初心者冒険者では危険な魔物を意味する。

　しかし、まさかうさぎの魔物がそんなに危険だったとは……。

　イマイチその危うさがイメージ出来ずにいたオレに対し、再びルビィが答える。

「アルミラージの角、樹きくらいなら軽くへし折る」

　マジで？　そう言われてうさぎ魔物の凶暴さをようやく理解するオレ。

　なんかとんでもない魔物を栽培しているみたいだけど本当に大丈夫なんだろうか……。そんな不安になるオレを見つめながらルビィが囁ささやく。

「……でもアルミラージ、可愛い」

　気のせいか、その瞳ひとみは何かを期待するようにキラキラと輝いていた。

　う、うん。ひょっとしなくても、ルビィさん、その魔物のこと気に入ってたりするのかな？

　そんな彼女の事をちょっと知れた二日目だった。
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　それから数日、オレとドラちゃん、そしてルビィの三人による奇き妙みような共同生活が続いた。

　朝昼晩と、それぞれの食事は、ルビィが外から持ってきた食材を料理して食べる。

　料理といっても肉とかをルビィが口から出す炎で炙あぶったりとか、そんなもの。他にも魔物の果実とかでも結構お腹いっぱいになる。

　寝る時もルビィが外から持ち込んでくれた毛もう布ふや寝袋などのおかげで、それほど苦労はしなかった。

　初日もそうだったが、意外とルビィはこちらに協力的というか、好意的な印象を覚える。

　滅めつ多たに話すことはなく、口を開いても一言、二言なのだが、こちらが何かを頼むと黙ってそれを持ってきたり、協力してくれた。

　意外だったのは、あれからアンスールが姿を現さないこと。一度ルビィに尋ねると、アンスールは他にもいくつかの計画を抱えているため、ここだけに集中しているわけにもいかないらしい。

　確かに、あいつの目的が勇者達の抹まつ殺さつなら、他の計画を進めていてもおかしくはないか。

　いずれにしろ、ルビィの協力もあってか、オレが蒔まいた魔物の種は順調に育っていった。

「意外と早く芽が出たな」

　そう呟くオレの目の前には、たくさんの苗が地面から生えていた。デカいのになるとオレの身長くらいのやつもあった。

　これらはオーガとアルミラージの苗である。どちらも動物型の魔物であるため、種から栽培する際さいはまず樹として成長する。

　その後、成長した樹に卵が実り、そこから魔物が生まれてくる。

　動物型の最大の利点は、一度魔物を生む樹が育ってしまえば、定期的に樹が卵を実らせ、魔物を生んでくれる点である。

　それを考えればアンスールが欲しがる数としての戦力ならば、問題なく補充できるのだろう。

　今までは成長した魔物の樹や、魔物そのものを喜びの感情で見ていたオレだが、今回ばかりは素直に喜べそうになかった。

「ご主人様……」

　そんなオレの何とも言えない表情を見て不安を感じたのか、ドラちゃんが胸ポケットから声をかける。

「……大丈夫だよ、ドラちゃん。その内、あいつらが必ず助けに来てくれるだろうし、それまではのんびり栽培を続けるさ」

　幸いというべきか、動物型魔物を育てる際の一番の弊へい害がいが、樹が成長するまでの時間にある。

　一度樹が成熟すればそこから定期的に卵が実るが、そこへ到達するまでが長いのが欠点なのだ。

　植物型魔物の場合は、動物型魔物よりも遙かに早く育ち、成熟する。

　ただし、こちらは植物そのものが魔物のため、一度採とってしまうとそこまで、のものが多い。どちらも一長一短の特徴と言える。

　そんな風に考え込んでいると、オレの肩をチョンチョンと突っつく感触に気づく。振り向くと真まっ赤かな果実を差し出すルビィの姿があった。

「……ん」

「え、これって、もしかしてオレに？」

　問いかけるとルビィは「こくり」と頷く。

「あ、ありがとう。けど、なんでまた？」

「……元気、なかったから」

「え？」

「……あなたが元気ないと魔物栽培がちゃんと出来ない。だから元気出して欲しい」

　それはルビィにとって、アンスールの命令を果たすための行動だったのかもしれない。

　だが、オレはルビィから差し出された果実を嬉うれしく思った。

　少なくとも彼女には他人を思いやる気持ちがある。それを確かめられただけでも十分であった。

「ありがとう」

　オレはルビィから渡された果実を口にして、笑顔を浮かべる。

「……早く樹を育てて、アルミラージ見せてね」

　そう呟くルビィを見ながら、ひょっとしてこの子は単にアルミラージを見たいだけなんじゃ？　という疑問が湧き上がり始めた。
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　一方。この大陸を支配する勇者ザッハークの城に、共に帰還したリリィ達は思わぬ苛いら立だちの中にあった。

「……参まいったわね。予想はしていたけれど、ここまで監視が強いなんて」

「……でも、仕方ない……と思う……」

　ザッハークの城の一室を与えられたリリィ達ではあるが、外には終始見張り役の兵が最低二人以上つき、二十四時間体制で監視されていた。

　城の中や外に出る際もお目付け役の兵士と同行。

　当然ながら、ほぼ自由と呼べるものはなかった。

「まっ、いくらアタシ達が仲間になると言っても、一度ここから逃げたわけだし、しかも知らなかったとは言え暴ぼう君くん……ザッハークの敵であるアンスールと組んでたんだから、簡単には信用しないでしょうね」

　リリィの言うことはもっともであり、協力は受け入れるが全面的な信用はしないというのが現状のザッハークの考えであるようだった。

　そのため、リリィ達は表立ってキョウやアンスール達の居場所を探すことが出来ず、日々ザッハーク軍がアンスール達の居所を探しているのを、ただじっと待つだけの日々を送っていた。

　自分達で行動出来ない分、彼女達が過ごす時間の流れはあまりに遅く、それはまさに監獄同然の時間を過ごしていた。

「ううっ……お兄ちゃん、どこにいるの……」

「すぃ～……」

「ぴぃー……」

　中でも連日、不安と悲しみで涙を流しているのはムーとスィであった。

　街の人を逃がした後、街へ戻ったムーにリリィが事情を説明し、ムーはすぐさま周囲を飛び回ろうとしたが、それをリリィが押しとどめた。

　無闇に探し回ったとしても、それは広大な砂漠から一つの宝石を見つけるようなもの。

　だからこそ、リリィはザッハーク達の力を借りて、キョウ達を探す道を選んだのだが、

「……しくじったかもしれないわね。勇者や軍の力があればキョウ達を早く見つけられると思ったけど……これならアタシ達だけで探したほうが良かったかもしれないわ……」

　何もせずただじっと待つという行為がいかに精神を削けずられるか、リリィは改めて思い知る。

　それならば、たとえ無駄だと分かっていても大陸中のあちらこちらを飛び回り、しらみつぶしに探したほうがまだ可能性があったのではないのか？

　そんな考えがよぎり、更さらなる焦あせりがリリィを蝕むしばむ。

「……ごめん、なさい……これも、私のせい……」

　そんなか細い声に顔を上げると、そこには涙をこらえて謝るイースの姿があった。

「な、なんでアンタが謝ってるの？」

「……だ、だって……わ、私が魔女だから……それで信用されてないから……皆もここに監視されて……そ、それに兄……あ、アンスールのことも……」

　イースにとって今回の件は誰よりもショックであり、同時に抱えきれない気持ちを抑えていた。

　リリィはイースとアンスールがどのような関係にあったのか深くは聞いていない。

　ただ、昔に故郷を追われた時に家族とは生き別れになったと聞いた。

　イースにとってみれば、その時に生き別れた兄との奇跡の再会であったはず。

　なのに、その兄が自分の友人であるキョウを連れ去り、この国に害を為なそうとしている。

　それは二重の意味で信じがたい事実であろう。しかし、彼女はその胸の内を誰に吐と露ろすることなく、これまで抱えていた。

　そして、キョウのために兄であるアンスールを追う決心をしてくれた彼女を思えばこそ、リリィはイースの言葉を静かに受け止め、否定する。

「イース。それは違うわ。あなたは何も悪くない。あれはアンスールという魔女がやった事で、それを肉親であるアンタが背負う必要はない。まして、魔女だからってただそれだけで何かの罰ばつを受けるのも大間違いよ。もし仮にこれがその罰だとするなら、アタシは今すぐあの暴君勇者へ訴えてやるわ」

「……リリィ、さん……」

　リリィのその言葉を聞いて、イースは前とは異ことなる涙を流す。

　かつてリリィと和解した時、イースは彼女が故郷を魔女に滅ぼされたことを聞いていた。

　その時の恐怖、トラウマ、憎しみは未いまだにリリィの中に残っていることを。

　そして、それをやったとされる〝刻印の魔女〟、それが己おのれの兄であったという衝撃の事実。

　それでもリリィは決してイースに対し、殺意を向けることも、憎しみをぶつけることもなかった。

　ただ今までどおり友人としてイースに接してくれている。

　それはどれほどの覚かく悟ご。どれほど己の心と向き合った結果であろうか。

　イースはそんなリリィの心中に思いを馳はせたからこそ、自分に優しく声をかけてくれるリリィに対し、感謝し嬉しさの涙を流していた。

「だが、リリィ嬢。このままここにいても埒らちが明かないのじゃないか？」

「……確かにそろそろ限界ね。もうこれ以上、ここで拘こう束そくされるなら、いっそのことアタシ達だけでキョウを探して──」

「出ていくというのなら好きにしろ。止めはせんぞ」

　その声に振り向くリリィ達。気づくと部屋の扉が開き、そこには暴君勇者ザッハークが立っていた。

「何の用？」

「随ずい分ぶんな対応だな。まあいい。つい先ほど追跡部隊から連絡があった。不死鳥の魔物が遙か北の岩山地帯で目撃されたと。その証言が正しければ連中はそこにいるはずだ」

「!!」

「というわけで我々はこれより北へ進軍を開始する。お前達も同行するのなら戦力として使ってやるが、どうする？」

　ザッハークからもたらされた情報はまさにリリィ達が待ち望んでいたもの。その誘いを断る理由はなかった。

「勿もち論ろん、ついて行くに決まっているわ。アタシ達はそのためにここにいるのだから」

　リリィのその断言に周りの者達も一丸となって頷く。

「そうか、好きにしろ。それと先に言っておくが我々の目的は人類の敵対者である〝刻印の魔女〟アンスールの抹殺だ。奴に従うものは魔物であれ、人間であれ全すべて排除する。それがたとえお前の仲間だろうとな」

「ちょっと待ちなさいよ！　その言い方、まるでキョウがあいつに味方してるって言いたいの!?」

　ザッハークの告げたそのセリフに真っ先に反応したのはリリィであった。

　自らに食ってかかるリリィに対し、ザッハークはさも当然とばかりに告げる。

「私はお前達や帝王の奴ほど、あいつのことを信用していない。もしもあいつが魔女の味方をしているのなら始末すると言っただけだ。まあ、そうでないのなら、お前達で救出するのだな。我々はお前の仲間を救出するのにわざわざ戦力を割いたりはしない」

　それはもし混戦になり、その場にいるキョウが巻き込まれようとも知ったことではないと告げていた。

　ザッハークの発言を冷酷と取るか、慈じ悲ひと取るべきか、いずれにせよリリィ達のやるべきことは決まった。

　ザッハーク軍がアンスール達の根城に総攻撃をかける前に、先にキョウを連れ出すこと。

「上等じゃない。アンタ達にキョウは殺させないわ。相棒を助けるのは相棒パートナーの役割よ」

　その決心を胸に、リリィ達はザッハーク軍と共にアンスールのいる北を目指すべく、準備を開始した──。
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「うん、思ったよりも早かったな」

　あれから約一週間だろうか。

　苗だったものが、すっかり立派な樹となった。あちらこちらにたくさんの樹が並んでいる。

　最初何もない殺風景な地だったのが、今やたくさんの樹が多い茂る森林のようになっていた。

　中でもアルミラージの樹の成長が早く、すでに一本の樹に数個の白い実──卵が実っていた。

「……おおー」

　それをずっと感心した様子でルビィは見ている。

　というよりも途中からオレよりもルビィの方が樹の成長をひたすら観察していた。

　昨日なんか、オレより早く起きて自らあっちこっちの樹に水を撒まいていた。

「……これ、もう生まれる？」

　クイクイとオレの服の裾すそを引っ張って、目の前にあるアルミラージの樹を指差すルビィ。

「ああ、これくらいの大きさになったらあとは卵が勝手に落ちてくる。そしたら、その卵からその魔物が孵かえるから……」

　説明しているその時、目の前の樹に実っていた卵の一つがブルブルと震えだす。

　やがて、振動に耐え切れなくなった枝が卵ごと地面に落ちる。

　その衝撃で卵にヒビが入り、卵の中で震えていた魔物が殻からをこじ開け姿を現した。

「ぷぅ～」

「……わー」

　中から姿を現したのはアルミラージ──全身毛玉のうさぎ。

　だが額ひたいからは小さな角が生えている。しかし、その姿はまるで白玉のようであり、とても愛らしかった。

　その子の姿を見た瞬間、ルビィがこれまでにないほど瞳をキラキラと輝かせた。

「ぷぅ～……ぷぅ！」

　奇妙な鳴き声をあげ、その場をウロウロしていたアルミラージだが、オレを見かけるとすぐさまジャンプをしてオレの腕の中に入ってくる。

「ぷぅ！　ぷぅぷぅ！」

「わっ、ととっ、これって甘えてるのかな？」

　オレの腕の中に収まると同時にそのままフワフワの体をオレに押し付け、オレの顔に一生懸命頰ほおずりをしだす。

　ルビィから聞いた話ではアルミラージはとても凶暴な魔物という話だったが、全然そんな印象が浮かばない。

　というよりも、これは恐らくオレが栽培したことで、その魔物が持っていた凶暴性が消えて、普通の動物のような感じになったからであろう。

　前にも何度かこういうことがあり、その事は女神であるモーちゃんからも説明されていた。

「ぷぅぷぅ～！」

　すっかりオレの事を育てた親だと認識してくれたのか、甘えてくるアルミラージ。

　そんなオレとアルミラージのイチャつきをルビィが物欲しそうな顔でじーっと見つめていた。

「……じーっ」

　しまいには口にしてこちらを観察するものだから、視線が痛い。

「あ、えーと、ルビィも触ってみる？」

　そう言ってまん丸うさぎのアルミラージを差し出すと、無表情ながらも明らかに頰を赤く染め、キラキラとした瞳で頷く。

　アルミラージを受け取ると、ルビィは固まってしまった。しかし、彼女の腕の中でルビィを見上げながら「ぷぅ～？」と小首を傾げるアルミラージを見て、ギュッと抱きしめる。

「……可愛い」

　そのまま頭を撫なで始めるとアルミラージも気持ちよさそうに顔をとろけさせて、やがてルビィの手をペロペロと舐なめ出していた。

　その光景にルビィは明らかに喜んだ様子で頰を上気させる。いつもは無表情なはずの唇もピクピクと痙けい攣れんしている。

　あれって、もしかして……笑ってるのか？

　思わぬ笑顔（？）を見られたことに、オレは珍しいものを見られたと感心しながらルビィとその腕のアルミラージを眺ながめる。

　やがて満足したのか、ルビィが足元にアルミラージを置くものの、アルミラージはそのままルビィの足にしがみついて離れようとしなかった。

「……え、えっと」

「ぷぅ～！」

　思わぬアルミラージの行動に、混乱するようにあわあわしだすルビィ。

　うん、今日は本当に珍しい光景を何度も見られるな。

「多分だけど、そいつ君のことが気に入ったんじゃないかな？」

「……私が？」

　オレのセリフにルビィの足元でしがみつくアルミラージが「ぷぅ～！」と元気よく答える。

　どうやらその通りらしい。

　それに対し、ルビィはどうすればいいのかといった様子で困っていた。

　そんな彼女を微笑ましく見ながら、オレは提案する。

「その子、ルビィが育てるとかどうかな？　その子もルビィと一緒にいたいみたいだし」

「……わ、私が？」

　オレからの思わぬ提案に慌てるルビィだったが、足元のアルミラージは賛成というように「ぷぅ～！」と嬉しそうに鳴いた後、そのままルビィの肩にジャンプして彼女のほっぺに頰ずりをする。

「……分かった」

　しばし悩んだ後ルビィはそう頷いた。

　アルミラージが嬉しそうに鳴き声を上げて、ルビィはそんなアルミラージの頭を優しく撫でる。

　うんうん、やっぱり育てた魔物がこうして誰かと仲良くなる姿は見ていて嬉しくなる。そう思っていると、ルビィがこちらに近づき、上目遣いで呟く。

「……あ、ありがとう」

　その表情は今までになく照れたような、はにかむような初めて見る表情だった。思わずドキリと心臓が跳ね上がりそうになる。

「い、いや、別に。喜んでもらえたならオレも嬉しいからさ」

　何故だか気恥ずかしくなり、視線を逸そらすオレ。

　ちなみに胸ポケットではドラちゃんが不満そうに「むぅ～」と膨ふくれていた。

　一方のルビィはアルミラージと一緒にその辺を散歩したり、駆けっこして遊び始めていた。

　そんな彼女の無む邪じや気きな姿を見て、オレはいつの間にか彼女と絆きずなを結んでいた事に気づくのであった。




　翌日、あたり一面にモフモフのうさぎ達が溢あふれていた。

「ぷぅぷぅ～！」

「ぷぅ～！」

「ぷぷぅ～！」

「あはは、こら、やめろって」

　皆、樹から無事に生まれたアルミラージ達であり、生まれると同時にオレにまとわりついては頰ずりしてくる。

「……可愛い」

　ルビィにもたくさんのうさぎ達がじゃれつき、彼女は幸せそうにうっとりしていた。

　ちなみにその中にはルビィに与えたアルミラージもいて、その子は一日早く生まれた為ためか、他よりも一回り大きく成長し、額の角もそれらしく立派に成長していた。

「お、ルビィのアルミラージ、一日で結構大きくなったんだな」

「……うん、タマ。すごい成長期」

「ぷぅ～！」

　ん？　タマ？

「あの、ルビィさん、タマっていうのは……？」

「……この子の名前」

　すっと昨日のアルミラージを抱えて呟く。

　う、うん、まあ、名前をつけて可愛がるのはいいことだし、オレがどうこういうものではないか。

　というかリーンちゃんといい、オレが出会う人達のネーミングセンスってどこか変わってるな。

　そんな事を思っていると、ルビィはタマと一緒にじゃれあいながら、周りのアルミラージ達とも仲良くしていた。

　見ると、今日もぎこちない笑顔を浮かべているものの、明らかに喜んでいる様子だ。そんな彼女を眺めていると、こちらの視線に気付いたのかルビィと目が合う。

「……なに？」

「あ、いや、別に」

「今、私のことジッと見てた。どうして？」

「いや、特に理由はなく……」

「教えて」

　誤魔化すものの、なぜかルビィはしつこく理由を尋ねてきて、しまいにはかなり顔を近づけてきた。

「いや、まあ、ちょっと見とれてたっていうか……」

「見とれてた？　私に？」

「笑ってる姿が……可愛、かったから……」

　キョトンとするルビィにオレはそのまま本当の事を告げる。

　彼女の笑顔は確かにかなり不器用で、未だに唇がヒクヒクと引ひき攣つってる。だが、そうしたところも含ふくめてその笑顔はなぜか魅力が溢れていた。

　その事を告げると、彼女は無表情のまま硬直し、やがて顔が真っ赤になると、そっぽを向いてしまった。

「……可愛い……可愛い……」

　時折、そんなことを呟いては腕の中のタマをギュッと抱きしめていた。

　最初は無表情で、何を考えているのかよく分からない子であったが、今はその印象はだいぶ変わっていた。

　表情があまり変わらないだけで、彼女の内には人並み以上の感情や感受性が隠れている。

　そのどれもが優しく、温かいものだと今なら確信できる。

　どうしてこの子が、あのアンスールに従っているのか。次第にその疑問が強まっていく。

　その事を彼女に問いただそうとした瞬間──

「ほお、これは随分と成果が出ているじゃないか」

「!?」

　突然聞こえたその声にオレは思わず、振り返り後ずさる。

　そこにいたのは白いローブに身を包んだアンスール。

「……アンスール」

　ルビィも彼の名を呼び、以前と同じくどこか冷めた雰ふん囲い気きを纏う。

　アンスールはオレ達の周りで怖がりブルブル震えているアルミラージの集団を確認した後、その周囲に生えた無数の魔物の樹を確認する。

「素晴らしい。僅かな間でこれほどの樹を成長させ、アルミラージを生み出すとは。キョウ君、君は私の想像以上に使える道具だ」

　そこには賞賛以上の皮肉が込められていた。

　別にアンスールのために栽培したつもりは毛頭ない。だが、生き延びるためにはこれしか方法がなく、分かってはいても、やはりいい気はしなかった。

　アンスールはそんなオレの心境など全く気にすることなく、アルミラージの樹の隣に立つオーガの樹に手を置く。

「アルミラージは栽培できたが、オーガ達はもう少しかかりそうか……」

　オーガは人型サイズの魔物のため、生まれるにはアルミラージ以上に時間がかかるようだ。

　とはいえ、実っている卵の状態から、もうすぐ生まれそうな雰囲気はあった。

「しかし、この調子ならば明日には生まれそうだな。オーガ達が生まれればいよいよ私の戦力も整いそうだ」

　そう言ってアンスールはオーガの樹の隣にあるこの中で一番巨大な樹──ヒュドラの樹を見上げる。

「こちらも順調のようだな。また卵は実っていないようだが、Ｓランクの魔物の樹を短期間に成長させるとは、君の魔物栽培のスキルはつくづく素晴らしい。これが終わった際にはまた新たな魔物を栽培してもらうのもいいかもな」

「……まだこの大陸に他の魔物がいるのかよ」

　オレの皮肉めいた問いかけに対し、アンスールは考えるように答える。

「そうだな。カトブレパスなど、なかなかの戦力にもなる。他にもグルトップ、コボルトなど、あとは……」

　一拍置き、アンスールは呟く。

「ユニコーン、か」

　だが、その呟きにはどこか複雑な感情が混ざっていたのを感じた。

「ユニコーンって言うと、どんな傷や毒でも回復する角を持つ魔物のことか？」

　問いかけるオレに対し、アンスールは視線を外しながら答える。

「……そうだ。だが、ユニコーンはすでに絶滅した魔物だ。その種も今となっては貴重。それに仮にあったとしても、あれの栽培をする必要はない」

「？」

　それはこれまでのアンスールとは違い、どこか栽培に対し消極的なセリフであった。

　ユニコーンは貴重だから、戦力としては使えないということなのだろうか？

　いや、それとは違うような違和感を感じる。しかし、それを探る前にアンスールは背を向けて、オレに告げる。

「オーガが生まれる頃ころにまた来る。その時は、そこのアルミラージと共に戦力として使わせてもらう」

　そのままアンスールは再び転移の魔術を使い消えてしまった。

　アンスールのそんなセリフに対し、オレは拳こぶしを握にぎり締めるしか出来ずにいた。

　後ろでアルミラージ達が怯おびえながらお互い寄り添い合い、それを見ていたルビィが寂さびしげな表情をしていたのにも、オレは気づかずにいた。




　そして、翌日。幸か不幸か、オーガ達は思いのほか早く生まれた。

　次々と巨大な卵が樹から地面に落ちて、その衝撃で殻が割れると、中からオーガ達が顔を出した。

「おーが」

「おーがー！」

「がー！」

　卵から孵ったオーガ達の身長はオレと同じか、それよりも大きい奴もたくさんいた。

　外見は文字通り鬼のような姿であった。

　赤せつ褐かつ色しよくの肌に額からは二本の角を生やし、強こわ面もてでガッシリとした体つき。

　まさに屈くつ強きようで凶悪な魔物というのを絵に描いた姿であった。

　そんなオーガ達の誕生を間近で見ていたアルミラージ達はその姿に怯えたのか、プルプルと震えて端っこに集まっていた。

「ぷ、ぷぅ～……」

　アルミラージ達のそんな情けない声に惹ひかれたのか、オーガ達がアルミラージ達の方へと近づく。

　彼らが歩くたび、ズシズシという足音と共に地面が軽く揺れるような感覚すら覚える。

「ぷぅ～!?」

　自分達に近づくオーガ達に完全にパニックになり、怯えるアルミラージ達。

「って、やべぇ！」

　オレはそんなアルミラージ達を守ろうと、彼らの間に割って入ろうとするが──

「お、おーが……」

　オーガ達はアルミラージ達の前まで来るとしゃがみこみ、そのまま手を差し伸のべる。

　一部のオーガ達は両手を上げて、そのまま手を左右に振る。

　ひょっとして、敵意はないって言いたいのかな？

　何もしてこないオーガ達にアルミラージ達はお互いに顔を見合わせて、恐る恐るオーガの方へ近づく。

「ぷ、ぷぅ～……」

　そのまま額の角でオーガの手をチョンチョンと突っつくものの、オーガ達は特に反応せず、むしろ笑顔のようなものを浮かべていた。

「おーが」

　そんなオーガ達のリアクションに敵意がないことを感じ取ったのか、一匹のアルミラージがオーガの手のひらに乗る。

　そのままオーガはアルミラージを自分の肩に乗せて頭を優しく撫でた。

　アルミラージの方も、それで安心したのかそのままオーガに頰ずりを始める。

「ぷぅ～！」

「おーが」

　両者とも気持ちよさそうに笑い、それを見て他のアルミラージ達が次々とオーガの手のひらや肩にジャンプしだし、気づくとオーガとアルミラージ達は共に仲良く遊んでいた。

「いやー、良かった。一時はどうなるかと思ったよー」

　その光景を見て、ホッと一息つくオレ。

「……良かった」

　そう隣で呟くルビィだが、よく見るとその両手が以前見た鳥の爪みたいに鋭いものに変化していた。

　もしかしてルビィさん、アルミラージが襲われていたら、それでオーガ達、切り裂いてました？

　なんにしろ、オーガ達もオレの魔物栽培スキルのおかげで、毒気などが抜けて心優しい魔物達として生まれたみたいだ。

　これなら安心だと思いながらも、オレは胸の内に再び不安が生まれる。

　このオーガ達もまたアンスールの手によって、無理やり戦いに引き込まれるのかと思うとやるせない気持ちで苦しくなる。

「……キョウ。あれ」

　不意にルビィがオレの服の裾をクイクイと引っ張った。

「……あの卵だけ、何か変」

「え？」

　そう言われてルビィが指した先の卵を見ると、他のオーガの樹に実っている卵と違ったものがあった。

　他の卵は普通の大きな白い卵だが、その卵だけなぜか赤い色をしていた。

　どういうことだろうか？　あれだけ違う卵……なわけはない。

　オーガの樹に実っている以上あれは間違いなくオーガの卵なはず。なら一体、と悩んだ瞬間、その卵に変化が起こった。

　他の卵と同じく、その卵も全体が震えだし、枝から落ちて地面に激突する。

　そのまま全体にヒビが行き渡り、卵の中から何かが現れた。

　それは先程見たオーガとは異なる姿の魔物であった。

「……う……ううー」

「女の子？」

　生まれたのは赤褐色の肌に赤い髪をした少女。

　額には二本の角があり、肌の色からも、少女がオーガだというのは分かる。

　しかし腕や足には毛皮のようなものが生えており、それも他のオーガ達の特徴と一致する。

　そして、他のオーガ達が強面でいかにも魔物という外見に対し、その少女の容姿はとても美しかった。

　外見は十四、五歳くらいだろうか。少し幼さを残した顔だが、それに対し体はえらく発育している。いわゆるボンキュッボン。

　多少の筋肉はついているものの、むしろそれが肉体美として輝き、ある種のモデルのような体型にも見える。

　少女はまだ起き抜けの様子で、両目をゴシゴシと指で擦こすったのち、キョロキョロと周りを見渡し、オレと目が合う。

　瞬間、少女はオレ目掛けて跳躍した。

「うー！　がぁー！」

「え、あ、わああああぁー!?」

　な、なに!?　殺される!?　とあたふたしていたら、少女はそのままオレに抱きつき、頰ずりをしだす。

「うー！　ある、じー！」

「へ？」

　その後、「あるじー！」と言ってはオレに抱きついたまま離れようとしない。

　あるじって、主のことだよな？　ということはやっぱり、この子もオレの事を育てた親だと認識しているのか。

　そう思って安心すると同時に、先程から腕に当たっている少女の豊満な胸の感触に気づく。

「ち、ち、ちょっとたんま！　な、懐いてくれるのは嬉しいけれど、ちょっと一いつ旦たん離れよう！　な！」

「うー？」

　慌てて離れるよう命令するものの、オーガ娘は小首を傾げたまま離れようとしない。

　うっ、まずい困った。なんと説明していいやら。

　よく見れば、この子生まれたばかりでかなり露出が激しい、というかほぼ裸同然のため、体温も直接届いており、ますます顔が赤くなってしまう。

　そうこうしていると、再びオーガ娘がオレの体に抱きついて、頰ずりを再開した。

「うー！」

「わー！　ちょ！　マジで色んなところ当たってるからー！」

　そう言って振り解こうとするものの、さすがはオーガといったところで、こちらの筋力などまるで通用せず、むしろどんどん締め付けてくる。若じやつ干かん苦しくなってきた。

　さすがにこれ以上は色々とヤバイと思い、再び注意しようとするが、それより早くルビィがオーガ娘を引き剝はがしてくれた。

「うー？」

「……そんなに抱きつくとキョウが苦しい」

　ルビィのその一言にオーガ娘が気づく。こちらを慌てて見た後、反省するかのようにションボリと頭を下げた。
















「うー……」

「いやいや、気にしてないから大丈夫だよ」

　そうフォローするとオーガ娘は「うー！」と嬉しそうに笑った。

　一方のルビィは、気のせいかどことなく不機嫌そうに見えた。

「それにしてもこの子は一体……？」

「……多分この子、オーガクイーン」

「オーガクイーン？」

「……オーガの上位種。オーガ達を統率する女王。危険度は確かＡランクだった」

　ということはかなりのレア魔物ってことなのか？

　改めて目の前の少女を見つめるものの、クイーンは無む垢くな表情のまま、こちらを見て小首を傾げている。

　むぅ、可愛い。しかし、体つきは女王と言われるだけあってかなり発育がよろしい。そんなことを思っていると再びクイーンがオレに抱きついてきた。

「ある、じー！」

「わー！　わー！　たんまたんま！　ええっと、クイーンだからクーちゃん」

「クー？」

　オレがそう名前を呼ぶと、クーは不思議そうな顔でこちらを覗く。

「ああ、うん。君の名前。あったほうが便利かと思って。嫌だったら他の名前を考えるけれど……」

「ううん！　クー！　なまえ、きにいった！」

　そう言ってクーはオレに抱きついたまま頰ずりを続けてくる。

　い、いかん。頰だけならともかく胸まで当たっているんだが……！

　どうしたものかとアタフタしていると、再びルビィがクーを引き剝がした。

「……それ、禁止」

「うー？」

　そう呟いたルビィはやはり心なしか、どこか怒っているように見えた。

　しかし、なんだかんだとここも大所帯になったものだと眺めていると、背後より冷たい声が届く。

「これは驚いたな。まさかオーガクイーンまで栽培するとは」

「……！」

　振り向くと、いつの前にかアンスールが立っていた。

　彼はオレの隣にいるクーを見つめながら呟く。

「これだけの数のオーガとクイーン。それにアルミラージがいれば戦力としては十分だ」

　そう言ってアンスールはオーガと彼らの背中に隠れるアルミラージを観察する。

　すでにアルミラージ達の何匹かは一回り大きく成長し、額から生えている角も十分武器としての機能を有していた。

　アンスールはこの場にいる魔物達の質と量に納得すると、そのまま命令を下す。

「さて、お前達には今後私のために働いてもらおう」

　だが、アンスールの命令に従うものはなく、オーガもクイーンもアルミラージ達も不満の表情のまま動こうとしなかった。

「どうした、人間を襲うのがお前達、魔物の本能ではないのかね？　今ここにはザッハークの軍が近づいている。急ぎ奴らを迎え撃つために私と共に──」

「うーっ！」

　差し出されたアンスールの手をクーが払いのけた。

「……いや、だ……」

「なに？」

「ある、じ、は、そんなの……望んで、ない……」

　唸うなり声を上げ、アンスールからの要望を拒絶するクイーン。

　そしてそれは他のオーガやアルミラージ達も同じであり、アンスールに対し唸り声を上げていた。

「……なるほど」

　アンスールは魔物達を一いち瞥べつし、納得するように頷く。

「どうやら君が栽培した魔物は、君と同様に争いを好まないお人好しになるようだな。育てた者の影響まで受けるとは、大したスキルだ」

「……そりゃ、どーも」

　感心した様子のアンスールだが、その表情はまるで秘策でも見つけたかのように笑っていた。

「だが、そうした性質の持ち主は意外な部分を攻めると容よう易いに操る事が出来る」

　そう言った瞬間、アンスールの手から放たれた魔力の塊がオレの首を絞めた。

「ぐっ……！」

　咄とつ嗟さのことでなんの行動も出来ず、オレはそのまま見えない手に摑まれるように空中に浮かび、喉のどを締しめ上あげられた。

「やめ、ろー!!」

　オレが攻撃を受けたことでクーを始め、魔物達が攻撃態勢に移ろうとするが──

「動くな。動けばこの男を殺す」

「……ッ！」

　アンスールの一言で全員が動きを止める。

「それでいい。私の命令に従わなければどうなるかは、これで分かったな？」

　そう言ってアンスールの魔力はオレの首を摑んだまま離さない。

　窒息するほどではないが、苦しさに拘束を解けないかともがいていた時、意外な人物がアンスールを止めた。

「もういい、そこまでにして」

　アンスールの仲間のはずのルビィであった。

　滅多に感情を表に出さない彼女が、その時だけは明らかに怒気に満ちた雰囲気を纏っていた。

　そんなルビィの姿を見て、アンスールが腕を降ろすと同時に、オレの首を絞めていた魔力は一瞬にして霧む散さんする。

「……っ、ごほっ、ごはっ、がはっ……！」

　地面に倒れこむオレの周りにクーを始め、オーガやアルミラージ達が心配そうに駆け寄ってくる。しかし、すかさずアンスールが先ほどの命令を繰り返す。

「では改めて命じよう。この地に近づくザッハークの軍を返り討ちにせよ」

「…………」

　アンスールのその命令にクー達は明らかに殺意と不満の表情を浮かべるが、

「……わかっ……た」

　先ほどのアンスールの行動により断ればどうなるかが分かったため、全員不ふ承しよう不ぶ承しように頷いてゆく。

　正直、オレは今までで一番不快な感情を覚えていた。

　オレが栽培した魔物達が望んでもいない、戦いに駆り出されるという事実。

　しかも、それがオレの命とを秤はかりにかけて、無理やり従わせてのやり方ならば、その嫌悪感もひとしおだ。

　この時ほど自分自身の不ふ甲が斐いなさを呪ったことはなかった。

「よろしい。ではこれよりお前達を戦場に運ぶ。ルビィ、準備をしろ」

「…………」

「？　どうした、ルビィ」

　しかし、そんなアンスールの命令に対し、ルビィは動くことなく、先程からアンスールの顔をずっと睨にらんでいた。

　それはまるでアンスールの行動に対し否定を示すように。

「……驚いたな。お前がそんな反応をするとは。だが、私に対する命令には逆らえないはず。なんならその刻印に命令をしてやろうか」

　そう言ってアンスールは刻印が刻まれた右手の甲を見せつけたあと、ルビィのお腹にある刻印を指し示す。

　命令？　どういう意味だ？

　そう思っていると、ルビィはどこか諦めたように頷く。

「……分かった」

　ルビィが歩き出そうとしたその時、彼女の足元に一匹のアルミラージがまとわりついた。

　それはルビィが可愛がっているタマであった。ルビィはタマを持ち上げるとそのまま耳元に何かを囁く。

「……を……って……」

　それがなんと言ったのか聞くことは出来なかった。

　が、それを聞いたタマはルビィの足元に置かれると、そのまま端っこの方へと逃げていった。

「あのアルミラージは？」

　逃げたアルミラージに対しアンスールが問いかけるが、ルビィはそれに対し静かに首を振る。

「あの子は他よりも臆おく病びようだから戦場には連れて行かない。あと、アルミラージの中でもまだ戦えない小さい子はここに残していく。これだけは守って」

　ルビィからの提案にアンスールはしばし考え込むように顎あごに手を当てる。

　やがて、小さなアルミラージの集団を一瞥する。アンスールの視線に射抜かれた瞬間、小さなアルミラージ達は恐怖に震え上がってしまった。

「……いいだろう。まだ戦力として育っていないものを連れて行っても足手まといだ。幸い、オーガの数が多いため、ひとまずは戦えそうなアルミラージ達で十分」

　そのアンスールの言葉に頷くように、ルビィの姿がベンヌへと変化していく。

　そして、変化したそのベンヌの背にはクーを始め、オーガやアルミラージ達が乗っていく。

　一通りの戦力が乗った後、ベンヌが飛行を開始する。その直後、ベンヌの目がオレの方を見たような気がした。

　が、それに気づいた時にはすでにベンヌは空高く舞い上がり、彼方へと消えていた。

「さて、では君には残る本命の栽培に集中してもらおう」

　そう言ってアンスールが指したのは、未だ卵が実らないものの、他と同じように立派に成長したヒュドラの樹であった。

「早くこのヒュドラの樹も栽培を仕上げることだ。そうでなければ、君の胸のマンドラゴラから始末させてもらう」

「……ッ！」

　それはオレに手を抜かせないための発言であったのだろう。しかし、そのセリフはオレの怒りに火を灯ともした。

　これまでにない殺意に満ちた目でアンスールを睨みつけるものの、奴はどこ吹く風とばかりにそれをいなしながら姿を消した。

　後に残ったオレを胸ポケットから心配そうにドラちゃんが見上げる。

「ご主人様……」

「……大丈夫だよ、ドラちゃん。──きっとあいつらが来てくれるから」

　そう呟き、オレは今はただじっと耐たえることしか出来ずにいた。
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「見えたぞ。あれが例の岩山地帯だ」

　首都から数日以上の進軍を続けたザッハーク軍の前に巨大な岩山地帯が現れる。

　それはまるで巨大な壁のようであった。

　この岩山のどれかにキョウがいる。リリィはそう確信しながら、歩くスピードを早めようとした瞬間、

「！　全軍停止せよ！」

　突如としてザッハークの声が響き渡り、進軍をしていた部隊が全すべて止まる。

　一体何事かとリリィ達が問いかけるよりも早く、その答えは目の前に現れた。

「どうやら、連中も待ち構えていたようだ」

　そこには、こちらの軍を迎え撃つように無数のオーガの軍勢と、その足元にはアルミラージの軍隊。さらに上空には、炎纏いし不死鳥ベンヌまでもが待ち構えていた。

「ベンヌ……！」

　一度相対したことのあるリリィにとって、目の前にいるＳＳランクの強さがどれほどかなど語るべくもなかった。

　その上、今回はベンヌだけでなく大量の魔物の軍勢まで存在していた。

　いかにザッハーク軍が数の上で勝っていたとしても、この戦力差はちょっとやそっとでは覆らない。だが──

「ふんっ、ちょうどいい。アンスールの首だけでなく、ＳＳランク魔物の首もここで打ち落としてやろう」

　ザッハークはそんな戦力差など歯し牙がにもかけないように剣を抜く。

　圧倒的戦力を目の前にしても、まるで揺らぐことのないその姿はまさしく勇者。

　ロスタムがそうであったようにザッハークもまた一軍を率ひきいる王に相応ふさわしい人物だったのだ。たとえその統治が、暴君と呼ばれるものであろうとも。王の器というものは、簡単に計れるものではない。

「全軍！　戦闘態勢を取れー！」

　ザッハークのその号令と共に兵士達は一切の乱れなく、その顔には恐怖も怯えも存在せず、ただ自分達を統べる王の命令を遂行する一つの刃と化していた。

　リリィ達も周りの空気に感化されるように、眼前に広がる魔物の軍勢に怯えることなく武器を構える。

　両軍の間に起きたしばしのにらみ合い。だが、次の瞬間それは弾けた。

「突撃ー！」

　ザッハークの一声と共に、かつてない人と魔物の軍勢による戦いがここに勃ぼつ発ぱつした。
























「ヒュドラの栽さい培ばい……か」

　ボソリと呟つぶやき、オレは目の前にそびえ立つヒュドラの樹きを眺ながめる。

　その枝には小さいが卵が実りつつあった。

　元々、このヒュドラの樹もオーガやアルミラージ達と同じ日に植えた樹。

　ランクが高いため他のよりも遅くとも、卵が実を結ぶのは時間の問題であった。

　だが、出来ることならオレは、この樹の卵は実らないで欲しいとも願っていた。

　ランクＳのヒュドラ。それが戦線に投入されるとなれば、人間側の被害も大きくなる。

　それだけではなく、これから生まれてくるヒュドラにクーちゃん達同様、望まぬ戦いを強制させることになる。オレはそれが何よりも嫌だった。

　この状況をなんとかしなくては。ヒュドラだけでなく、これから生まれる魔物達も皆、望まぬ戦いを強しいられる。

　だが、四方全すべてを岩壁で囲まれたこの場所から逃げる方法なんて思いつかない。

　そんなことを悶もん々もんと考えていると、足元にフワッとした感触がした。

「ぷぅ～」

「おっと、タマじゃないか。どうしたんだ？」

　それはルビィがここに残してくれたタマであった。

　タマはオレに元気がないのを見ると、足元にじゃれ付き、その後、肩に乗って頰ほおずりをしてくる。

「ぷぅ～！」

「ははっ、元気づけてくれるのか。ありがとうな」

　そんな他愛ないタマの行動も、今のオレにとっては支えになっていた。

　もしもこの場所で、本当に独りきりだったらオレは折れていたかもしれない。

　だが、タマを始め、オレが栽培した魔物達がオレを支えてくれている。そのおかげで今も絶望せずにいられる。

　そうだ。まだ諦あきらめるのは早い。

　ザッハークの軍がここに近づいているとアンスールは言っていた。なら、その中にリリィ達がいる可能性も高い。

　あいつらなら、きっとこの場所を突つき止めてオレを救出してくれるはず。

　そんな確信を抱き、オレは今はただ栽培をしながら待つことに集中しよう。

　そして、オレにじゃれついていたタマはしばらくするとオレから離れ、まだ生まれたばかりの小さいアルミラージ達を引き連れて、壁の端っこへと移動していく。

　先程ルビィと別れてから、タマはああして壁の端っこで過ごすようになった。

　その周りに小さいアルミラージ達もいるから、何かを教えているのかとも思ったが、どうにもそうではないっぽい。

　よくは分からないが、あまり気にしても仕方がないため、オレは深くは追及しなかった。

　だが、そんなタマ達の行動こそがオレに一筋の光明を導いてくれる事を、この時点では気づいていなかった。
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「やああああああぁ！」

「はああああぁ！」

「ぴいいいいぃ！」

　一方、戦場となった荒こう野やでは魔物の軍勢を相手に駆けるリリィの姿があった。

　その隣となりにはジャックとバーンの姿もある。イースは別の場所で応戦していた。

　スィや人型の姿になっているムーは、後方に下がらせていた。

「リリィ嬢。気づいているか？」

「ええ、この魔物達……かなり質が高いわ」

　先程から何度か魔物達と交戦して、リリィとジャックが感じたのは、魔物達の戦闘能力の高さであった。

　通常のオーガやアルミラージであれば、リリィは一太刀か二太刀で倒せる自信があった。

　だが、今目の前にいる魔物達はそのように軽くあしらえるレベルではなく、まるで熟練の戦士を相手にしているかのような手ごわさがある。

　事実、ザッハークの兵士達も思いもよらぬ苦戦を強いられ、すでに兵の三割が戦線から引き上げていた。

「考えたくはないがこいつは……」

「ええ──キョウが栽培した魔物の可能性が高いわ」

　魔物達の質の高さに対し、唯ゆい一いつ思い当たる節があるリリィ達はそう推すい測そくを立てる。だが、その推測は百パーセント確信と言ってよかった。

　なぜなら、リリィ達がそう感じる、もう一つの奇き妙みような点があったからである。

「この魔物達……殺気がまるでないわ」

　それは魔物達から感じた違和感。

　通常、魔物が人を襲う際さい、空腹やテリトリーへの侵入など、その理由は様々であるが、どれも殺気を持って人間達に襲いかかる。

　が、今リリィ達を襲っている魔物達にそうした殺気はない。

　むしろ、責任や使命感といった、本能で戦う魔物では絶対にありえない確かつ固こたる意思を持って戦っているように感じられた。

　更にリリィ達が感じた違和感は魔物達の攻撃。そのどれもが致命傷を避け、戦闘不能に追い込こむ程度にわざと手加減されていた。

　事実、足元に転がる兵士達の内、死人は一人もいない。皆、上う手まく気絶に留とどまらせていた。

「こんな器用な事する魔物なんて、あいつが育てた魔物以外にいるわけないわね」

「なら、兄ちゃんの栽培した魔物をオレ達でむやみに殺すのも忍びない。こちらも手加減しつつ、突とつ破ぱと行こうか」

「ええ。恐らくこいつらが現れた岩山のどれかにキョウがいる。なら、早くここを抜けて──」

　そう言ってオーガの軍勢の間を抜けようとしたリリィの前に一匹の小柄なオーガが飛来し、轟ごう音おんと共に地面に亀き裂れつを刻む。

　それは他と明らかに異質な、美しいオーガであった。

　紅ぐ蓮れんの髪に、赤せつ褐かつ色しよくの肌。生まれながらに完成された肉体美を誇ほこるその姿は、まさに女戦士アマゾネスと呼べる魔物。

　オーガ達の統率者オーガクイーンがリリィ達の前に姿を現した。

「お、まえ……つよ、い……な……」

　クイーンは降り立つと同時に、目の前に立つリリィを右手に構えた棍こん棒ぼうで指さす。

「……おれ、が……あい、て……だ……っ！」

　クイーンの名指しに周囲のオーガ達は静止し、二人の戦いを見守る形をとった。

　リリィは隣にいるジャックとバーンに目め配くばせをして、それを受け取ったジャック達はこっそりとオーガ達の間に隠れながら移動を開始する。それを見届けたリリィが剣を構える。

「いいわよ、来なさい。相手になってあげる」

「ううー……がああああああ!!」

　リリィの承諾にクイーンは力強く地面を蹴けった。

　一気に距離を詰めてくるクイーンの先制攻撃に対し、リリィは即座に右手に構えた剣で棍棒を弾はじき、宙に飛んで回避する。

　そのままクイーンの背後に降り立つと同時に柄つか頭がしらの一撃で昏こん倒とうを狙ねらう。しかし、攻撃を食らったクイーンは口元に笑みを浮かべた。

「……やる、な……！」

「！」

　自らの渾こん身しんの一撃がまるで効いていないクイーンの態度に初めて焦あせりの表情を浮かべるリリィ。

　そんな彼女の隙すきを突くように今度はクイーンの左拳こぶしがリリィの体に入る。

「……っ！」

　寸前でガードするものの、それでもクイーンの拳の衝撃はリリィの体から脳へと達し、軽い目め眩まいを引き起こす。

　なんとか体勢を立て直すものの、相手の思わぬ強さに焦りを感じるリリィ。

　が、クイーンも全くの無傷というわけではなく、先ほどのリリィの一撃で軽い脳のう震しん盪とうでも起こしていたのかフラフラとした様子だったが、すぐさま首を左右に振り、目眩を振り払う。

　両者共に僅わずかに距離を取り、何度か牽けん制せいするものの再びどちらからともなく駆け出し、激しい攻防を繰り広げる。

　それはまさにこの戦の中心となり、敵味方問わず、魔物も人間もその戦いを見守るように静観し始めていた。

　一方、リリィとクイーンの戦いに一同が気を取られている隙に行動を起こしているものが、ジャック達の他にもいた。

『…………』

　空中を舞うベンヌ。

　彼女は時折、空中から僅かな援護の攻撃を行う他、ここまで目立った行動をとっていなかった。

　そして、状況が地上での自軍敵軍のエースによる一騎打ちに移行したのを見み計はからい、ベンヌは離脱を開始する。

　それはキョウがいる岩山ではなく、もっと別の場所へと向かっていた。

（……キョウなら……彼なら任せられる……あの子を栽培するのを……）

　このベンヌの行動がやがて、この大陸の行く末を大きく変えることとなる──。
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「随ずい分ぶんでかくなったなぁ」

「ですね、ご主人様」

　ルビィ達が戦いに向かった翌日。ヒュドラの樹に実った卵はすっかり大きく育っていた。

　オーガ達の卵もかなりの大きさであったが、ヒュドラの樹に実った卵はその倍以上であり、中にどれだけ巨大な魔物が入っているのか一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

　そうして、遙はるか上空に実った卵を見上げていると、枝からメキメキという音がすると共に卵が大きく揺れ出した。そして枝ごと地面に落ち、殻から全体にヒビが入る。

「うおっ！」

　驚くオレをよそにヒビの入った殻を内部から割り、そこから九つの頭を持つ竜ヒュドラの子供が生まれた。

「ぴぃー！」「ぴぃ！」「ぴぴぉー！」

「おおー！　生まれたかー！　ってかさすがはヒュドラだな。子供でもデカイなお前ー！」

　生まれたそいつはすでに全長三メートルを超える大きさがある。頭の長さを入れればそれ以上かもしれない。

　九つの頭それぞれが可か愛わいい声を上げ、オレに気づくとすぐさま近づき、甘え始める。

「ぴぃー！」「ぴいぴい！」「ぴいー！」

「ははっ、やっぱりオレが親だって分かるんだなー」

　それぞれの頭で返事をしながらヒュドラ達はオレに自分の頭をこすりつける。

　途中、別々の頭がぶつかって喧けん嘩かになったり、それを仲ちゆう裁さいするという出来事が発生した。どうやら体は一つだが、頭はそれぞれ独立した意識を持っているようだ。

　その証拠に、よく見るとそれぞれの頭にちょっとした個性の違いなどが見られた。

　いくつかはオレに素直に甘えるものの、内一つは終始眠そうにウトウトして、そのまま眠る奴もいれば、他の頭を押しのけてオレに頭を撫なでてもらおうとする奴、他の頭にちょっかいを出してイタズラを楽しんでる奴と、まるで九つ子を見てる気分だった。

「思ったよりも、いい子達みたいですね」

「……だなー」

　ドラちゃんの感想に対し、オレは複雑な気持ちを抱きつつ頷うなずく。

　確かにヒュドラは見た目は強そうなものの、思った以上に素直で可愛い魔物であった。

　が、だからこそ、この子もまたオレを人質に取られればアンスールの言うことを聞かざるをえない未来が待っている。

　やはり、この状況をなんとかしなければ。とオレが悩んでいると、急に日差しが遮さえぎられ影が落ちた。

　見上げるとベンヌが降り立とうとしていた。

　巨大な翼を羽ばたかせながら、その巨体を地面に降ろすと、ベンヌはルビィの姿へと変化していく。

　相変わらずベンヌからルビィへ変化した時は全裸のために目のやりどころに困る。

　そう思いつつルビィの背中を見ていると、こちらを振り向いた彼女と目が合った。

　その瞬間、ルビィはこれまでにない表情で、顔を赤く染めると同時に、自分の体を隠しながら呟く。

「……み、見ないで……」

「え？」

　思わぬ反応にオレは思わず硬直してしまう。

　え？　いや、だって、あなた、少し前まで裸見られても平然としていたじゃないですか……？

　それがなんでいきなりこちらを意識するような恥はじらいを……!?

　今までとは異ことなるルビィの反応に混乱するオレであったが、ルビィは涙目でこちらを見ながら「うー」と唸うなり出す。

「……見ないでって言ってるのに……」

「え、あ、ご、ごめんー！」

　オレはすぐさま謝ると同時に、ルビィに背を向ける。

　しばらくしてから「……もういいよ」というルビィの声を合図に振り返ると、そこにはいつもの露出の激しい服を着たルビィがいた。ただ心なしかその顔は気恥ずかしそうにそっぽを向いていた。

「え、えーと、それでどうしたんだい？」

「……ん」

　問いかけるオレに、ルビィは手に握にぎった何かを差し出す。

「これは……？」

　そこにあったのは二つの奇妙な種であった。

　片方は真っ白な真しん珠じゆのような形をした種。

　だが、もう片方の種は蛇へびがとぐろを巻いて丸くなったような奇妙な形の種であった。

　それをオレを差し出し、ルビィは言う。

「……これを育てて」

「これを？」

　こくりと頷くルビィ。が、これが何なのかすら分からないのに、いきなり育ててとは。

「あのー、ルビィさん。これは一体？」

「……ユニコーンの種」

　問いかけると、ルビィは真珠の方の種を指差して言う。

「ユニコーン!?　これが!?」

　ルビィのその発言にオレは思わず驚く。

　ユニコーンはオレの世界でもかなり有名な魔物だ。魔物というよりも幻獣や聖獣と呼んでいい生き物だろう。

　長い角を持つ白馬のような生き物で、その角はあらゆる毒や不浄を払う究極の万まん病びよう薬やくと言われている。

　アンスールが少し語っていたが、このユニコーンと呼ばれる魔物は今は絶滅し、その種も貴重という。よくそんなものを探して来られたな、とルビィに聞くと、

「頑張ったから」

　とだけ答えてくれた。う、うん。そうか。多分かなり頑張ったんだろうな。

　では、もう片方の種は一体何だろうかと思い、問いかけると──

「……それは、この大陸にいたＳＳランク魔物アジ・ダハーカの種」

「え？」

　なんかとんでもない答えが返ってきた。

「ええと、ルビィさん。ＳＳランクってことはあれですよね。あなたと同じ存在ってことですよね？」

「うん」

「それをオレに育てろと」

「うん。そのユニコーンの種と混ぜて」

「え、なんでまた一緒に？」

「アンスールから、あなたは複数の魔物の種を混ぜることで、その特性を合わせることが出来るって聞いた」

　なるほど。やはり、あいつは以前からオレの事を調べていたのだろう。

　そう考えるとオレが帝王の国に行った時に、ベンヌが襲撃してきたことも全て計画の内だったのだろうかと考え込む。

　が、そんな考える暇ひまなどないとばかりにルビィがその二つの種をオレに押し付けて「早く」と急せかしてくる。

「わ、分かった。分かったから」

　しょうがなく、その二つの受け取り、そのまま地面に一緒に植える。

　しかし、なんでまた急にこれを育てろと言いだしたのだろうか。考えられるとすれば、やはりアンスールの命令だろうか？

　そう思い、オレは先日感じた疑問を思い出す。なぜ、ルビィがアンスールの命令に従っているのかという事だ。

　これまでの経緯からルビィが悪人でないのは確信している。それどころか、彼女は心優しい分別のある人物だ。

　だからこそ、その彼女がなぜアンスールと組んでいるのか。

　最初は自分達の王である魔王を殺された復ふく讐しゆうのためとも考えられたが、どうにもそんな感じはしなかった。

　なによりも一番気になったのはアンスールが言った『刻印』というワード。そこから導き出される答えは──

「──なあ、ルビィ。一つ聞いてもいいかな？」

「？」

「どうして、アンスールに従っているんだい？」

「…………」

　オレからの問いにルビィは答えない。代かわりに気まずそうに視線を外す。

「ひょっとして、その『刻印』が関係しているのかい？」

『刻印』というワードに関し、僅かに反応を示すルビィ。

　やがて、観念したようにルビィは語りだす。

「……この『刻印』は魔物を操るもの。これを刻まれた魔物はそれを刻んだ者の命令に逆らえない。だから私は……アンスールと行動するしかない」

　やはり、そういうことだったのか。

　前に帝王勇者の国を襲った際、オレがベンヌの瞳ひとみの中に見た涙の正体。あれは紛まぎれもないベンヌの心が泣いていた証あかしだったんだ。

　今、オレの目の前にいる少女の姿こそ、ベンヌの本当の姿。争いや戦いなどを好まない心優しき魔物。

　だが、アンスールはそんなベンヌを戦いの道具として利用している。それはオレが栽培した魔物達をそのように扱っているように彼女もそうだったのだ。

　ならばこそ、アンスールのやっていることは許されることではない。そして、ルビィもこのままでいいはずがない。

　オレはこれまでこの場所でルビィと一緒に過ごした日々を思い返す。そしてまたルビィに問いかけた。

「ルビィ、君はこのままでいいのかい？」

「？」

「アンスールの、その『刻印』の呪じゆ縛ばくから解放されたいだろう？」

　オレからの質問にルビィは僅かに顔を曇くもらせたが、静かに首を縦に振った。

「分かった。じゃあ、いつかオレが君を助け出すよ」

　そんなオレの言葉にルビィは驚いたように顔を上げる。

　確かに、今のオレにそんな力はないし、方法も手がかりも摑つかめていない。

　それでも、オレはこの子の事を救いたいと願っていた。

　たとえいつになっても必ず救うと、その約束を口にすることで、叶かなえるための一歩にするために。

「──うん、楽しみにしてる」

　そんなオレに対し、ルビィは相変わらずの不器用な笑みを浮かべるが、その顔を見てオレは思わず胸が高鳴るのを感じてしまっていた。
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　見晴らしのよい崖がけの上より、眼下に広がる戦いを見ながらその男──アンスールは呟く。

「想像以上の戦果だな。さすがはあの栽培士が育てた魔物達」

　眼下ではキョウが栽培した魔物達、オーガやアルミラージ達がザッハーク軍を分断し、その兵力を次々と打倒していた。

　単純な戦闘能力だけなら言うに及およばず、キョウが育てた魔物達には一定以上の知能や知識も存在し、その動きはまさに統一された軍。

　これほどの戦力ならば、小さな街などはすぐに陥落できるだろうと確信出来た。

「が、相手は勇者の軍。万全を期すためにも、もう少し戦力を揃そろえるべきか」

　今現在、キョウが栽培しているヒュドラや、新たな魔物を栽培すれば、この国を落とすのもそう先のことではないと、新たなプランを練ろうとした時、背後から何者かが近づく音に振り返る。

「……イースか」

「兄、さん……。久しぶり、です……」

　そこにはアンスールの妹であるイースが立っていた。

　以前会った時は一瞬であり、その時は話す暇すらなかった。故にイースはこの機会を逃すまいと自らの疑問をすべて兄にぶつける。

「どうして……こんなことを、するの……？　兄さん……」

「…………」

「人や、魔物を、扇せん動どうして……キョウさん、までさらって……どうしてこんな無意味な、争い、なんかを……！」

　怒りと悲しみをぶつけ問いかけるイースに対し、兄が返した答えは、それを上回る憤怒であった。

「お前こそ、何を言っているんだ？」

「……っ！」

　そこにあった表情はイースの知る優しい兄のものではなかった。

「我々の故郷は勇者達によって滅ほろぼされた。何もせずただ静かに暮らしていただけの我々一族が、魔女というただそれだけのためにだッ！」

「…………」

　アンスールの言葉はイースも分からないではなかった。

　事実、これまでイースは故郷と家族を全て失い、生きてきた。その孤独な気持ちを埋うめてくれたのが友達のドリアードであり、そこから知り合ったキョウ達であった。だが──

「家族を殺され、仲間を殺され、一族全てを殺され、それで復讐を願って何が悪い？　もはや私に残っているものは何もない。この復讐心を除いて」

　アンスールには何も残っていなかった。

　故郷を滅ぼされた日に、それまで築いてきたアンスールの全ては崩ほう壊かいしたのだ。後に残ったのは憎悪と復讐。

　だからこそ、アンスールはそれに身を委ゆだねるしかなかったのだ。

「なによりも奴らは……私の一番大事なものを奪った。その償つぐないを必ずさせてやる」

「……一番、大事な……？」

　兄が呟いたその言葉にイースは疑問をぶつける。

　それは家族のことだろうか？　あるいは一族そのもの？　あるいはもっと別の何か？

　だが、それを理解する暇は与えられなかった。

「貴様が何をほざこうが、貴様のやっていることはただの悪だ」

　その断言と共に地を走る一いつ閃せんが煌きらめく。

　寸前でその一撃を回避するアンスールの視線の先にいたのは──黒き軍服を翻ひるがえす漆しつ黒こくの勇者ザッハークであった。

「……ザッハークか」

「たとえ貴様に復讐という名目があろうとも、その行いに正義はない。世の混乱を招まねく邪悪は滅ぶが必定だ」

　自らに剣先を向けるザッハークに対し、しかしアンスールは見下すような笑みを浮かべる。

「それをあなたが言いますか？　復讐に、世の混乱を招く者。〝暴ぼう君くん勇者〟ザッハーク様」

「貴様ッ！」

　その呼び名を言われた瞬間、ザッハークは両手に二本の剣を構え、地面を切り裂くかまいたちをいくつも放つ。

　アンスールは咄とつ嗟さに魔力の壁による防御を行う。しかし、衝撃の強さに押され弾かれてしまった。その隙を狙い、ザッハークの蹴りが脇わき腹ばらに入った。

「……ッ」

　僅かに苦く悶もんの表情を浮かべながら、後ろに下がるアンスール。

「……やれやれ、さすがは勇者様。単純な戦闘能力ではやはり及びませんね」

　アンスールの顔には僅かな焦りが見えつつも、決して冷静な態度は崩さず、真しん紅くの刻印が刻きざまれた右手でザッハークの胸を指差す。

「ですが、あまり無理はしないほうがいい。〝胸〟の痛みも取れていないでしょう」

（胸……？）

　アンスールのその一言にザッハークの胸を見るイース。しかし、そこには平らな胸以外特に何かがあるような気配はなかったが、ザッハークは、その一言を聞くや否いなや、まるで逆げき鱗りんに触れたように怒りを顕あらわにし、アンスールに向かい飛び出そうとする。しかし──

「ぐっ……！」

　なぜかその場で膝ひざをつき、胸を抑えてザッハークは苦しみ出した。
















　イースが慌あわてて駆け寄ろうとするものの「私に触るな……！」と拒絶されてしまった。

　その隙に転移の魔術を完了させたアンスールは、その場で風を切るような音響魔術を響かせる。

「頃ころ合あいですね。次に会った時は、こちらも相そう応おうの戦力であなたを潰つぶさせてもらいますよ。暴君勇者様」

「貴様……ッ！」

　その二つ名を呼ぶと共に、アンスールの姿は完全に搔かき消きえた。
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　一方でリリィとオーガクイーンの戦いは、ほぼ互角といえる状況になっていた。

　技術においてはリリィの方が圧倒的に上であったが、オーガクイーンにはその技術を補って余りある無尽蔵の体力とパワーが存在した。

　本来なら致命傷のはずの一撃を受けても、その天性の恵まれた肉体によってダメージを最小限に抑えるクイーンは、まさに戦いの申し子。

　クイーンからの攻撃を紙一重で躱かわし続けるリリィだが、その体力は確実に消しよう耗もうされつつあった。

　双方共に決め手のない状態が続く攻防戦であったが、不思議と両者の間には殺意よりも好敵手との戦いを楽しむ感情が芽生えつつあった。

　それはこの戦場を見届けている両軍においても、両者の戦いに惹ひかれるものを感じていた。

　が、そんな戦いにも唐とう突とつに終止符が打たれる。

　戦場に広がる風を切るような音。それを耳にした途と端たん、オーガクイーンを始めとした魔物達が突然、攻撃の手を止めた。

「……ここ、まで……だ……」

　持っていた武器を降ろし、クイーンは背後に存在する全魔物達に撤退の指示を出す。

　やがて、自身もそのまま撤退を開始しようとするが、その前に自分と互角の戦いを繰り広げたリリィを振り返る。

「おまえ……たたかって、いたとき……あるじの……におい、が……した」

「主あるじ？」

　急な単語に首を傾かしげるリリィであったが、その答えはすぐに告げられる。

「……キョウ、の……におい、だ……」

「！　キョウを知ってるの!?」

　クイーンが告げたその名に驚くリリィであったが、クイーンは静かに頷く。

「……だい、じょう、ぶ……ある、じは……ぶじ……はや、く……たすけにきて、くれ……」

　そう言って魔物の軍勢と共に撤退を開始するクイーン。

　リリィはそんなクイーン達の後ろ姿を眺めながら、キョウが無事な事にホッと一安心をする。

「やっぱり、あの魔物達は兄ちゃんが栽培した魔物だったようだな」

「ぴぃ！」

「ジャック、バーンちゃん」

　気づくとリリィの隣にバーンを肩に乗せたジャックが立っており、その顔には収穫アリの笑みを浮かべていた。

「吉報だぜ。さっきある岩山へベンヌが降りるのを確認した。恐らくはそこに兄ちゃんがいる」

「そう。なら、次はいよいよ救出ね」

　ようやく一筋の希望を見出したように、リリィとジャックの表情は明るかった。
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「ぴぃー！」「ぴいぴい！」「ぴいー！」

「うわわ、やめろってお前達！　あは、あははは、そこを舐なめるなー」

「ご、ご主人様ー！」

　というわけで現在オレは、生まれたばかりのヒュドラにじゃれつかれ中です。

　あれから一日ほど経たって、ヒュドラの大きさは更に大きくなり、今では五メートルを超えて、立派な竜と呼べる外見になりました。

　しかし、性格はまだまだ遊び盛りの子供なのか、その頭で器用にオレをお手玉のように投げてはじゃれつくという行為をしてきます。

　時折、足や腕を舐めてくるので、くすぐったくってしょうがない。

　そんな光景をドラちゃんが地面で見てアタフタしたり、ルビィが時折クスリと笑っているのが見えた。

「……仲いいね」

「うん？　ああ、まあな」

　オレはヒュドラに降ろしてもらうよう頼み、彼らの頭に乗せられたまま地面に降りる。

「……キョウはすごいね」

「え、何が？」

「そんな風に魔物と友達になってる。すごいと思う」

　そう呟いたルビィの顔はどこか羨うらやましそうな哀あい愁しゆうを漂ただよわせていた。

「大したことはしてないよ。それにオレはただ育ててるだけだし」

「……でも、すごい。私はなりたいと思ってもそういうの出来なかったから」

「いやー、そうでもないと思うよ。現にほら、今はもう出来てるじゃん」

「え？」

　オレからのそのセリフにルビィは驚いたようにこちらを見る。

「ほら、オレとルビィ。もう友達じゃん」

「友達……？」

　その表情は驚いているようだったが、決して嫌がっている風ではなかった。

　やがて、何度か「友達……」という言葉を呟くと、ルビィはぎこちない笑みを浮かべる。

「……うん、嬉うれしい」

　そんなルビィに自分達も友達だとばかりにタマや、ヒュドラ達も彼女を囲み頰をすり寄せる。

　その光景を微笑ほほえましい気持ちで見るオレだったが──

「ほお、さすがだな。もうヒュドラの栽培に成功するとは」

　振り向くと、そこにはアンスールが立っていた。

「よくやってくれた、キョウ君。見る限り、ヒュドラの成長も十分なようだ。早速、戦力として使わせてもらおう」

「…………」

　アンスールの命令に対し、オレは静かに拳を握る。

　仮にここでオレが逆らっても前回のように人質に取られるだけ。

　そんなオレの不安と苛立ちを察したのか、ヒュドラがオレの前に移動すると、そのまま目の前にアンスールに対し、静かに頷く。

「ほお、今回のは随分と聞き分けがいいな。いいだろう。ではルビィよ、ヒュドラと共に再び前線に戻ってもらうぞ」

「……分かった」

　アンスールのその言葉に頷くようにルビィの姿がベンヌへと変化していく。

　その背中にヒュドラが乗ろうとした瞬間、ヒュドラの頭の一つがこちらを振り向き「任せてくれ」とばかりにオレに向かって頷いた。

　ここでオレが栽培してきた魔物達の中に悪意を持ったやつはいなかった。ならば、ここはヒュドラに任せていいのかもしれない。

　そう思い、オレはアンスールに気づかれないようにヒュドラに対し「任せる」と頷く。

　やがて、ヒュドラを乗せたベンヌが消えると同時に、アンスールはこの場に存在する魔物の樹を見み渡わたし、内一つにその視線を留める。

「ん……あれは？」

　それはオレがルビィに頼まれて植えたＳＳランク、アジ・ダハーカの樹であった。

　大きさはまだ他の樹と比べると小さいが、他とは違う種類の樹であることにアンスールもすぐさま気づく。

「妙みようだな……このような魔物の種は与えた覚えはないが」

　しかし、その樹を見た瞬間、アンスールの顔に浮かんだのは疑問の表情。

　それを見て、オレはこれがルビィの独断であったのだと気づく。

「この魔物の樹はなんだ？」

「……ルビィから渡された。戦力になる魔物だから育てろって」

　問いかけるアンスールに対し、オレは簡潔にそう答える。

　それに対し、アンスールは僅かに考え込む素そ振ぶりを見せるが、やがてすぐに納得したように頷く。

「そうか。まあ、戦力は多い方がいい。どのような魔物であれ、君を盾にすれば利用できるのだから」

　アンスールに取って魔物は使える道具に過ぎないとばかりにそう呟く。

「では、次の魔物達が生まれるまで君には引き続き、この場所の管理を任せる。せいぜい私の為ために今後も質のいい魔物を栽培してくれ」

　そう言ってアンスールは転移の魔法を唱え、この場より消える。

　後に残されたオレは目の前に生えたＳＳランク魔物アジ・ダハーカの樹をただ見ていた。
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「よし、それじゃあ、行きましょうか。キョウの救出に」

「おう。任せな、嬢じようちゃん」

「ムーもお兄ちゃんを助けるー！」

「すぃ～！」

「ぴぃ～！」

　あの戦場の戦いから約五日。

　ザッハーク軍が拠点としているテントの一つで密ひそかに出立の準備を整えたリリィ達がそう声を交わす。

「けど、思ったより準備に手間取ったわね」

「仕方ないさ。オレ達はこの場所の地理には詳くわしくない。オレが見た場所と地図を照らし合わせるのも時間がかかるし、それに兵士達の介護もしていたからな」

　ここ数日、リリィ達が足止めを食らっていた理由は、場所の特定と地図の確認だけでなく、負傷した兵士達を介護していたからでもあった。

　いくら見ず知らずの他人とは言え、負傷したままの兵士達をそのままにして、この戦場から抜け出すのはリリィ達にとっても心苦しかった。

　だから自分達が抜け出す前に、出来る限りの協力をしていたのである。

「今回はスィちゃんも一緒に行って、あいつを迎え入れようね」

「すぃ～！」

　スィの手を優しく握りながら、密かに彼女を守る決心をするリリィ。

　そのままテントのすみで考え込んでいるイースに対し、話しかける。

「イースも付いてくるんでしょう？」

　しかしイースから返ってきた答えは意外なものであった。

「……ううん、私は……ここに残る……」

　その返答に少し驚くリリィであったが、その理由を問うと、

「……まだ……兄の攻撃が続くと思う、から……誰だれかが守りに残らないと……それにザッハークさんの調子が……少し前から悪い、の……」

「そういうこと……」

　イースの答えに納得するリリィ。

　数日前の魔物との交戦によって、ザッハーク軍はかなりの痛手を負おった。幸い、死者は一人も出なかったものの戦力の低下は大きい。しかも現在、軍を率いるザッハークが謎なぞの発ほつ作さで動けずにいたのだ。

　この窮きゆう地ちに敵が再び侵攻を開始すれば、一気にザッハーク軍が壊滅という状況に陥おちいる。それを防ぐためにも誰かが守りに残る必要があった。

「……悪いわね、イース。守りを任せる形になって……」

「気に、しないで……誰かが、傷つくのは……嫌、だから……」

　イースにとっては実の兄と戦うかもしれない状況である。そんな彼女の心中を心配するリリィだが、イースは安心させるように微笑む。

　そんなイースからの後押しを得て、リリィ達はそのままテントを出て、目標とする岩山地帯を目指そうとしたのだが──

「襲撃ー！　魔物の軍勢が、この場所に向けて侵攻を開始したぞー！」

「!?」

　それは高台より魔物の襲撃を見張っていた兵より響いた警告。

　全軍に通達されたその警告により次々とテントから無数の兵士達が出撃する。

　その中には、未まだ胸を押さえたまま顔色の優すぐれないザッハークの姿もあった。

「来たか……」

　だが、その目に宿る憎悪と殺意の色は薄れることなく、こちらに迫る敵軍を睨にらんでいた。

「グランド。左翼部隊を引き連れて敵軍をかく乱しろ。エーゼル。右翼隊を率いて、かく乱された敵軍の側面を突け。私が残る部隊を引き連れて中央から一気に叩たたく。今度は逃がす暇も与えぬ。この地を荒らす魔物共を全て一掃せよ！」

『はっ!!』

　ザッハークの指示に、忠実に従いすぐさま行動を開始する兵士達。

　少なくとも戦場におけるザッハークの指示は的確であり、一軍を率いるカリスマにも優れている。

　過激ではあっても決して愚おろかではない将なのは、リリィから見ても明らかであった。

　だからこそ、なぜそんな人物が魔物全てを駆く逐ちくするなどと、非効率的な事にこだわるのか。

「アンタ、そんな体で前線に出る気なの？」

「……なんだ、お前達か。まだここにいたのか？　邪魔だ。協力する気がないのなら、さっさと失うせるんだな」

　リリィ達を一いち瞥べつし、ザッハークは明らかに不調をおして、無理やり前に歩き出す。

　そんな彼女の隣に慌ててイースが駆け寄り「わ、私も……力に、なり、ます……！」と彼女を支える。

　二人の後ろ姿を見ながら、リリィはため息と共に隣に立つジャックに囁ささやく。

「……ちょっと予定変更よ。キョウの救出には向かうけど、その途中、出来るだけ魔物も倒していきましょう」

「了解だ。なんだかんだで、嬢ちゃんも甘いな」

　ジャックの軽口をあしらいながら、リリィ達は再び駆け出す。

　それと同時に平野の先では、先日見た魔物達の集団がゆっくりとこちらに向け進攻を開始していた。

　その姿を見るや否や、ザッハークが剣を構え再びその宣言を口にする。

「全軍！　突撃せよー！」

　ザッハークの号令と共に、この地における攻防戦の火ひ蓋ぶたが再び切られた。
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「それにしても……なんでルビィはこいつを育てろなんて言ったんだ」

　あれから数日、呟いたオレの前にはすっかり大樹となったＳＳランク、アジ・ダハーカの樹があった。

　この地で立て続けに魔物栽培をしたおかげか、今回のＳＳランクの栽培は前回のバハムートを栽培した時よりも遙かに早くなっていた。

　というよりも前回は海という初めての環境だったせいと、今回はオレの栽培スキルがこの地に馴な染じんだという点が大きいのかもしれない。

　しかし、それよりも気になるのはこれを育ててくれと頼んだルビィの考えであった。

　アンスールとの問答で、これがルビィの独断だということが分かったが、なぜそれをオレに栽培させたのか。

　同じＳＳランク魔物を復活させて欲しいということなのだろうか。それとも、もっと別の意味があって──。

　そんなことを考えていると、足元にまとわりつく何かの感触に気づく。

「おっと、お前は」

「ぷぅー！」

　それはルビィがここに置いていったアルミラージのタマであった。顔を泥で汚したタマはオレの足元にチョロチョロまとわりつくと、ついてこいとばかりに足を引っ張る。

「お、おい、なんだよ、一体」

「ぷぅー！」

　よく分からないままタマのあとを追い、壁の端に行くとそこには無数のアルミラージ達が並んでいた。

「お前達……一体どうしたんだ？」

「ぷぅー！」

　オレが声を掛けると同時に、壁に寄り添っていたアルミラージ達は一いつ斉せいに散らばる。すると、そこにあったのは壁に掘ほられた穴であった。

「これって……！」

　それは人ひとりが入るには十分なサイズの穴であり、深さからいって相当奥まで掘り進んでいるようだ。

　オレがすぐさま隣のタマを見ると、そこには顔を泥で汚しながらも、どこか満足気なタマの表情があった。

「ぷぅー！」

「そうか……お前、ルビィに言われてからずっと仲間達と一緒にこれを掘ってたんだな」

　あの時、ルビィがタマに対し囁いた内容。そして、それからタマがアルミラージ達を率いてずっと壁ぎわで何をしていたのかを理解した。

　オレは足元に転がるタマの頭を撫でながら、思いっきり褒ほめる。

「よし、それじゃあ、ここから皆で脱出するか！」

『ぷぅ～!!』

　オレの宣言にタマ含ふくむアルミラージ達が一斉に返事をして、その場でピョンピョン飛とび跳はねる。

　ようやく摑んだ一筋の希望にテンション上がるオレ達であったが、その時、胸ポケットから顔を覗かせていたドラちゃんが何かに気づく。

「！　ご主人様！　あれ、あの樹の卵、動いています！」

「え？」

　ドラちゃんが指す方向、それはあのアジ・ダハーカの樹になった卵だった。頂上に実ったそれがブルブルと震える姿が見える。

　やがて、自ら意思を持ったように頂上から転がり、そのまま地上に落下した卵から中にいた魔物が姿を現す。

　だが、そこから現れた魔物の姿は、オレが想像したものとは全く異なるものであった。

「え……!?」

　そこにいたのは中性的な容姿を持った黒髪の少年。一瞬、女の子と見間違うほどの可か憐れんな姿であった。

　だが、それよりも特徴的だったのは額ひたいに生えた螺ら旋せん状じようの突起物。それはまさしくユニコーンの角であった。

「……う……ん……」

　生まれたばかりでまだ意識がはっきりしないのか、呻うめくような声を上げるその子にオレは思わず近寄り、抱きかかえる。

　重さは思ったほどなく、むしろ軽すぎるその体重にこちらが心配になるほどであった。

　ぱっと見、落ちた衝撃で怪け我がをした様子はなく、呼吸も安定しているようで、静かに眠りについていた。

　オレはホッと一息をつくが、そんなオレの腕の中でその子は何やら寝言のような事を言い出した。そして、その内容はオレにとって驚くべきものであった。

「……ごめ、ん……ごめん、ね……ザッ、ハーク……」

「え？」

　ザッハーク。この子は確かにその名を呼んだ。

　この大陸の女帝にして、勇者であるはずのその名を。

　生まれたばかりのこの子がなぜその名を知っているのか。いや、それ以前に何を謝っていたのか。

　その時のオレにはまだ理解が及ばなかったが、その子の瞳の端から溢あふれた涙が、なぜか胸を締め付けるような悲しい想おもいを感じさせた──。
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「はあああああああ!!」

　一方その頃。ザッハークは魔物の軍を蹴散らし、自ら最前線の剣となっていた。

「左翼部隊、そのままかく乱を続けよ！　右翼、今度は敵の背後に回り、挟み撃ちを仕掛ける！　いくら敵の質が高くとも数で押せば勝てる！　戦とはいかに敵軍よりも数を揃え、それをどう運用するかが戦局を大きく変えるのだ！」

「はっ！」

　戦場の状況を見み極きわめ、常に各部隊への伝令を行うことで、ザッハーク軍は魔物の軍勢との戦いにおいて、先を制していた。

　前回は魔物の質の高さを甘く見、それゆえ油断をしていた部分もあったが、今の彼女とその部隊に油断はない。

　これならば、魔物の軍を押し返すことも可能。そうイースが判断した瞬間であった。

「伝令ー！　右翼部隊、エーゼル隊全滅！　生き残った兵士達もすでに散り散りとなって逃走しております！」

「なんだと!?」

　突如、前線にもたらされたその報告に兵士達の間に激しい動どう揺ようが走る。

　あの暴君勇者ザッハークすらも、その報告に驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

「どういうことだ！　一体何があった!?」

「そ、それがＳランク魔物が……ヒュドラが確認されたとの事です！」

「ヒュドラだと!?」

　その報告に再び動揺する兵士達。中にはあからさまに恐怖を浮かべる者もいる。

　それもそのはず、ヒュドラと言えばＳランク魔物の中でも最も危険な魔物と呼ばれる存在。

　戦闘能力は勿もち論ろん、九つの首から放たれる毒の息は、無数の人間を文字通り一息で死に至らしめるほど危険なもの。

　いかに歴戦の戦士とはいえ、その毒をまともに受ければ致死は確実。

　皆が恐怖で震える中、ザッハークは毅き然ぜんとした態度のまま告げる。

「魔術部隊、私の後ろに付け。私自ら、そのヒュドラを狩りに行く！」

　震える兵士達の士気を上げるべく、自ら陣頭に立ち、その脅威を払うべく行動を起こす様はまさしく勇者。

　そんなザッハークに指名された魔術部隊も互いに顔を見合わせ、ザッハークの後ろに付く。

　それを確認し、ザッハークは右翼部隊が向かった先へと移動を開始する。その後を追うようにイースもまた動き出した。

　しばらく行軍してゆくと、段々とあたりに霧がかかってきた。

　ザッハークは魔術部隊に状態異常を防ぐ防御魔術をかけるよう指示を行い、魔術部隊はすぐさまこの場の全員に毒を弾く魔法のバリアを張る。

　が、その瞬間、背後より巨大な龍の尻尾しつぽが魔術部隊の足をすくった。

　その攻撃に足を取られた魔術師達は、そのまま地面に頭を打ち、何人かは気絶をしてしまう。

　霧に乗じての奇襲に先手を取られたザッハークは、すぐさま背後の黒い影へと剣を走らせる。

「ぐおおおおおお！」

　咆ほう哮こうと共にザッハークの剣を弾いたのは、九つの首を持つ巨大な竜の魔物──ヒュドラであった。

「ぐッ！」

　自らの剣が弾かれると同時に後方に飛ぶザッハークだが、ヒュドラはそんなザッハークの隙を逃さず、それに追撃をかけるように九つの首から無数の空気弾を放つ。

　それはザッハークのみならず、陣形を整えようとした魔術部隊までも襲い、連携させる隙すら与えず、陣列を崩壊させた。

「うおっ！」

「ぐうっ！」

　魔術部隊が集まった場所に放たれる無数の空気弾。そのうちのいくつかが魔術師達が持つ杖を弾き飛ばした。魔術部隊に明らかな動揺が走るのを見ると、それを逃すことなく、ヒュドラは口に溜めた猛もう毒どくの息を吐き出す。

「ぐおおおおお！」

「!?　魔術部隊、下がれー!!」

　叫さけぶザッハークであったが、その声が届いた時にはすでに遅く、魔術部隊は放たれた毒の息を防げず次々と倒れていく。

「貴様ッ！」

　まず機先を制する奇襲を行い、相手が態勢を整える暇すら与えず、サポートとなる魔術部隊を先に一掃する。

　それは紛れもなく人間との戦い方を知るＳランク魔物であり、その中でもこのヒュドラの知性は並みの人間を上回っていた。

　怒りに駆られ、剣を手にヒュドラへと特攻を仕掛けるザッハーク。

　だが、その瞬間、突如としてザッハークは胸に走る痛みにその場でうずくまり、膝をついてしまった。

（まずい……！）

　それを背後で見ていたイースはすぐさまザッハークの援護に走る。が、それより早くヒュドラの毒の息がザッハークへと放たれた。

　間に合わない……！　そう焦るイースであったが──

（……え？）

　イースは自らに視線を向けるヒュドラの首に気づいた。

　それはイースが持つ魔物の意思を感じる能力が、ヒュドラの意思を感じさせた。そこには敵に対する憎しみもなければ、殺意もない。

　ただ一言「大丈夫だ」とヒュドラの意識がイースへと語りかけた。

　だが次の瞬間、ヒュドラの吐いた毒の息を受けて、倒れるザッハーク。

　すぐさま駆け寄り、彼女を抱えるイース。しかしザッハークの呼吸は安定していて、さらに言えばその身は毒など全く受けていなかった。

　それは周囲の倒れた魔術師達も同じであり、イースは彼らの体を確認して、目の前のヒュドラに問いかける。

「……眠らせた、だけなの……？」

　イースの問いにヒュドラは九つの頭でそれぞれで頷く。

　ヒュドラには魔物特有の邪気はなく、むしろ、この戦いを穏おん便びんに終わらせようという意思のみが感じられた。

「もしかして、あなた……キョウさんの……？」

「ぎょおー！」

「ぐるぐるー！」

「ぎゅるるるー！」

　その問いにヒュドラのそれぞれの頭が陽気に頷き、叫びだす。

　それを見てイースは安心したように息を吐く。やはり、この戦場にいる魔物達はキョウが栽培したものなのだ。あの人が栽培した魔物達には敵意はない。ここにいる人達を殺す気などさらさらないのだ。

「……キョウさんは、今無事……なの……？」

　イースの問いに、ヒュドラ達は「心配するな」とばかりに再び声を上げた。それを聞いてイースは再びホッと一息を吐く。

「……よかったら……案内、出来る……？」

　そう呟くイースに対し、ヒュドラは「任せろ」と九つの頭で頷いた。

　そのままヒュドラの頭に乗ろうとしたイースだが、その腕を摑む手に気づく。

　それは気を失っているザッハークだった。無意識に腕を摑んだようであるが、その顔色は青ざめ、額には大量の脂あぶら汗あせをかいている。

　そして、ザッハークはもう片方の手で自らの胸を押さえながら苦しみに喘あえいでいた。

「……ザッハークさん……ど、どうしよう……」

　慌てるイースだが、この場で自分以外に意識のある者はおらず途方に暮れる。

　しかし、ザッハークのあまりの苦く悶もんの表情に耐えられず、イースは彼女の胸にある苦痛の原因を確認しようとその服に手を伸のばす。

「……ご、ごめんなさい、ザッハークさん……」

　一言謝った後、彼女の服を脱がすイース。だが、その服の下、彼女の胸に刻まれたあるものを目にした時、イースは驚愕をあらわにする。

　なぜなら、そこに刻まれていたものは──

「……刻、印……」

　それは先日見た、兄の手に刻まれた刻印と同じものであった。

　苦悶の表情を浮かべながら、ザッハークはうわ言のように何かを呟き出す。

「……許、さ、ない……わた、しは……お前を……絶対に、許、さないぞ……」

　許さない。そこに込められたのはザッハークが持つあらゆる負の感情、怒り、憎しみ、殺意、そして悲しみであった。

　そんな今の彼女を形成するような呪じゆ詛そを吐き出しながら、ザッハークはイースの手を握ったまま、ある名を呟いた。

「……絶対に……許、さない……ダハーカ……ッ」

「……ダハーカ？」

　その名を呟いた時、ザッハークの右目から涙がこぼれたのをイースは確かに見た。
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「この先を抜けた岩山がそうなのね？　ジャック」

「ああ、前にベンヌがその先の岩山の中に降りたのを確認した。兄ちゃんがいるとすれば、そこだろう」

　一方のリリィとジャック達は、侵攻してくる魔物達を途中何度も気絶させながら中央突破を果たし、キョウが囚とらわれている場所まで近づいていた。

　すでに目的地である岩山も目に見える距離。あと僅かでそこへ到達できるという時に、彼女達の前に一匹の魔物が現れた。

「うー……」

「アンタは、この前の……！」

　そこに現れたのはリリィと互角の勝負を行ったオーガクイーン。

　彼女の姿を見るや否や、リリィとジャックは戦闘態勢に入るが、当のクイーンは構えるどころか殺気すら放っていなかった。訝いぶかしむ二人に対し、クイーンは驚くべき行動に出る。

「……こっち、だ……ついて、こい……」

　彼女達に言葉をかけると岩山の方へと案内を始める。

　唐突な行動に驚く彼女達は顔を見合わせ、どうすると言った様子で相談を行う。

「……とりあえず、ついて行きましょう。あの子もキョウが栽培した魔物なら悪い子じゃないはずよ」

「……だな」

「すぃ～！」

　そうして彼女達はクイーンの後を付いて行くのだった。
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「それにしても、この子をどうするべきか……」

　先程、卵から生まれた少年。恐らくはアジ・ダハーカと呼ばれる魔物を抱えたまま、オレは途方に暮れていた。

　このまま、この子をここに置いていくのは、どう考えてもするべきではないだろう。

　最悪、というよりも間違いなくアンスールの手によって道具として利用される。

　ルビィがオレにこの子を栽培させたのはアンスールに与えるためではなく、きっともっと別の事のため。

　なによりも先程、この子が呟いた「ザッハーク」という名。

　そこに込められた感情は後悔、悲しみ、悔かい恨こん、懺ざん悔げ。そうした贖しよく罪ざいに満ちたものであった。

　ならば、オレがするべき事は一つしかない。もとより、この子を見み捨すてるなんて選択肢はオレの中にはなかった。

「この子も連れて一緒に逃げるか」

「ぷぅー！」

「はい！　それがいいですよ、ご主人様！」

　オレの提案に対し、足元に群むらがるタマを始めとしたアルミラージ達も賛成と言った様子で飛び跳ね、胸ポケットに収まったままのドラちゃんも頷く。

　よし、そうと決まったら。こうしてはいられない。

　オレはダハーカを背中に抱え、タマ達が掘ってくれた脱出穴へと向かう。

　幸い、大きさは人ひとりを抱えても十分入れるほどであり、オレはそのまま穴のある場所へとしゃがみこもうとするが──

「どこへ行くのかね？　キョウ君」

　その瞬間、オレの背後から身も凍るほどの冷れい徹てつな声が響いた。

「……そういうあなたこそ、どうしてここへ。アンスールさん」

　振り向くとそこには、不敵な笑みを浮かべたアンスールが立っていた。

「どうにも先日から君の様子がおかしくてな。いや、正確には君達か。そこに植えられた新しい魔物の樹のことも気になっていたが、まさかそれがＳＳランクの樹だったとは」

　そう言ってアンスールは、オレが背後に抱える子供を興味深そうに窺うかがう。

「その子を渡したまえ。それから君を逃がすわけにはいかない。君にはこれからも私の役に立ってもらわねば困るのだから」

　優しく手を差し伸べるアンスールだが、その笑みにはもはや悪意しかないことをオレは知っている。だからこそ、この場に連れてこられてからずっと言いたかったセリフをオレは惜しげもなく吐き捨てた。

「断る！　もうお前に協力するつもりも、魔物を渡すつもりもない！」

　ハッキリと断言するオレに対し、アンスールの目は冷たく凍っていく。

　やがてその顔からは笑みすら消えて、無感情で冷徹な表情だけが残った。

「……そうですか。残念です。あなたのような特別な人間を消すことはしたくはありませんが、私の役に立てないのなら野放しにも出来ません」

　そう言ってアンスールの右手がオレに向けられた瞬間、上空より急激な突風がこの場を襲った。

　上を見上げるとそこには、翼を広げこの場所へ降り立つ不死鳥の姿があった。

「──ルビィ！」

　その名を呼ぶと同時に、ベンヌの姿がルビィへと変わり、オレの前に立つ。

「……行って」

「!?　何を！」

「……ここは私が抑える。だから、その間に行って」

　そう言ってルビィはオレを庇かばうように一歩前に出る。それを眺めながらアンスールは変わらず冷徹な表情を向けていた。

「……お願い。その子を……ザッハークに届けて……」

「…………っ」

　今この場でオレが留まったとしてもルビィの役には立てない。それどころか足を引っ張るのは目に見えている。

　ルビィは自らを犠牲にオレを逃がそうと、今も刻印の呪縛に抗あらがっているはずだ。

　ならば、彼女の事を思うならば、一瞬でもここで踏みとどまってはいけない。

　そう思っていながらも、オレは見捨てたくない気持ち故に足を動かせずにいた。

「……絶対、また来るから……」

「……？」

「絶対に、お前を助けるから！　ルビィ！」

　せめて、その気持ちを言葉として、誓いとしてこの場に残したかった。

　必ず彼女を助けると。ここへ戻るとそう約束する。

「……ありがとう」

　そんなオレの言葉に対し、振り向いたルビィはいつものあの不器用な笑みを浮かべていた。

　そして、そのまま彼女はオレの足元にすがりつくタマに視線を移す。

「キョウのこと、お願い。タマ」

「──ぷう！」

　ルビィからのお願いにタマは全力で応こたえる。

　そして、オレはそのままダハーカを抱え、タマに案内されるように壁の穴へと向かう。

　背後でオレを逃がすべくアンスールへと抗うルビィの気配を感じながら、オレはただ唇くちびるを嚙かみ締めるしか出来なかった──。




「……分からないな、ベンヌ。抗えないと知って、なぜ私に逆らう」

「……はぁ……はぁ……はぁ……」

　キョウを逃がすため時間を稼かせぐルビィであったが、その結果、彼女は肉体に刻まれた刻印の呪縛により、もはや満足に動けないほど体を縛られていた。そして今やアンスールの眼前にて這はい蹲つくばることしかできなくなっている。

「……キョウが、言ってくれた……必ず、私を助けるって……だから……っ！」

　懸命に刻印の力に抗うルビィを、アンスールはどこまでも冷徹に見下す。

「……残念だが、もはやそれは叶わぬ。私に逆らった以上、刻印による呪縛によりお前の意思も感情も全て剝はく奪だつさせてもらう」

　そう呟き、アンスールが右手を差し出す。同時にルビィの腹に刻まれた刻印が赤く輝き、ルビィの精神を蝕むしばんでゆく。

「──ああああああああぁぁッ!!」

　それはかつて上げたことのないほどの絶叫。同時にルビィという人格、魂たましいそのものが刻印により上塗りされ、消されていく。

「……出来ることならここまではしたくなかった。だが、下手に感情や記憶に惑わされ苦しむくらいなら、いっそ全てを消し、操り人形とする方がマシか……」

　そう吐き捨て、ルビィに刻まれた刻印が彼女の魂を焼き尽くす。

　やがて、糸の切れた人形のようにルビィは倒れた。そこには先程までの生気はまるで感じられない。

「…………」

　倒れたルビィを見下しながら、アンスールは手の刻印を輝かせる。

　同時にルビィの姿が炎纏まといし不死鳥ベンヌへと変化する。

　やがて、開かれたその眼には一切の自我はなく、ただ無機質な憎悪のみが存在していた。

「……もはやこれまでだ。あのキョウも逃げた以上、私の障害となりかねない。明日、お前の力を持ってキョウとザッハーク軍を灰かい燼じんと化す」

　アンスールのその命令に、ベンヌはこれまでにない慟どう哭こくに満ちた咆ほう哮こうを上げた。
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「はぁ……はぁ……これ、結構深いな……あと、どれくらいなんだ？　タマ」

「ぷぅー！」

　先頭を歩くタマのお尻を見ながら、タマは「もう少し！」とばかりに声を上げる。

　とにかく今は前に進むことが先決だと自分に言い聞かせて、オレは穴の中を必死に進む。

　やがて、目の前から光のようなものが見え、それに向かってタマが勢いよく声を上げながらダッシュをする姿が見えた。

「──出口か！」

　溢れ出す光を目指して、一気に駆け出し、そのまま光の向こう側──壁の外へと身を乗り出す。

「よ、ようやく出られたー！」

　全身、土や泥まみれになりつつも無事にあそこから抜け出せた事に喜びを感じ、思わず大の字で寝そべるオレ。

　その周囲にタマを始めとしたアルミラージ達も集まりだした。

「ぷぅぷぅー！」

「ぷぅー！」

「ははっ、ありがとうな。お前達のおかげで助かったよ」

　そう言ってアルミラージ達を撫でていると──

「キョウー!!」

　背後から懐なつかしい声が響いた。

　それはオレがよく知る少女の声。振り返るとそこには──仲間の姿があった。

「リリィ！　ジャック！　バーン！　ムー！　スィ！　それにクーちゃんも！」

「キョウ……全くこの馬鹿は！　心配かけないでよ！」

「無事で何よりだぜ、兄ちゃん」

「ぴぃー！」

「お兄ちゃ──ん!!」

「ぱぱ──!!」

　真っ先に飛びついて来たのはスィとムーであった。

　二人はすぐさまオレに抱きつくとそのまま胸に顔をうずめる。

「スィ、ムー。心配かけてごめんな」

　オレはそのまま二人の頭を優しく撫でる。すると、二人は涙目になりがらも嬉しそうに微笑んだ。

　その背後にはオーガクイーンことクーちゃんもいて、二人がオレに飛びつくと彼女もまた自分の腕をオレの腕に絡めてくる。

「ある、じ……だいじょうぶ、だった……？」

　その表情は今にも泣きそうなくらいで、オレはそんなクーちゃんを安心させるように微笑む。

「ああ、大丈夫だよ。クーちゃんも心配かけて、ごめんな」

　そのオレのセリフに安心したようにクーちゃんも微笑む。

　一方のリリィもホッとしたように笑みを浮かべるが、その視線はオレが背負っているダハーカに向けられていた。

「キョウ。その子はどうしたの？」

「ああ、こいつは……」

　どう説明したものかと思ったがその瞬間、背中に担かついでいたダハーカが目を覚ます声が聞こえた。

「……ん……こ、ここは……？」

「お、気がついたか」

　背中越しに話しかけると、ダハーカはぼんやりした様子で周囲を見回す。

「……あなたは？」

「オレはキョウ。魔物栽培士で一応、君を栽培したことになるかな」

「栽培……」

　そう説明するとダハーカは何かを納得したように頷く。

「そう、ですね……。確かにそうなりますね……。僕は死んだはずですから、それがこうして生きているのなら、あなたのおかげです。ありがとうございます、キョウさん」

「いや、そんな気にしないで」

　丁寧にお礼を言うダハーカはそのままリリィ達に対し、自己紹介を行う。

「初めまして。僕の名前はアジ・ダハーカ。この大陸に存在する生命の樹を守護するＳＳランク魔物です」

　その紹介を聞いた瞬間、リリィ含めこの場の全員が驚くように息を吞のみ、その後、慌てたようにオレに問い詰める。

「ち、ちょっとキョウ。ＳＳランク魔物ってなんでアンタがこんなのを栽培してるのよ？」

「いや、それが話せば長くなるんだが……」

　オレはこれまでの経緯を搔かい摘つまんで話す。

　教会の脱出口から出たところでアンスールに捕らわれて、あの場所へさらわれたこと。

　赤髪の少女ルビィが、ベンヌであったこと。

　そのルビィからこのアジ・ダハーカの種を渡され、栽培したこと。

　そして、オレを逃がすためにルビィが足止めをしてくれたこと。

　全てを説明する時間はないので、どうしても伝えたい重要な部分だけを皆に話す。

「そうだったの……。あの子がベンヌでアンタを助けてくれたのね……」

　リリィの表情は重く真剣だ。

　ルビィがオレを逃がすために自分の主である刻印の魔女に歯向かったこと。

　それがどれほどの決意と重さだったのか、リリィはそれを深く受け止めていた。

「……ルビィが言ったんだ。この子をザッハークに会わせてくれって。それがどういう意味なのかは分からないが、あの子が言ったことならオレはそれを実現させたい」

　そう言って隣にいるダハーカを見ると、この子もまた決意に満ちた表情をしていた。

「そうだったんですね……ベンヌが僕のために……。ありがとうございます。そして、ザッハークに会わせて頂いただけるのでしたら、どうかお願いします。恐らく、彼女を救えるのは僕しかいないはずですから」

「ザッハークを救う？　それってどういう？」

　問いかけようとするオレであったが、瞬間、巨大な影に覆われた。

　見ると、森の奥から木々をなぎ倒して現れる巨大な生物がいた。

　それは九つの首を持ち、全長数メートルを超える神話の魔物、Ｓランク・ヒュドラであった。

「ぐるぅー！」「ぐるぐる！」「ぐおーん！」

「ヒュドラ！　お前も無事だったのか！」

　ヒュドラはオレを見かけると、すぐさま九つの頭でオレに甘え始める。

　気のせいか、前よりも大きくなっている気がする。いや、これ確実にデカくなってるな。鳴き声も随分勇いさましくなってるし。などと思っているとヒュドラの頭に乗っていた少女がこちらに降りてきた。

「……キョウさん！　無事でよかった……！」

「イースちゃん！」

　駆け寄ってきた彼女はオレに怪我がないのを確認すると安心したように息を吐く。

　だが、すぐにその表情は焦るようなものへと変化し、そこから飛び出したセリフは衝撃的なものであった。

「キョウさん……皆さん……お願い……ザッハークさんを……助けて……！」
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「ここか！」

　イースちゃんに頼まれ、オレ達はすぐさまザッハーク軍が野営しているテントへと向かった。

　そこは戦場で倒れたザッハークが運ばれた場所でもあった。

「！　な、なんだ、お前達は!?」

　オレ達が中に入るや否や、そこにいた医者と護衛の兵士達がいきり立つ。

「お前……以前、城に来た魔物栽培士か？」

　ただ兵士の一人が前にオレが城に来たことを覚えていた。

「事情は聞いています。ザッハークさんの容態を見せてください。恐らく、オレになら治せます」

「なに？　何をたわけたことを……」

「本当です。以前、帝王勇者様のところにいた際、マンドラゲという治療効果を持つ魔物を栽培しました。その触しよく手しゆでならどんな症状でも治せます」

　そう言ってオレはカバンに入れていたドラゲちゃんの触手を見せる。

　それを訝しむように見る兵士達だったが、医者と思わしき人物がこちらに近づく。

「……ちょっとよろしいですか」

　その医者にマンドラゲの触手を渡すと、医者は何やら魔術を使い、その成分を調べ始めた。すると驚いたような表情を浮かべる。

「これは……信じられん。あのマンドラゴラと同じ治療効果がこの触手には含まれているぞ……！」

　驚く医者に兵士達も驚愕をあらわにする。

「お願いです。協力させてください」

「…………」

　オレの頼みに対し医者や兵士達は顔を見合わせ、やがて静かに頷き合った。

「──分かった。頼む」

　奥に通してもらうと、そこでは簡易ベッドに横たわるザッハークの姿があった。

「はぁ……はぁ……」

　上半身の軍服は脱がされ肌着のみとなっていたが、僅かに覗いた胸からはそこを蝕むしばむように真しん紅くの刻印が見えた。

「これって……刻印？　どういうこと？」

　それを見て、驚愕に震えたのはリリィだ。

　オレも同じ気持ちであったが、今はなぜザッハークに刻印があるのかは後回しだ。

　これが何らかの病的症状、あるいは怪我ならば、ドラゲちゃんの触手を食べさせればすぐに治る。

　そう思い、オレはザッハークに触手を食べさせるが……食べてからしばらく経っても、ザッハークの体に変化は全く起きなかった。

「……はぁ、はぁ……はぁ……！」

　いや、それどころか症状はドンドンと悪化しているように見える。

「そんな……どんな病気でも治せるはずのマンドラゲの触手が効きかないなんて……これは一体なんなんだ……？」

　困こん惑わくするオレの肩に手を置く人物がいた。アジ・ダハーカだった。

「……キョウさん。ここは僕に任せてください。いえ、むしろこれは僕にしか出来ません」

「？　どういう意味だ？」

　問いかけるオレに、ダハーカが答えた一言は衝撃的なものであった。

「この刻印は……元々僕に刻まれたものだったんです」

「え？」

　オレだけでなく、この場の全員が息を吞む。

　困惑するオレ達をよそにダハーカは微笑みを浮かべ、隠された真実を語り始めた。

「お話しましょう。僕とザッハークのこと。そして、なぜザッハークが魔物を憎むようになったのか……」
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　全ての始まりはこの大陸を支配する前皇帝、ザッハークの父が亡くなった日に始まった。

　当時、後継者として選ばれたのは前皇帝の血を受け継ぐザッハーク。

　この大陸に存在した邪悪の樹を切り倒した勇者の娘であり、その跡を継つぐに相応ふさわしい才能の持ち主であった。

　幼い頃より、その才覚を見出された少女は剣術、格闘技、知性、帝王学、あらゆる分野においてその才能を発はつ揮きした。

　だが彼女が皇位を継ぐのを不安を感じる者も少なくはなかった。

　一つは年齢。当時まだ十五にも満たない少女だったためだ。そして、もう一つがその心優しい性格であった。

　当時のザッハークは民を思い遣やり、下々に対しても自ら接触し、従者であろうとその存在を蔑ないがしろにしなかった。

　それは理想の王であったが、その博愛精神は同時に弱さとしても見られていた。

　何より前皇帝が邪悪の樹討伐という偉業を成したのに対し、ザッハークはそうした争いごとを好まなかった。

〝戦臆おく病びようの皇帝〟。

　当時、皇帝として選ばれたザッハークは前皇帝との対比によりそう呼ばれていた。




「……戦臆病の皇帝か……」

　その日、ザッハークはグルトップと呼ばれる金色の毛並みを持つ馬の魔物の背に乗り、森の中をあてもなく歩いていた。

　ここ最近、政務を行っている時すら、時折そうした自分の弱さ、及および腰ごしを指摘され、ザッハークの心は憂うれいていた。

　そんな時、こうして相棒の馬と一緒にあてもなく森や平野をかけることが彼女にとって、ちょっとした気晴らしとなっていた。

「臣下達の言い分も分かる……。武ぶ勲くんを立てて勇者の称号を得れば、その国の立場は強くなる。実際、今のネツァク大陸を支配している帝王勇者もそうだ」

　そう呟き、ザッハークはこの国の将来について考える。

　勇者の称号を持つ者がその国にいれば、各大陸からの信頼も多く勝ち取り、それによって他国よりも有利な交渉、交こう易えき、様々な援助も受けられる。

　それは国にとってなによりも利となる存在。故ゆえに勇者と呼ばれる存在を自らの国に招き寄せ、重役に当てる国も少なくはない。

　王自身がその勇者としての立場をも得られれば、それはまさに至高の権威そのものと言える。

　しかし、ザッハークにはそうして自ら勇者になろうという願望はなかった。

　そもそも、そのための手段が彼女にとっては気が進まなかった。

　勇者となるためには、いくつかの方法が存在する。あらゆる分野において活躍、一定以上の功績を挙げればその称号を得られるが、最も手っ取り早い手段が武功である。

　故にあらゆる冒険者が様々な魔物を狩り、功績を挙げるのも、そのためである。

　現に前皇帝、即すなわちザッハークの父も邪悪の樹討伐という偉業を成したことにより、勇者の称号を与えられ、この国も世界的に注目を集めた。

　だがザッハークにはそうした己のために戦いを繰り返すという行為がどうしても出来なかった。いや、もっと言えば、彼女は戦いを──恐れていた。

「傷つくのは嫌だし、なによりも相手を傷つけるのは……嫌だな。それが魔物であっても血を見たり泣き声を聞くのは好きになれない……」

　それを弱さと言うべきか、あるいは優しさと言うべきか。ザッハークはそうした迷いを抱えていた。

　そんな彼女を慰めるようにグルトップが鳴き声を上げ、心配そうに彼女の方へと首を動かす。

「ふふ、ありがとう。ペルシア。お前はいつも私を慰めてくれるな」

　ペルシアと名付けたグルトップの背中を撫でながらザッハークは呟く。

　彼女にとって愛馬ペルシアは普段は言えない自分の愚ぐ痴ちを呟ける唯一の相手でもあった。

「それじゃあ、そろそろ帰ろうか。あまり遅くなると兵達が心配する」

　仮にもお忍びで気晴らしをしているため、あまりこうした行為がバレると外へ出ることを咎とがめられる。そのため急いで戻ろうとした時、ザッハークは視界に入った奇妙な光景に気づいた。

（……え？）

　それは森の奥、少し広まった場所に寝そべっている少年の姿であった。

（あんなところに子供が……！　魔物にでも襲われたら大変だ！）

　そう思い、ザッハークは急ぎ森の奥へと愛馬を走らせ、そこへ眠る少年に声をかける。

「君、大丈夫かい？　こんなところで眠っていたら魔物に襲われるぞ」

　そう言って声をかけると少年はゆっくりと目を覚まし、ザッハークの方を振り向いた。

　その少年の瞳を見た瞬間、ザッハークはあまりに美しく澄すんだ輝きにまるで自分が吸い込まれるような感覚を覚える。一瞬呼吸すらも忘れていた。

「……ありがとうございます。大丈夫ですよ」

　少年がそう口を開くと、ザッハークは慌てたように呼吸をし、忠告を口にする。

「だ、大丈夫って、こんな森の奥で眠ってる子を放ってはおけないよ。君、家はどこなの？」

「お気遣いなく。僕はこの森に住んでますから、平気です」

「平気ってそんなこと……」

　そう呟く少年の身を案じるザッハークであったが、その時、森の奥から巨大な牛の魔物が姿を現した。

　それはこの森に住まう魔物カトブレパス。危険度Ｂランクに値する魔物であった。

「！　君、下がって！」

　咄嗟に少年を守ろうと前に出るザッハークであったが、その彼女の手を抑え、少年が前に出る。

「大丈夫ですよ。ほら」

　そう言って少年が手を差し伸べると、カトブレパスはその手に頭をこすりつけ、ゆっくりとその場に座る。

　そんな魔物の大人しい姿を見て、ザッハークは驚きに口を開く。

「これは一体……」

　驚くザッハークを横目に少年はクスリと微笑みを浮かべる。

「魔物は本来、それほど恐ろしい存在じゃないんです。人を襲う場合にも何かしらの理由があります。だから、こうして魔物と心を通じ合わせれば不要な争いは避けられますし、友達にだってなれます」

「魔物と友達に？」

　それはザッハークにとって衝撃的すぎる言葉であった。

　だが、少年は何でもないとばかりに笑い、続ける。

「別に珍しいことでもないですよ。魔物の中には人間に飼われ、調教されるものもいるでしょう。そちらのグルトップも、あなたの移動手段として人間に飼われていますが、それはその子があなたの事を本当に気に入っているからです。こうした人と魔物の信頼関係というのは実は身近なところにたくさんあるんですよ」

　そう言ってザッハークの愛馬であるペルシアを指差す。

　確かに、これまで意識したことはないが、言われてみれば思い当たる事は多い。改めてそれを指摘してくれた少年に対し、ザッハークは感心した様子で頷く。

「そうだ。もしよかったら」

　そう言って少年は懐ふところから鳥の羽根で編あまれたブレスレットをザッハークの腕につけてくれた。

「ロック鳥の羽根で編んだ腕輪です。持ち主の不幸を払うという言い伝えがあります。よければ受け取ってください」

　微笑む少年の顔を見て、ザッハークは何故だか顔が赤くなるのを感じ、慌ててそっぽを向いて答える。

「ま、まあ、くれるというのならもらっておこう。……感謝するぞ」

　最後の方は小声になってしまう。そんなザッハークを見て少年は可お笑かしそうに笑うのだった。

　そうして、その日を境に二人はこの場所でたびたび会うようになっていった。




「そうか、ダハーカというのか。変わった名前だな」

「そういう君こそ、ザッハークってこの国の皇帝じゃないか。まさか、皇帝がこんな場所にお忍びで来るなんて驚いたよ」

「た、たまたまだ、たまたま。言っておくが昨日は来てないぞ。私だって政務で忙しいからな」

　気づくとザッハークは、その少年ダハーカと何でも話す間柄となっていた。

　ここにいる間、ザッハークは新皇帝としての責務から解放され、一人の少女として他愛ない話が出来た。

　今までは立場上、誰にも言えなかった事も、その少年にだけは話せた。

「私は……戦うことが怖いんだ。誰かを傷つけるのも、傷つけられるのも……。それにお前の話を聞いてから魔物に対する考え方も変わっていった。もしかしたら、人と魔物はもっとわかり合えて、いい道を選択出来るのかもしれない」

「……うん、そうなると素敵だね」

　その話をしている時、ダハーカはそれまでにないくらい親身に、まるで自分自身の事のように相談に乗ってくれた。

　彼に話すたび、彼の同意を得るたび、ザッハークは少しずつ自分の考えに自信を持ち始めた。

　たとえ、戦臆病と一部の者達の批判を買っても、自分を分かってくれる友人が一人でも傍そばにいるのなら、それで十分だとも思えた。

　やがてザッハークの手首に巻かれたロック鳥の羽根のリングに気づいたダハーカが嬉しそうに笑みを浮かべる。

「それ、大事に巻いてくれてるんだね。嬉しいよ、ありがとう」

「ふ、ふんっ、たまたまだ。丁度手首に巻くものがなかったから使っているだけで、妙な勘違いはするな」

　そう言って、ザッハークは自分の顔が赤くなってるのを自覚し、それを見られないようそっぽを向く。そんな彼女をダハーカは優しく見守っていた。




「ダハーカはなぜこの森にいるんだ？　他に行く場所はないのか」

　あくる日、いつものように森で話をしていたザッハークはそんな事をダハーカへと問う。

「うーん、そうだね。僕にはもう行く場所がない存在なんだ……」

「？　どういう意味だ？」

　ザッハークの問いかけに、ダハーカは困ったように笑いながら、どう答えるべきかと考えながら口にする。

「……本当は僕、この森の奥にあったある物を守らなきゃいけなかったんだ。けど、僕が生まれた時にはそれはもうなくなっていた。ある人によって壊されてたんだ」

「それって、お前の家か何かか？」

「似たようなものかな。とにかく、そのせいで僕は生きる意味がなく、ただここでぼんやりと過ごす日々を送っていたんだ」

　そう言って僅かに哀愁を漂わせるダハーカであったが、すぐさまその顔に笑みを浮かべて隣に座るザッハークを見る。

「けど、そんな時、君と出会った」

「え？」

「君と出会えたおかげで僕もここにいる意味が出来た。ありがとう、ザッハーク」

　微笑むダハーカの顔を見て、ザッハークは慌てるように顔を背そむける。

「ば、馬鹿かお前は！　そんな恥ずかしいセリフ、よくも真顔で言えるものだ……」

「だって、本当のことだから」

「余計に恥ずかしいわ！」

　いつもの談笑。いつもの微笑み。二人の間に繫がった絆きずなはこれからもずっと続くものだと、そう思っていた。

　だが、その絆が砕けるのはそう先のことではなかった。




　その日、ザッハークはいつものように森の広場へとペルシアの背に乗りながら向かっていた。

　今日はどんなことを話そうか。どんなことを打ち明けようか、と一人の少女として胸を高鳴らせていたザッハークが異変に気づいたのは、そこへ到着してすぐであった。

　いつもなら、広場で待っているか、眠っているかしているダハーカが、その日に限って、なぜか苦しむように地面にうずくまっていた。

　それを見たザッハークは急ぎ、馬から降りて、彼の下へと近づく。

「ダハーカ！　どうしたんだ!?」

「……ザッ……ハーク……？」

　慌てて親友の下へと向かうザッハークであったが、それに気づいたダハーカは息も絶え絶えに必死に彼女に向かって叫ぶ。

「ダメ……だ……！　こっちに、来るなぁ……!!」

「ダハーカ？」

　初めてのダハーカからの怒声に驚き、立ち止まるザッハーク。

　だが、目の前で友人が苦しんでいるのをザッハークは見て見ぬ振りは出来なかった。

　そのまま彼に近寄り、その肩を抱き寄せる。

「どうしたんだ、ダハーカ!?　何があったんだ!?」

「……ッ、あ、ぁ……！」

　問いかけるザッハークに対し、ダハーカの返答はない。

　ただ胸を搔き毟むしるようにその場で暴れだす。

　見ると、その胸には見たことのない真紅の刻印が輝いていた。

　それがなんなのか問いかける前に、ダハーカの瞳がザッハークの目を射い抜ぬく。

　そこにあったのは以前見た透き通るような色ではなく、殺意にまみれた鋭するどい眼光。まるで蛇のように獲物を睨む目であった。

「……ザッ……ハーク……ッ！」

　そうダハーカが呟くと同時に、彼の体に変化が起きた。

　その腕が、顔が、体が、見る見る内に異形の姿へと変化していく。

　背には翼、口には牙、皮膚は鱗うろこに、顔は蛇に。

「……ダ、ハーカ……？」

　呆然とその変へん貌ぼうを見るザッハーク。そして、気づくと彼女の目の前に一匹の巨大な翼を生やした蛇が姿を現していた。

『ガアアアアアアアアアァァッ!!』

　それはこれまでザッハークが聞いたことのない憎悪にまみれた獣の声。

　あらゆる生命を死滅させるという呪いの咆哮であり、その殺意の対象は紛れもなく目の前のザッハークへと向けられていた。

「……な、んだ、これは……？　ダハーカ……お前、何が、あったん……だ……？」

　困惑し、恐怖で震えるザッハーク。

　だが、そんな震える少女に対し、蛇の一撃は容よう赦しやなく振るわれた。

　放たれた牙きばはザッハークの左目を切り裂き、彼女からその視力を奪う。

　牙の一撃を受け、吹き飛んだザッハークは、そのまま地面に転がり血を吐きながら、なおもその思考は目の前の出来事を拒絶していた。

　なんで？　どうして？　なぜ？　ダハーカが？　魔物？　私を攻撃？　殺そうと？　友達？　思い出？　腕輪？　死ぬ？

　困惑するザッハークが次に見たのは自分の目の前に立つ白いローブの男だった。

　その男のローブの袖から見えた手には、真紅の刻印が刻まれていた。

「無ぶ様ざまですね。新皇帝ザッハーク様」

　誰だ？　呆ぼう然ぜんとした意識の中、ザッハークは確かにその男が自分を見下ろし、笑うのを見た。

「彼は……アジ・ダハーカはこの大陸に存在した邪悪の樹を守護するＳＳランク魔物。ですが、その邪悪の樹はあなたの父、即すなわち先代の皇帝によって切り倒された。つまりあなたは彼に取って自分の居場所を奪った仇かたきの子」

　私の父が、奪った？　ダハーカが魔物？　ＳＳランク？　仇？

　困惑する意識の中、男の声だけがなぜか鮮明にザッハークの耳に届く。

「彼があなたに近づいたのも全てはこの時のため。自分の居場所を奪った者への復讐です。そう、これは復讐なのですよ、ザッハーク様。勇者の血を受け継ぐあなた達への」

　そう言ってザッハークを見下ろす男の目に宿った、凍るような憎しみの瞳をザッハークはただ呆然と見上げた。

　そして、男が消えると同時に、魔物と化したアジ・ダハーカの牙がザッハークへと迫る。

　それに気づきながらザッハークは避けることが出来ず、ただ目の前の出来事を走馬灯のように眺めていた。

　死を覚かく悟ごした瞬間、自分を庇うように前に出たペルシアの姿を見ながらザッハークの意識は途と絶だえた。




「う、ううっ……」

　次に目を覚ました時、そこは血だまりであった。

　自分を庇かばうように覆い被かぶさったペルシア。その無残な死体から流れ出た血が辺り一面を赤に染めていた。

「ペル……シア……？」

　呆然としながら、その頭を撫でるザッハークであったが、長年愛馬として共にしたその魔物からの返事はなかった。

　虚うつろな表情のまま、ザッハークは森を出た。

　そして、自らの国の方を振り返った時、そこに映った光景は──地獄であった。

「……なん、だ……あれ、は……？」

　赤。そこに見えるのは先程見た血の赤よりも、もっと鮮烈な紅蓮の赤。

　すなわち業火に燃える自らの国であった。

　兵が、民が、親が、子供が、老人が、全ての人間が分け隔へだてなく燃え、惨ざん殺さつされていた。

　届く悲鳴。聞こえる絶叫。必死に抗う声に、助けを請こう叫び。

　地獄と化した自国の中心にはあの巨大な魔物──アジ・ダハーカがいた。

　その目は紅蓮に輝き、目に映る全てを鏖おう殺さつしていた。

「……やめろ……」

　目の前で自分の知っている兵士がダハーカの牙に殺される。

「……やめろ……」

　目の前で自分の知っているメイドがダハーカの炎に焼かれる。

「……やめろ……！」

　目の前で自分の知っている親子がダハーカの尾に踏み潰される。

　愛する民、兵士、その全てがまるで塵ちりのように殺されていく。

　その光景を見ながらザッハークの頭の中に響いた声は、自らを責める民達の声。

「戦臆病のザッハーク」「魔物と戦うのが怖いとは……」「あれでは前皇帝には及ばない」「この国には勇者が必要だ」「魔物を倒すことが正義」「魔物と分かり合うなどありえないこと」




「君と出会えたおかげで僕もここにいる意味が出来た。ありがとう、ザッハーク」




「────あ、ああ────あああああああああああああぁッ!!」




　気づくとザッハークは両手に剣を持ち、紅蓮の街をかけていた。

　それに気づいたアジ・ダハーカが炎を放つが、それすら意に介さず、剣圧による衝撃波だけで炎を両断する。

　驚く暇さえ与えず、ザッハークはそのまま跳躍をする。

　その剣が向かう先はアジ・ダハーカの眉み間けん。急所のみ。

「あああああああああああああああぁッ!!」

　必殺の覚悟と咆哮をあげ、それを迎え撃とうとしたアジ・ダハーカであったが──その瞬間、ザッハークの腕に巻いてあったロック鳥の腕輪が風圧で解けた。

『…………！』

　刹せつ那な。それを見たアジ・ダハーカの動きが止まり、その瞳に僅かな理性が戻ったのをザッハークは気付かなかった。

　後に訪れたのはただ、ザッハークが放った剣を自ら受け止めるように動かなかったアジ・ダハーカの姿のみ。

　ザッハークの剣はダハーカの眉間──急所を完全に貫つらぬいた。

『──────』

　ゆっくりと、音もなくダハーカは倒れる。

　建物を崩しながら倒れていく巨体。それに巻き込まれる形で地面に叩きつけられたザッハークだったが、それにも構わず彼女は立ち上がり、倒れたままのダハーカへ再び剣を突き刺す。

「……噓うそつき……」

　ザッハークの剣がアジ・ダハーカの体を貫く。何度も、何度も、何度も、何度も。

「全部……全部、私に近づくための噓だったのか……」

　鱗を貫き、その先の肉体を貫き、動かなくなった心臓をなおも貫く。

「噓つき、噓つき、噓つき、噓つき、噓つき」

　全身をアジ・ダハーカの返り血で染めながらもザッハークの手は止まらなかった。いつしか手足の震えはなくなり、その胸には憎悪の炎が滾たぎっていた。

「噓つき！　噓つき！　噓つき！　噓つき！」

　何度も。何度も。何度も。気が狂ったようにザッハークは叫び続ける。

　いつしか涙も枯れ、悲しみも絶望も消え、後に残ったのはただ一つダハーカに対する──憎しみだけであった。

「噓つきいいいいいいいいい!!」

　ザッハークの剣が再びアジ・ダハーカの胸を貫く。

　そこはダハーカの胸に刻まれた真紅の刻印のあった場所。そこをかつてない憎悪の咆哮と共に貫いた瞬間、ダハーカの胸にあった刻印が妖あやしく蠢うごめいた。

　それは剣を伝い、腕を通りザッハークの胸へと移動した。

　まるでザッハークの憎しみの鼓こ動どうに刻印が惹かれたかのように。

「ぐッ……！」

　自らの胸に移動した刻印の痛みにうずくまり、倒れるザッハーク。

　だが不思議と、彼女が抱いている憎悪の炎は薄れるどころか逆に強まってゆく。

　自分を裏切り、噓をついたアジ・ダハーカをこの手で殺したというのに憎悪が収まらない。まだ足りない。まだ許せないと。胸の内で悪魔が猛たけり狂くるうようにザッハークの憎しみは、全ての魔物へと向けられた。

「──これは驚きましたね。刻印が人間に移動するとは。恐らくはあなたの憎しみの波動に刻印が誘導されたのでしょうが、これは極きわめて珍しいパターンですね」

「誰、だ……？」

　倒れたまま振り向くザッハークの背後に一人の男が立っていた。

　白いローブに包まれた細い体。端正な顔立ち。女と見まがうほどの美しい外見とは裏腹に、男が浮かべたその表情はまさに悪魔のように冷徹なものであった。

「先程は挨あい拶さつもせず、失礼しました。初めまして、私はアンスール。この国を滅ぼしに来た者です」

「な、に……？」

「ああ、別にこの国だけではなく、この世界にある人の国は全て滅ぼすつもりです。特に勇者と関かかわりがある国は」

　その言葉にザッハークは呆然となる。が、すぐにその目に憎悪を宿し、目の前の男を睨む。

「お前が……この国をこんな風にしたのか……!?」

「ええ。この国は先代の国王、勇者の力によって繁はん栄えいしたと聞きます。それを潰すのがまずはいいかと思い、アジ・ダハーカの力を借りたのですが、やれやれ。私の計画もまだ修正が必要ですね」

　アジ・ダハーカの名を聞いた瞬間、ザッハークの心に再び憎悪の炎が湧き上がる。

　最初から仕組まれていたことだったのか？　ダハーカはこいつと組んで私の国を？

　そんな憎悪滾たぎらせるザッハークを、しかしアンスールは興味深そうに眺めていた。

「ですが、今回は面白いものが見られたので良しとしましょう。それでは、またお会いしましょう。ザッハーク様。その刻印がもたらす苦痛を存分に楽しんでください」

「待て……貴様、貴様ああああああああッ!!」

　消えゆくアンスールを追い、咆哮を上げるザッハーク。

　奴が消えてもザッハークの胸に滾った憎悪は決して消えることがなかった。

　いや、消そうとしても消えない。

　胸の刻印がずっとザッハークの心を蝕む。

　憎め、憎め、憎悪し、殺意を抱けと。ザッハークの憎しみを駆り立てる。

　そうして、ザッハークはその日を境に〝暴君勇者〟と呼ばれる存在へと変わっていく。

　ＳＳランク魔物を倒したことで、ザッハークの功績はすぐに勇者へと至り、その後、王として勇者として更なる権力を手にしたザッハークが行ったのは、大陸中の全ての魔物を駆逐することだった。

　この大陸に存在する魔物を全て滅ぼすことで、胸に滾る憎悪を収めようとした。

　だが、その憎しみが収まることは決してなかった。

　理屈では分かっていたのかもしれない。全ての魔物を滅ぼすなど非効率的だと。だが、理屈で分かっていても彼女の滾る感情がそれを許さなかった。

　以来、〝暴君勇者〟はその不名誉な称号と共に、いつしか民衆より忌き避ひされる存在となった。

　誰よりも優しく、国を、民を、兵を愛していたはずの皇帝。

　魔物とすらも、いつかは分かり合えると、その夢想を胸に抱いていた少女。

　そんな彼女が行き着いた先はあまりに悲惨で、あまりに酷ひどい現実の姿であった──。
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「……彼女が魔物を憎むのも、暴君勇者と呼ばれるようになったのも全ては僕のせい、僕の責任なんです。だからこれは全部、僕の罪なんです」

　そう呟くダハーカの話を聞き終えた時、オレ達は声をかけることが出来なかった。

　ザッハークは望んで今のようになったのではない。

　恐らく、ルビィがそうであったようにザッハークもまたダハーカから移った刻印の影響でおかしくなっていただけだったのだろう。

　本人はどうしようもない憎しみの炎に苦しんでいたに違いない。

　なのに、それを知らず、オレ達も民衆も、そして恐らく兵も、彼女を〝暴君〟と蔑さげすみ、非難していた。

　それを誰よりもやめたかったのは彼女自身のはず。

　なによりも本来の彼女は誰よりも民のことを思っていた名君だったはず。臆病と言われながらも、しっかりと国を支えていた。それがこんな……。

　気づくとオレはザッハークへの同情に拳を強く握り締めていた。

「ですが、もう大丈夫です。僕が彼女を救います」

「え？」

　そのダハーカのセリフにオレ達は思わず顔を上げる。

　そこに見えたダハーカの表情はこれまで以上に穏やかで、同時にある種の覚悟を決めたものであった。

「彼女の胸に移った刻印は元々は僕に刻まれたものです。本来の持ち主である僕が手を握れば、刻印は自動的に僕のもとへ戻るはず」

　そう言ってダハーカが手を握った瞬間、ザッハークの胸に刻まれた刻印がまるで生き物のように蠢うごめいた。

　刻印はやがて、自ら意思を持ったようにザッハークの腕からダハーカの腕へ、そしてダハーカの胸へと移動する。

　刻印が離れた瞬間、ザッハークは苦痛の叫びを上げるが、刻印から解放されると同時に、それまでの表情が噓のように穏やかになった。

　一方のダハーカは自らの胸に移動した刻印を抑えながら、その場にうずくまる。

「うっ……あ……っ！」

　刻印がザッハークからダハーカへ移動したことでザッハークは解放された。

　だが、それは同時に今度はダハーカが刻印に囚われたということだ。それは即ち、下手をすれば、この場でＳＳランク魔物が暴走し敵になるということ。

　その可能性に瞬時に気づき、リリィを含め全員が構えるが──

「大丈夫、です……皆さんに、迷惑をかける気は……ありません……」

　そう言って、しかしダハーカは刻印を胸に押さえたまま、静かに倒れる。

　見ると、その顔からはドンドン生気が失われていた。

「！　アンタ、まさか……!?」

　その事に気づいたリリィが慌ててダハーカを抱える、だが──

「気に……しないでください……。これは僕の役目……僕はこの刻印を抱えたまま──死にます」

　ダハーカの迷いない一言がその場に響き渡る。

　そこにはオレ達の言葉では決して揺るがないほどの重みが存在していた。

　その時、刻印が取り除かれたことにより、意識を取り戻したザッハークがその瞳を開いた。

「……こ、こは……？」

　頭を抱えながら部屋を見渡し、苦しみ倒れるダハーカの姿を見て顔色を変えた。

「お前は……！」

　まず最初に浮かんだのは驚愕の表情。だが、それはすぐさま怒りの表情へと変わり、ザッハークは倒れたままのダハーカの胸ぐらを乱暴に摑む。

「貴様！　よくも、よくも私の前に姿を現せたな！　私を裏切り、あれだけのことを仕出かし、そのお前がなぜまだここにいる!?」

　怒りに震えながらもザッハークの瞳には隠しきれない悲しみが存在した。

　そんなザッハークの怒りとも泣き声とも聞こえる叫びを聞きながら、ダハーカはただ静かに謝罪した。

「……ごめん、ザッハーク。君を裏切って……本当に、ごめん……」

「ッ！　ふざけるな！　私はそんな謝罪が聞きたいわけじゃない……！　私は私は……！」

　ダハーカからの謝罪を拒絶するようにザッハークは首を横に振った。

「なぜ私に近づいたダハーカ！　やはり、やはり……私を、裏切るためなのかッ!!」

　叫ぶザッハークに対し、ダハーカは瞳を瞑つむったまま答えない。

　そんな二人を見て、居た堪れない気持ちになったオレは真実を告げる。

「ザッハークさん。彼はあなたを裏切ってなんかいません」

「何も知らない奴が何をほざく！」

「アジ・ダハーカの胸に刻まれた刻印。彼はその刻印に操られ、自我を失っていたのです。彼の意思ではありません」

「……！　そんな事が……！」

「本当はあなたも気づいていたんじゃないんですか？　その刻印があなたの胸に移動したことにより、あなたの憎悪が決して収まる事がなくなったのですから」

　オレのセリフに対しザッハークは言い返さない。

　やはり彼女も気づいていたのだ。刻印の魔力によって、持ち主が何らかの悪影響を受けていた事に。

　人と魔物とでは宿った刻印の作用も違うのかもしれない。

　だが、それでも負の感情を増長させるという点では同じなのだろう。

　そのため、ザッハークはこれまでまともな思考を行うことが出来ず、ダハーカが操られていた可能性に気づきながら、それから目を逸らしていた。

　だが、刻印による呪縛が解けた今なら、その事を理解出来るはずだ。

　それを肯こう定ていするように、先程まで怒りに震えていたザッハークの顔が、何かに耐えるように俯うつむいていた。

「……なら、なぜこいつは今こんな……死にかけの状態なんだ……」

「その子が、あなたに根付いた刻印を自分に戻したからよ……。そして、それを抱えて死のうとしているのよ……」

　震えるザッハークに対し、答えたのはリリィであった。

　ザッハークはダハーカの手を握りながら、ボソリと呟く。

「……どうして、私に近づいた……」

　その言葉にダハーカは閉じていた目を開き、ザッハークの顔を見る。

「どうして……あの森で私に近づいた……。私が先代の勇者の子だったからか……？」

　ザッハークのその問いにダハーカは静かに首を振る。

「……違うよ。そんなのは関係ない。僕はただ……誰かと、仲良くなりたかった……」

　そう儚はかなく呟くダハーカの声には憧しよう憬けいの想いが籠こもっていた。

「僕が生まれた時、すでに僕が守護すべきこの大陸の世界樹は切り倒されていた……。だから僕は自分の役割をすでになくしていた……何をすべきなのかも分からない……そんな時に君に出会った……」

　そう言ってダハーカは当時を振り返るように語りだす。

「君は優しかった……。僕にとって君と話す時間が一番楽しかった……」

　微笑み感謝するようにダハーカはザッハークの手を握り返す。

「僕は……友達が欲しかった……。何の役割も持たない僕だけど、誰かと絆きずなを結びたかった……だから、この姿でいたのかもしれない……。自分がいる意味を他人と繫がることで感じたかったんだ……」

　そうダハーカが心の内を吐露したことで、ザッハークもまた己の内に秘めた感情を言葉にする。

「私も……同じだ……」

　震えながら、しかし、ザッハークはハッキリと告げる。

「父の跡を継ぎ……誰もが私に父のような勇者を求めた……。けれど、私は私だ……。武勇だけの勇者ではなく、民を思いやる王になりたかった。魔物とも不必要な戦いなんかしたくない……。そんな時にお前と会えて、飾らない本当の自分をさらけ出せた……」

　気づくとザッハークの瞳からは涙が溢れていた。

「お前だけだ……！　お前だけに私は心の内を明かした！　お前だけが私と対等な友になってくれた！　だから、お前が許せなかった！　友なら、全てを打ち明けて欲しかった！　お前が魔物だろうと私は、お前の友でいたかったんだ！　ダハーカ!!」

　打ち明けられたその言葉にダハーカは驚き、やがて、微笑みを浮かべる。それはこれまで見たことがないほど穏やかなものだった。

「……そうか、ありがとう。もっと早くに言うべきだったね……。そうすれば、あんな結末にならずに済んだのかも……」

　そう言った瞬間、ダハーカの表情が苦痛に歪み、胸に輝く真紅の刻印が輝き出す。

　苦しみ悶もだえるダハーカの手をザッハークはこれまでにないほど必死に強く握り締める。

「ダメだ……！　死ぬな！　死ぬな、ダハーカ！」

　涙をポロポロと流し、ザッハークの唇からはその胸の内に抱えていた本音が叫び出される。

「許さないぞ！　こんな、一人で勝手に抱え込んで死んだりなんかしたら……私はお前を……絶対に許さないぞ!!」

　静かにダハーカの手から力が弱っていくのを感じ、ザッハークはたまらず、これまでにない叫び声を上げる。

　その姿はもはや〝暴君勇者〟などと呼ばれる人物ではない。友の死に対し泣き叫ぶ、一人の少女であった。

「死ぬな！　ダハーカ!!　生きて私に、償つぐなえ!!」

　その瞬間、ザッハークの流した涙がダハーカの白い角に落ち、奇跡が──起きた。

「ッ！」

「これは……！」

「眩まぶしい……」

「白い……光……！」

　アジ・ダハーカの額から生えたユニコーンの角が、これまで見せたことのない白い光を放ち始めた。

　それはこの場の全てを真っ白に染め上げ、オレ達の視界を奪う。

　やがて、その輝きを全て放出し終えたかのように光が収まった次の瞬間、ダハーカの額に生えていた角に細かいヒビが入り出す。

　そして、粉々になり飛び散った。それは粒子の光のようにダハーカの身体を包む。

　するとダハーカの胸に刻まれていた真紅の刻印が、ユニコーンの角の粒と共に白く輝き、消滅していった。

「これは……？」

「刻印が……消えた……？」

　目の前で起こった出来事に関し、オレだけでなく、リリィもザッハークも呆然としていた。

　刻印が消えたダハーカは先程までの苦痛の表情が噓のように消え、自分の胸と額にあった角を何度も触り、呟いた。

「……生き、てる……？」

　そうして彼の目の前で、嬉しさや悲しさ、色んな感情をそのまま顔に出し、涙をボロボロ零こぼしているザッハークを見て、ダハーカが優しく微笑む。

「ごめんね、ザッハーク……あれだけ恥ずかしいセリフ言ったのに、死にそびれちゃったみたい……」

「──馬鹿者！　死ぬなと言っただろう！」

　そう言ってザッハークは人目を気にすることなく、ダハーカに抱きついた。

　ダハーカはそんなザッハークを優しく受け止め、頭を優しく撫でる。
















　その様はどちらが子供か大人か、わからないような姿でもあった。

「けど、どうして刻印が消えて……？」

　リリィのその疑問はもっともであった。あれほど強力な呪いがそう簡単に解除できるはずがない。

　だが、その直前ダハーカの身に起きた出来事を考えると、その答えは自おのずと一つに絞られる。

「……ユニコーンの角……」

　ボソリと、イースちゃんが答えた。

「ユニコーンの角は……全ての魔物の中でも強力な治療薬……ううん、その概念を超えた奇跡の産物……。その効果は……あらゆる毒や不浄、呪いを浄化するという……」

　そう呟くイースちゃんのセリフに、この場にいたオレ達全員が納得する。

　ユニコーン。それはあらゆる伝承でも語られる奇跡の存在。

　その角は万病薬だけではなく、あらゆる汚れや呪いを浄化するとされ、オレがいた地球でも様々な伝承が残っているほど。恐らくその奇跡の知名度は一番と言っていいほど高い。

　そのユニコーンの角がダハーカの体に存在した刻印という呪いを浄化した。

　そう考えれば辻つじ褄つまが合う。その事に気づいたリリィもオレに対し驚くような表情で問う。

「アンタ、この事に気づいて、それであの子をユニコーンの種と混ぜて栽培したの……？」

「……いいや、違う。これに気づいていたのはオレじゃない──ルビィだよ」

　オレはある一人の少女の名を告げた。

　そうだ。これをやったのはオレではない。

　そもそも、ザッハークやダハーカの関係性や、その刻印の解除方法など、あの時のオレが知れるはずがない。

　だが、ルビィは全てを知っていた。

　刻印の解除についても、自分がそれに囚われている間、それを解除する方法を探していた。

　そうして、オレの存在を知って、その可能性に賭かけてくれた。

「キョウさん、本当にありがとうございます」

「……私からも礼を言わせてくれ。私を蝕み続けた刻印を解除したこと、それから……こいつを、救ってくれたことを……」

　ダハーカと共にザッハークもまた僅かに照れながらオレにお礼を言う。

「大したことはしてないですよ。それに二人を救ったのはオレではなく別の人です」

　それはオレの本音で真実であった。

　これは他でもない、ルビィの功績。彼女がいたから、ダハーカは助かり、ザッハークも呪いから解放された。

　彼女には返しきれない恩ができた。そのためにも彼女を必ずアンスールの手から解放する。そう強く誓ちかった瞬間──かつてない地鳴りが襲ってきた。

「!?　なんだ！」

　慌てる一同。すると間かん髪はつ入いれず天幕に入ってきた兵士が外の状況を報告する。

「大変です！　ザッハーク様！　外に巨大な魔物が……ＳＳランク・ベンヌが襲撃してきました！」

　その言葉にこの場にいる全員に戦せん慄りつが走る。

　特にオレには、それがただのＳＳランク魔物の襲撃以上の意味が存在していた。

「そうか。下がれ。すぐに迎撃を開始をする」

「はっ！」

　兵からの報告を受けて、前線へと向かおうとするザッハークの前に立ち、オレは頭を下げる。

「お願いします！　ザッハーク様！　今ここに襲撃に来ているＳＳランク魔物ベンヌを──どうか殺さないでください！」

　頼み込むオレに対しザッハークから僅かに驚く気配が伝わった。

「ベンヌは……彼女はただの魔物じゃないんです。そちらのアジ・ダハーカと同様に刻印を刻まれて無理矢理戦わされているんです！」

　顔を上げると、そこには真剣な表情でオレの言葉を受け止めるザッハークの姿があった。

「……お前とその魔物との関係は一体なんだ？」

「大事な友達です」

　その一言に対し、ザッハークは隣にいるダハーカを見た。

「彼女はオレにたくさんの恩をくれました。それに報むくいるわけじゃないですけれど、彼女を助けると約束しました。彼女を刻印の呪縛から解放して自由にする。そのためにもこの戦いで彼女を殺さないでください。虫がいいかもしれませんが、殺さずに無力化出来るなら、どうかお願いします」

　再び頭を下げるオレに対し、ザッハークは肩に手を置き、オレの顔を上げさせる。

「お前にはすでに借りが出来ている。それを返す意味でも手を貸そう」

「──ありがとうございます！　ザッハーク様！」

　ザッハークの承諾にオレは笑顔を浮かべる。

　皆で外へ出ようとするが、その際、立ち上がろうとしたダハーカが躓ひざまずくのを見て、ザッハークが彼に寄り添い告げる。

「お前はここにいろ。刻印のダメージがまだ残っているだろう。後のことは私が何とかする」

「ザッハーク……」

　彼女が言うようにダハーカは明らかに弱っていた。

　それをダハーカ自身も分かっていたのか、ザッハークの言葉に従うように静かにベッドに座りなおす。

「……分かった。それじゃあ、任せるよ。キョウさん達も、どうかベンヌをお願いします」

「勿論だよ。任せておいてくれ」

　ダハーカからの言葉を背に、オレ達は外へ出る。

　そこで見たのは遙か上空から、この地に向けて爆撃を繰り返す不死鳥ベンヌの姿。

　それを迎え撃つべく、地上では軍が反撃を試こころみているが、指揮系統が定まらず、その場は軽い混乱状態に陥っていた。

「うろたえるな！　魔術部隊、上空からの攻撃に対し、防御魔術を張れ！　第二、第三部隊は左翼として展開！　第四、第五は右翼！　残りは私の指揮下でここで奴を迎撃する！」

「ザッハーク様！」

「ザッハーク様が復帰されたぞ！」

「皆の者、ザッハーク様の指示に従うのだ！」

　ザッハークが戦線に戻ると同時に、それまで軽い混乱状態にあった兵士達が一気に統制を取り戻す。

　同時に、ザッハークからの指示にすぐさま従い、上空からの攻撃に対処を行う。

　自らの爆炎が地上に張られたバリアにより防がれるのを見たベンヌは、その口にこれまでにない炎の塊かたまりを蓄ちく積せきさせる。

「！　まずい、あれはちょっとやそっとじゃ防げないわよ！」

　それを見たリリィがすぐさま注意喚起をする。

　だが、魔術部隊がそれに対応するよりも早く、こちらに向けてベンヌの火球が放たれた──が、それは横から放たれた無数の炎のブレスにより打ち消される。

「!?　今のは！」

　思わぬ事態に驚くザッハークとオレ達が見たのは、ベンヌの炎をかき消したヒュドラとそれを率いるオーガクイーンことクーちゃん。そして彼女に従うオーガ、アルミラージの軍勢であった。

「──だあああああ!!」

　咆哮をあげ、地を蹴るクーちゃん。それを見て、一瞬武器を構える兵士達であったが、次にクーちゃんが取った行動に、この場にいた全員が驚愕する。

　再び地上めがけて放たれたベンヌの炎を、クーちゃんは持った棍棒で風を切ると同時に完全に消滅させた。

　そのまま地面へと降り立ち、背後に広がる兵士達を振りあおいだ。

「……だい、じょうぶ……だった、か……？」

「え、あ……は、はい！」

　クーちゃんからの思わぬ一声に驚く兵士達であったが、すぐさま返答する。そして、それを聞いたクーちゃんは笑顔を浮かべ、そのままオレ達のいる場所まで跳躍してきた。

「ある、じ……てを、かしに、きた……」

　そう呟いたクーちゃんは、協力することを許可してくれと言わんばかりに、オレの隣にいるザッハークの瞳をじっと見つめる。

　それを見たザッハークは、しばしクーちゃんの瞳をのぞき見るように見つめ返した。しばらくして、オレに問いかける。

「この魔物達はお前が栽培した魔物なのか？」

「はい。そうです」

　ザッハークからの問いかけに、オレは迷うことなく返し、続ける。

「この子達が皆さんと戦っていたのはオレを人質に取られていたからです。彼らの誰ひとりとして望んで戦おうとしていたものはいません。オレがここにいる今、彼らは敵ではなく味方です。それはオレの命をかけても保証します」

　そんなオレの宣言に対し、ザッハークはオレとクーちゃんを交互に見た。その後、離れた位置でこちらを見つめる魔物の軍勢を見る。

　そこには人間に対する殺意も敵意もなく、ただ静かにこちらの反応を待つ魔物達がいる。その様にザッハークは不意に笑みを零こぼした。

「──いいだろう」

　ザッハークのその言葉に、オレは思わず喜びの表情を浮かべる。

「ただし、私の指示には従ってもらう。それで構わないな」

「かま、わない……。おれ、たちも……ベンヌを……とめ、たい……」

　そう言ってクーちゃんもザッハークの条件に従うように頷く。

　それを見たザッハークは剣を構え、この場にいる全ての兵士達に伝えるように高らかに宣言する。

「聞くがいい！　我が兵よ！　これより、あの不死鳥ベンヌを止める！　ただし、殺すな！　殺すことなく無力化し、戦闘不能とさせる！　私の無茶にここまで付き合ってくれた皆に感謝する！　だが、それももう終わりだ！　これをもって我らの戦いの終結とする！」

　ザッハークのその言葉に僅かに驚く兵士達もいたが、これまでにないザッハークの芯しんの通ったその声に頷く者達も多く、そこにかつての暴君となる前のザッハークの姿を見ている者達もいた。

「皆の者、決して死ぬな！　生きて我が城に帰還するぞ！」

「「「おおおおおおおおおおー!!」」」

　そして、その宣言にこれまでにない鬨ときの声を上げる兵士達。

　それは奇襲を受けて、下がっていたはずの士気を上げ、最後の戦いに相応しい高こう揚よう感かんを高めていた。

「ではゆくぞ！　人と魔物による混成部隊！　我らが目標はただ一つ！　ＳＳランク・ベンヌ！　全軍、迎え撃て──!!」

『おおおおおおおぉー!!』『オオオオオオオォー!!』

　ザッハークのその宣言と共に、人と魔物。その両方より、かつてない咆哮が湧き上がり、天空を舞う不死鳥ベンヌとの最後の決戦が始まった──！
























「魔術部隊！　撃て──!!」

　ザッハークのその宣言と共に、戦いの火ひ蓋ぶたは切られた。

　まず最初に動いた魔術部隊から、氷の魔術が放たれる。

　それは炎によって包まれていたベンヌの翼を瞬時に凍らせ、その動きを一瞬だが硬直させる。

　そして、その隙すきを逃すことなく、続いて展開していた左翼、右翼部隊から弓による一いつ斉せい射撃が放たれる。

「まずは翼を狙ねらえ！　空を飛ぶ敵に対し、その手段を奪うことが戦術の基本だ！」

　ザッハークの言う通り、ベンヌの強さの一つにその飛行手段があった。

　空中からの縦横無尽な炎の攻撃。これだけであらゆる敵に対し、ベンヌは絶対の主導権を握にぎれる。

　そもそも空中とはあらゆる生物にとっての死角。そこからの攻撃を避けることは至し難なんであり、なによりも敵は攻撃し放題だ。しかし、こちらは向こうに対する攻撃手段が圧倒的に限られる。

　これこそが、ベンヌが他の魔物よりも圧倒的優位に立てる理由でもあった。

　そして、それを奪うべく、あらゆる部隊、兵士、果ては魔物までもが目的を一つとして行動していた。

「うううぅ……がああああああああッ!!」

　咆ほう哮こうと共に飛び上がったのはオーガクイーンことクーちゃん。

　彼女がヒュドラの頭に乗ると同時に、ヒュドラはベンヌ目掛け、思いっきり頭を振る。クーちゃん自身の跳躍力を乗せることで、一気にベンヌの翼近くへと跳躍した。

「おおおおおおおぉ!!」

　振り上げた棍こん棒ぼうを力の限り振り下ろすクーちゃん。それはベンヌの凍ったままの右翼を完全に砕くだいた。

　衝撃と痛みに咆哮をあげるベンヌ。だが、その瞳ひとみから戦意は衰おとろえておらず、嘴くちばしから先程地上を襲った火球がクーちゃん目掛け、放たれる。

「────っ！」

　咄とつ嗟さに両手を組むことでガードするが、そのまま火球の直撃を受けて、地上に吹き飛ばされるクーちゃん。

「クーちゃん!!」

「……だい、じょう、ぶ……！」

　思わず声を上げて、クーちゃんの名前を呼ぶが、彼女はすぐさま立ち上がり、オレに心配をかけまいと笑みを浮かべる。

　が、ガードした両手は炭のように黒く焼け焦げており、明らかなダメージを負っている。

　クーちゃんにばかり負担はかけられない。それはこの場にいた誰だれもが感じたことであり、自分達も負けてはいられないと次に行動を起こしたのはこの軍の統率者、勇者ザッハークであった。

「よくも好き放題やってくれたものだな、ベンヌよ。だが、片腕をもがれた今、もう片腕を守る盾はお前にはないぞ」

　そう宣言するや否いなや、ザッハークは両手に二本の剣を構えた。そこに誰もが見て分かるほどの闘気を充満させていく。

　そうしてザッハークの両手の剣にハッキリとしたオーラが現れた。

「斬ざん空くう・二に閃せん」

　ザッハークが宣言すると同時に、文字通り風を切るように、二つの斬ざん撃げきが十字の形を描いて、凍りついたベンヌのもう片方の翼を切り裂いた。

　両の翼を失い、咆哮と共に落下してゆくベンヌに対し、地上に居る兵士達が歓声を上げる──だが、

「──まだよ！」

　それを見て、リリィやジャック達だけは一切表情を変えず、むしろここからが本番だとばかりに気を引き締めていた。

　そしてリリィの言葉通り、両の翼を失ったベンヌの体が、新たな炎に包まれる。

　同時に失った翼の部分から吹き出た炎がまるで翼のように広がる。それだけでなく、さらに二つの炎の翼がベンヌの背に現れた。

　次の瞬間、ベンヌの腕と背から生はえた炎の翼は実際の翼へと変化した。都合四本の翼が新たにベンヌの体より生まれたのだ。

　それはただの再生や回復などではなく、明らかに先程よりも力強く、進化といえるほどの変化だった。

「あれが奴の、ベンヌの能力よ」

　それを見て、リリィが戦せん慄りつするように呟つぶやく。

「あいつは追い詰められれば追い詰められるほど、自身を再生させ、更にそこから新たに力を進化させる。まさに不死鳥さながら無限の再生と進化を繰り返すのよ」

　倒すことが不可能な完全無欠の魔物。

　話を聞いていたリリィの周りにいた兵士達が、恐怖と共に僅わずかに戦意を失うのが見えた。

　だが、それを聞いてなお変わらない者もいた。

「そうか」

　それは他ならないこの大陸の勇者ザッハーク。

「ならば、その都度、何度でも倒すだけだ。いかに奴が進化と再生を繰り返すと言っても、それは奴自身のエネルギーによって発動するはず。即すなわち、無限ではなく有限。ならば、奴が再生出来なくなるまで何度も倒すだけだ。それが万でも億でもな」

　ザッハークのそのセリフに、さすがのリリィも僅かに呆あきれるものの、その通りだと頷うなずく。

「ええ、確かにね！」

　駆け出すリリィと共に再び戦場が動き出す。

　ベンヌの翼からは無数の炎が四方へと飛び散る。それはまさにこの地一帯を焼き尽くすほどの熱量がある。

　だが、それを防ぐ雪の魔女がこちらにはいた。

「集つどえ、氷の嵐──フィンブル・ストーム！」

　イースちゃんの周囲に吹き上がった氷結の風が、ベンヌから放たれた炎を上空で凍らせ消滅させる。

　僅かに氷結を免まぬがれた炎が地上にいる兵士達目掛け飛んでいくが──

「させませんよ！　いでよ、冥界の炎！　イグニス・ファトゥス！」

「ぴいいいぃぃぃ!!」

「おーが!!」

「グオオオオォォ!!」

　それらの炎に対し、ジャックが放った冥めい界かいの炎。バーンが口から吐き出す灼しやく熱ねつの炎。オーガ達が投げつける巨大な岩。更にはヒュドラから放たれた炎のブレスがベンヌの炎を全て相殺させる。

　一人一人では圧倒的力を持つＳＳランクのベンヌに勝てなくとも、それぞれが協力することで全く引けを取っていない。

　そして、こちらにはそのベンヌと同等の力を持つ仲間もいる。

「ムー！　頼めるか！」

　ベンヌの猛もう攻こうに隙が生まれたのを見たオレは、傍かたわらで待機していたムーにそう呼びかける。

　それに対し、ムーは待ってましたと言わんばかりにガッツポーズを取る。

「任せてお兄ちゃん！　ベンヌちゃんは私が止めるよ！」

　その宣言と共にムーの姿が巨大なシャチ──バハムートへと変化し、そのまま空中へと浮かび上がる。

　遙はるか上空で、帝王の城の時と同じように、向かい合う両者。

　僅かなにらみ合いの後、先に動いたのはベンヌだった。

　その身に炎を纏まとわせ、自ら炎の塊かたまりとなったベンヌはそのままバハムートに対し突進を仕掛ける。

　それを瞬時に避けるバハムート。同時に、空中を舞うベンヌに対し、水圧のブレスを放つ。

　しかし、全身を炎で覆っているためか、いくつかのブレスがベンヌに直撃するもののダメージを負った気配はなかった。

　空中での激しい攻防の末、バハムートの旋回が僅かに遅れたのを見逃さず、ベンヌはそれまでにない速さの特攻を仕掛ける。

『──きゅいっ！』

　ベンヌの体当たりをまともに受けてしまうバハムート。そのまま地上へと落下し、地面に巨大なクレーターを作りながら倒れてしまった。

　そのまま地上に倒れたバハムートへとトドメを刺さんと、更なる炎を纏うベンヌ。

　前回はベンヌの体力が底をついていた為にバハムートが僅かに優っていたが、今回はその体力の消耗もない。純粋な実力では、まだベンヌに軍配が上がるようだ。

　だが、前回と今回の違いは相手だけではない。

「全軍！　ありったけの武器と魔術をぶつけよー!!」

「煌きらめく雪の結晶──ダイヤモンド・ダストー！」

「イグニス・ファトゥス!!」

「おーが!!」

「ぴいいいいいぃ!!」

「グオオオオオオォッ!!」

　地上から一斉に放たれる武器、魔術、岩石、ブレスの嵐あらし。

　それはバハムートにトドメを刺そうと力を溜ためていたベンヌが、その力を瞬時に防御に回すほどの猛攻。

　自身の纏う炎をまるでバリアのように張り、放たれた攻撃を軽減するベンヌ。

　だが、地上にいたほぼ全員からの一斉攻撃に、さすがのベンヌも無傷とはいかず、その体には僅かなダメージと疲労の色が見えた。

　そして、その隙に地上に落とされたバハムートも態勢を整え、再び上空へと移動する。

『きゅいー！』

　地上の皆に「ありがとう」とお礼を言うように、バハムートは高い声を響かせた。

　そして、再び空中からはバハムートによる水圧のブレスと、地上からは魔術部隊からの魔術、兵士達の射撃、更にはジャックやイースちゃんの魔術、オーガ・ヒュドラ達による攻撃と、まさに息もつかせぬ猛攻により、ベンヌはかつてない状況へと追い込こまれていた。

「行けるぞ！　このまま全軍で奴を消耗させれば、無力化は十分可能だ！」

　それは傍はた目めから見ていたオレからも明らかであり、このまま行けばベンヌを──ルビィを無力化出来るかもしれない。そう思った瞬間であった。

『──アアアアアアアアァァ!!』

　突如、ベンヌの咆哮が巻き起こる。

　それはまるで慟どう哭こくのように、かつてない恐ろしさと不安を感じさせるものだった。

　同時にベンヌの胸に刻まれた刻印が紅く輝き、身に纏っていた炎に変化が現れる。

　それはこれまでの通常の炎の色から──どす黒い漆しつ黒こくの、闇やみの炎へと変化していく。

「あれは……まさか!?」

　見る見る内にベンヌの纏う炎が漆黒へと変化し、それまで不死鳥としてのある種の神聖さを感じさせていたベンヌが一変。

　まるで邪悪の化身のような漆黒の不死鳥へと変化した。

　そして、その身に纏った漆黒の炎を、最初の一撃と同じように周囲へと縦横無尽に解き放つ。

「まずい！　全員、回避を!!」

　それを見て、最初にそう叫さけんだのはジャックであった。

　防御ではなく、回避をと。その意味に気づけた者はその段階では誰もいなかった。

　最初の時と同様に魔術部隊やイースちゃん、更にはオーガやヒュドラ達が各々の力により炎を防御しようと魔術を、あるいは岩やブレスなどで打ち消そうとするが、それが無駄であると次の瞬間、全員が悟さとる。

「ぐ、あああああぁ!!」

「きゃあああああぁ!!」

「お、うがあああぁ!!」

「ぐおおおおぉん!!」

　ベンヌから放たれた漆黒の炎は地上に張り巡らされた魔術によるバリアをまるで風船を割るようにあっさりと貫通し、自らに向かってきた魔術や武器、岩やブレスなどのあらゆる攻撃すら打ち消し、消滅させ、そのまま地上へと到達。激しい爆発と共にその場所にかつてない大穴を開ける。

「ぐっ……！　これは、なんという破壊力だ!!」

　それを間近で見ていたザッハークはかつてない驚きよう愕がくと動どう揺ようの表情を見せる。

　それもそのはず。今の一撃でザッハーク軍の半数以上が一気に壊滅。同時にクーちゃんを始めとしオーガやアルミラージ達も多大なダメージを負い、ヒュドラすら今の一撃で吹き飛び、地面に横たわり気絶していた。

　今の一撃だけでこちらの戦力は文字通り瓦が解かいした。

「あの炎……今までとは桁けたが違うぞ！」

「……そりゃそうだぜ、兄ちゃん。ありゃあ、普通の炎じゃない、冥界の炎だ！」

　オレの啞あ然ぜんとした呟きに反応したのはジャックであった。その表情はかつてない程、真剣にそして焦あせりの表情を浮かべていた。

「冥界の炎って……お前が使ってる奴か？」

「そうだ……。けどな、冥界の炎ってのは普通、上級の魔術師でも手のひらに出すのが精一杯だ。実際、進化したオレも手のひらサイズの火球を数個生むのが限界。使い過ぎれば術者自身をも焼き尽くす。けど、ベンヌはそれを全身に纏い、常に放出している」

「なっ！　そんな炎を纏ってベンヌは……ルビィは平気なのか!?」

「平気……じゃないだろうな。見な」

　言われてよく観察して見ると、ベンヌが纏う漆黒の炎は、ベンヌ自身の翼や肉体を焦こがし、自らその身を焼いていた。

　だが、焼き爛ただれた場所は即座にベンヌ自身が持つ再生能力によって回復している。それはまるで、生きながら炎に包まれる拷問のよう。ベンヌは終始自ら焼かれる苦しみを味わっていた。

「そんな……なんで、あんなことを……」

「してるんじゃなくて……されてるんでしょうね」

　オレの呟きに対し、隣となりにきたリリィが忌いま々いましげに呟く。

　その視線の先にあるのはベンヌの胸に刻まれた刻印。

「そうか……ッ」

　オレは唇くちびるを嚙かみ締しめる。これもまた刻印による命令。あるいは暴走。

　ベンヌ自身が己の限界を超える力で身を滅ほろぼそうとも、それで敵を倒せればいい。そんな自滅まがいの方法をアンスールが命じている。

　たとえベンヌが自身の力で暴走し、自爆しようとも、それでオレ達ごと消しされば十分。そういう考えなのだろう。

　そして、それが正解であるとばかりにベンヌの纏う漆黒の炎が更に強大となり、その熱量に大地が灼やけ、溶け始めていた。

『アアアアアアアアァァ!!』

　再びベンヌの口より絶叫が木こ霊だますると、漆黒の炎を全身に纏ったままベンヌは地上めがけ、急降下する。

　マズイ！　あの炎とあの巨体！　それによって地上に激突した際さいの衝撃は、この辺り一帯が消滅するほどの爆発を引き起こす！

　全員がそれを咄嗟に理解し、兵士や魔術部隊、オーガ、バーン、ジャックらはベンヌの急降下を止めるべく攻撃を放つが、その全すべてがベンヌが纏う漆黒の炎に弾はじかれ、足止めにもならない。

　そうして、ベンヌが地上に激突する寸前、これまでかと覚かく悟ごを決めた時──

『きゅいいいぃー!!』

　一際、大きな鳴き声と共にバハムートがベンヌに自らの体をぶつけた。

「ムー!!」

　バハムートの思わぬ側面からの激突に、ベンヌはそのまま遙か後方へと吹き飛んだ。岩山にぶつかると山そのものが消滅するほどの大爆発が発生した。

　あれほどの威力。もしも地上に激突していれば、オレ達は全滅していたと改めて肝きもを冷やす。

「ムー、よくやってくれたな、おかげで助かったぜ！」

　オレはすぐさま窮地を救ってくれたムーにお礼を告げるが──

「ムー!?　お前……！」

　そこにいたのは地上に横たわるバハムート。その体はひどい火傷やけどによるダメージを負っていた。

　だが、それもそのはず。ベンヌのあの漆黒の炎をまともに体で受けたのだ。いくら同じＳＳランク魔物とは言え、無傷とはいかない。

　その証拠とばかりに、負ったダメージが大きすぎたのか、バハムートの姿が少女の姿へと変わってゆく。オレは慌あわてて倒れそうになるムーの体を抱きとめる。

「ムー！　大丈夫か!?」

「あ、え、えへへ、お兄ちゃん……」

　抱きとめたムーの体は明らかに傷を負っており、精神的にもかなりの疲労を受けているようであった。

「ご、ごめんね……ち、ちょっと無理しちゃったみたい……」

「なに言ってんだよ、ムーのおかげでオレ達全員無事だったんだ。本当によくやってくれたよ。しばらく休んでていいからな」

「……うん、ありがとう。じゃあ、ちょっとだけ、休むね……」

　オレからのその言葉にムーは安心したように地面に座り、体を休ませる。

　しかし、正直、どうしたものか。

　あれほどの炎を纏ったベンヌを相手に出来るのは同じＳＳランクであるバハムートくらいしかいないが、そのムーも先ほどの一撃を受けたことで、まともに動くことが出来なくなってしまった。

　何とかしてベンヌの動きだけでも止めることが出来れば……そう思った瞬間であった。

「キョウさん……！」

　振り返るとそこには、いつにも増して揺るぎない決意を秘めたイースちゃんがいた。

「私が……ベンヌを封じる……！」

「そんな事が出来るのかい!?」

　イースちゃんのその宣言に思わず驚くオレであったが、イースちゃんは自信に満ちた表情のまま頷く。

「多分……私が使えるとっておきの魔法で……ベンヌを封じ込められる……だけど、ベンヌの動きが止まってないと無理……あんなに早く移動されたんじゃ……」

　見るとベンヌは漆黒の炎を纏い、再び上空から地上への突進を繰り返していた。

　砲丸のように放たれるベンヌの突進に、地上は絨じゆう毯たん爆撃を受けたような被害が広がっていた。

「けど、あの動きを止めるのはちょっとやそっとじゃ……」

「ならば、その役目は私が引き受けよう」

　オレ達の会話に割り込んだのはザッハークであった。

「私の勇者スキルなら、奴の動きを封じる事も出来る」

「ザッハークさんの勇者スキル……？」

「先程何度か見せた剣気、いわゆる闘気などを形として放つ能力だ。普段は斬撃しか形にしないが、この能力は使い方次第でいくらでも応用が効く」

　そう言ったザッハークの顔には明らかな勝算が浮かんでいる。オレはその言葉を信じることにした。

「──分かりました。それじゃあ、お願いします」

「任せろ」

　ザッハークさんが頷くと同時に、イースちゃんも背後で呪じゆ文もんの詠唱に入る。

　それはこれまでとは違い長い集中と魔力を必要とするものだった。

　一方リリィ達によってかく乱されたベンヌは、大きなダメージを負ったクーちゃんが躓つまずいているところを狙い、クーちゃんめがけ突進を行う。

「……ッ！」

「クーちゃん！」

　あわや目前でクーちゃんが爆炎に飲み込まれると思ったその時──

「闘気重圧グラビテイ・オーラ！」

　その一言と共にクーちゃんの前に跳躍をしたザッハークが、そのまま両の剣を地面に突つき立てる。

　刹せつ那な、目前まで迫っていたベンヌの体が地面へと落ちた。

『────！』

　声なき絶叫を上げるベンヌ。

　それもそのはず。今、何な故ぜかベンヌが見えない何かに押しつぶされるように地面へとめり込み、そのまま身動きすら取れず地に伏していた。

「これこそが我が勇者スキル『形ある闘気クリエイト・オーラ』によって作られた闘気の重圧。ただ、これほど巨大な相手への重圧となると私も身動きが出来ない上に、長くは持たない……今のうちにさっさと呪文を完成させよ！」

　明らかな疲労でその顔を歪ゆがめながらザッハークは叫ぶ。

　その声が届いたのか、わずかな間を置き、イースちゃんが応こたえる。

「……待たせ、ました……これで、ベンヌを封じる……！」

　見るとイースの周りにはこれまで見たことのない白い雪の結晶が無数に浮かんでいた。彼女を中心としてあたり一面氷結に覆われ始め、その強大な力は天候すら変えてしまうのか、空からは雪が降り始めていた。

「〝完全なるパーフエクト・オブ絶対・アブ零ソリユ度ートゼロ〟！」

　瞬間、イースちゃんから放たれた絶対零度の魔術は、地面に押しつぶされたベンヌをそのまま完全なる氷像へと変えた。

　ベンヌのいた場所を中心として、先程までベンヌの炎で焼かれていた大地すらも一瞬で凍りついた。

　その常識はずれの魔力に、オレは彼女が天候すら支配していた雪の魔女であったことを思い出し、改めてその力に敬意を覚える。

　それは他の皆も同じ感想のようで、地上で戦っていた兵士、魔物達も次々と目の前で氷漬けとなったベンヌを見て歓喜の声を上げる。

　あのザッハークですら、さすがに体力を消耗したのか、そのまま膝ひざから崩れ落ちながらも、その顔には笑みを浮かべていた。

　そしてオレも、ようやくベンヌを止められた事に安あん堵どしつつも、ルビィの笑顔に想いを馳はせ、凍ったままのベンヌへとゆっくり近づいてみる。

「……ルビィ」

　ベンヌではなく、彼女が人間の姿の時に名乗ったその名前を呟く。そしてオレが凍ったままのベンヌの顔に触れようとしたその瞬間──

「──だめっ！」

　イースちゃんの焦あせる声が響く。

「私の魔力じゃ……封じきれない……ッ！」

　イースちゃんの弱気な言葉と共にベンヌを包む氷に大きくヒビが入る。

　やがて、ヒビは全体へと至り、次の瞬間、吹き上がる漆黒の炎により辺り一面の氷結すら瞬時に溶かし、狂える咆哮と共にベンヌの狂気に染まった眼めがオレを見据えた。

「キョウさん、逃げて──!!」

「キョウー!!」

「兄ちゃんー！」

「ぱぱー！」

「お兄ちゃんー!!」

「ある、じー!!」

「ぴぃー!!」

　皆がオレの名を呼ぶ。

　目の前ではベンヌの嘴がオレの体を貫こうと放たれていた。

　瞳を瞑つむり、これまでかと諦あきらめた瞬間、何かがオレの腕に飛びついてきた。

「…………？」

　そこにいたのはタマであった。

「ぷぅ～！」

　タマは震ふるえる体を必死に抑えながら、オレの腕の中で目の前に迫ったベンヌへと呼びかけるように鳴き声を上げる。

　そんなタマの声を聞いた瞬間、目前まで迫ったベンヌの動きが──止まった。

『…………』

　誰もが息を吞のみ、呼吸することすら忘れた時間の中で、タマだけが目の前のベンヌへ必死に語りかけていた。

「ぷぅ～！　ぷぅ、ぷぅ～！」

　それはまるで自分を可か愛わいがってくれた者へ甘えるように。これまでの感謝と想おもいを伝えるように。

　ベンヌの心の奥に封じられた理性に訴えるようにタマは必死に鳴き続けた。

　その瞬間、オレはベンヌの瞳から涙がこぼれるのを──見た。

「……ルビィ」

　オレは眼前に迫っていたベンヌの顔にそっと手を置く、その瞬間、オレは確かにルビィの声を聞いた。




『──キョウ』




　気づくと、オレの意識は真っ白い空間の中にいた。

　目の前には赤髪を二つの三つ編みにした少女ルビィがいる。

『ルビィ！　オレの声が聞こえるのか？』

『……微かすかに。ほんの少しだけど、その子のおかげで一瞬だけ意識が戻った。そのおかげで、今キョウと話せてる……』

　そう言ってルビィはオレの腕の中に抱いているタマを見る。

『……キョウ。お願いがあるの』

　ルビィは意を決したように告げる。

『私を──倒して』

『なっ!?』

　だが、そのセリフはあまりにも受け入れがたいものであった。

『倒すって……待ってくれ。それじゃあ、君の命が……！』

　なんとかルビィを止めようとするものの、彼女は静かに首を横に振る。

『……大丈夫。私は不死鳥。本当の意味で私は死なない……』

　ルビィは自らのお腹なかに刻まれた刻印をそっと手で撫なでる。

『私は一度死んで、そのまま卵の姿に戻る。けれど、その時の私は初めから生まれ変わるから刻印による呪じゆ縛ばくもなくなっている。これ以外に今の私を解放する方法はないと思う』

『けど、それでも……』

　ルビィを一度殺すことに変わりはなく、出来るならそんなことはしたくはない。

　そんな甘い考えを未いまだ捨すてきれないオレにルビィは優しく手を握り、頼みを告げる。

『……キョウ。お願いがあるの。もし、私が卵になって、もう一度生まれることになったら、その時はキョウの手で育てて欲しい。あなたの仲間として……あなたの魔物として一緒に育てて欲しいな』

『ルビィ……』

　刻印の呪縛からの解放。そして、新しく生まれ変わる自分をオレに任せたいという願い。

　それは紛れもない彼女の切実な願いであり、オレを信頼しているからこそ告げられた頼みでもあった。

　オレはしばらくの間、彼女の温ぬくもりを忘れないよう、その手を握り締め、やがてハッキリと告げる。

『──分かった。約束する。必ず君はオレの手で育ててみせる』

『うん。その時はキョウの仲間達とも仲良くしたいな』

　そう言ってはにかむように笑うルビィだが、やがて何かに気づいたのか顔を赤く染めたまま、オレへと問いかける。

『……あのね、キョウ。最後に一つ……聞いても、いいかな……？』

『なんだい？』

『その、ね……』

　しばらくの沈ちん黙もくの後、意を決したようにルビィは顔を赤く染めたまま告げる。

『私、ね……実は、笑うのが……下手、なの……』

『え、あ、ああ』

　自覚はあったのかと、心の中で呟くものの黙だまってその先を聞く。

『だから……キョウといる時、実はすごく……心配、してた……。笑った時、変な顔になっていないか……今もすごく心配してる……』

　そう言って、こちらに顔を向けたルビィの笑顔は、相変わらず唇が引きつり、眉まゆも下がり気味になり、人が見れば不器用な笑みにしか見えないが、それでも──

『私、今……ちゃんと、笑えてる、かな……？』

　その笑顔はオレが見てきた中で一番素敵な笑顔であった。

『ああ。オレが見てきた君の笑顔の中で最高笑顔だよ』

　微笑ほほえむオレに対し、ルビィもまたはにかむように笑う。

『──うん、嬉うれしい』
















　その微笑みを最後に、ルビィと繫つながった意識は途と絶だえた。




「キョウ!!」

　次の瞬間、リリィの呼び声と共に彼女に腕を引っ張られ、現実世界に意識が戻る。

　オレの眼前では、咆哮を上げるベンヌが再び漆黒の炎を纏わせ、空中へと飛び上がったところだった。

『──アアアアアアアアァァ!!』

　その叫びは、先程感じられた理性の一切が消滅し、ただ眼前の存在を滅ぼすための獣の咆哮と化していた。

　オレはそんなベンヌの慟哭にも似た叫びを聞きながら、先ほどのルビィの会話を思い出し、静かに呟く。

「皆……ベンヌを、ルビィを──倒してくれ」

　その宣言に真っ先に反応したのはザッハークであった。

「いいのか？　あれとお前は友人なのだろう？」

　そこには以前まで感じられた暴ぼう君くんとしての冷れい酷こくさはなく、むしろこちらを気遣う優しさが感じられた。

「……構いません。さっき、ルビィと心の中で会話をしました」

「会話を……？」

「はい。そこでルビィが言いました。自分を倒してくれ、と」

　その言葉に驚く者達も少なくないが、だがそれでも、オレのその言葉と、上空で未だ慟哭に似た叫びを上げるベンヌを見て、この場にいる者達は静かに頷く。

「……分かった。お前がそういうのなら、私達も全力を尽くそう」

　ザッハークのその言葉に同意するようにリリィ達も頷く。

「だが、もはや我らには奴を倒すほどの力も戦力も残ってはいない。どうやって奴を仕し留とめるか……」

「方法は……ある」

　その声に振り向くとそこには杖つえで倒れそうな体を支えているイースちゃんがいた。

「……もう一度、私がベンヌを……氷で封じる……その隙に……ベンヌの魔力を司る部分を……貫く……」

「ベンヌの魔力を司る部分……？」

　現在、ベンヌの体を包むほどの漆黒の炎を強制的に放出させている場所。それは間違いなく、彼女を操っている部分。即ち、腹に刻まれた刻印。

「そこを貫けば……暴走した魔力によって……ベンヌ自身の肉体も……滅ぶはず……」

「…………」

　その言葉に僅かな逡しゆん巡じゆんを感じるものの、オレは静かに瞳を瞑り、やがてハッキリと宣言する。

「──頼む。ベンヌを解放してやってくれ」

「……分かった……。けど、一つ問題が……」

　オレの言葉に頷くイースちゃんであったが、その問題は彼女の今の状態にあった。

「さっきの大魔法で私の魔力もだいぶ削けずられた……もう一度撃っても、今度はすぐに弾かれる……だから、誰かの魔力で私の魔術を補い、たい……」

　イースちゃんのその言葉にオレは周囲を顔を見る。

　が、ザッハークは静かに首を横に振る。

「……力を貸してやりたいのは山々だが、私は剣技における勇者。魔力の量は大したことがない。まして、この娘の大魔法を補助するほどの魔力はうちの魔術部隊にもそうはいない……」

「アタシも同じね。とてもじゃないけど、イースの魔術に手を貸せる魔力はないわ」

「オレも、すでに消耗しているこの状態じゃ、イース嬢の力になれるかどうか……」

　リリィ、ジャックも同じく首を振る。今現在、無事に生き残っているメンバーでイースちゃんを支えられるほどの魔力の持ち主がここには残っていないのだ。

　くそ、このままじゃ打つ手なしなのか、と諦めようとした瞬間、

「──私が魔力の肩代わりをする！」

　振り向くと、そこにはムーが揺るぎない決意を秘め、立っていた。

　ムーはそのままイースちゃんの手を握ると、自身の魔力を彼女に分け与える。

「……！　これ……すごい魔力……！」

　ムーから注がれる魔力にイースちゃんは驚いた様子で呟く。

　見ると、先程まで大量の魔力を消耗して、今にも倒れそうだったイースちゃんの体がドンドン回復しているようでもあった。

　そんなイースちゃんの顔を見ながら、ムーは自信満々に告げる。

「私、こう見えてＳＳランク魔物だし、魔力もいっぱいある。それに属性も近いから波長も合うと思う！」

　確かにムーは水属性の魔物。イースちゃんは雪と氷を司る雪の魔女。

　それは近い属性であり、その証拠にイースちゃんが手に持つ杖からは先程以上の魔力の波が溢れているのが分かった。

「……これなら、いける……！」

　イースちゃんは確信に近い呟きをする。

　それを見て、周りの皆も一斉に頷く。

「では、奴の動きは先程と同じように私が止める。その間に──」

「私が魔術を完成させて……ベンヌを封じる……そして──」

「──トドメはアタシが刺すわ」

　そこで最後の仕留め役としてリリィが名乗りを上げた。

　この中で最も疲労が少なく、かつ刻印のある場所を正確に貫ける剣士。

　ザッハークが勇者スキルを発動させ、身動きが取れなくなる以上、その役目は自然とリリィとなる。それは彼女自身も理解していたようだ。

　事実、ここにいるメンバーの中で彼女以上の適任者がいないことはザッハーク側でもすでに分かっていたようだ。

「……よかろう。だが、失敗は許されぬぞ」

「当然よ。皆の分までアタシがやるわ」

　そこにはベンヌを殺すという罪を背負う責任まで感じられた。

　リリィは静かにオレの方を振り向き、黙ったまま見つめてくる。オレはそれに静かに応える。

「──頼んだぞ、リリィ」

　オレのそのセリフにリリィは頷き、上空を舞うベンヌへと視線を移した。

　そして──最後の作戦が実行される。

「では──ゆくぞ！」

　まず最初に動いたのはザッハーク。

　彼女は両手に持つ剣にこれまで以上の闘気、剣気を集中させる。

　それはオレ達が今まで見たなかでハッキリと分かるほど、強大で巨大なオーラの塊。

　文字通り、彼女の残るオーラ全てを形に変え、上空を舞うベンヌ目掛け、それを解き放つ。

「闘気重圧グラビテイ・オーラ！」

　ベンヌの真上に放たれたザッハークのオーラはそのまま重圧という現象へと変化し、再びベンヌの体を地上へと叩きつける。

　それから逃れようと今度は肉体の限界すら超こえて暴れだすベンヌ。

　体を起き上がらせ、翼を広げ、圧倒的重圧に耐えながら、そこから逃れようとするが、

「させはせんぞ……！　私の全霊による束縛……！　逃れられるものなら、逃れてみるがいい……!!」

　ザッハークもまた己の限界を超えるオーラを引き出し、逃れようとするベンヌを押さえつけていた。

　自身の限界を超えたオーラを吐き出すことにより、その体から血が噴き出し、唇からも血が流れるが、それすらお構いなくザッハークはベンヌの身動きを封じ、イースちゃんの魔術が完成するまでの時間を稼いでくれる。

　そして、そんな彼女の文字通り身を犠牲にした時間稼ぎにより、イースちゃんと彼女の手を握るムーから、かつてない魔力の奔流が魔術という形となり現れる。

「……出来、た……！」

　イースちゃんのその宣言と同時に彼女が突き出した杖より、先ほど以上の氷結の嵐が渦巻いていた。

「ムーちゃん……行くよ……！」

「うん！」

　イースちゃんの呼びかけに頷くムー。

　その瞬間、ムーから迸ほとばしる蒼い魔力がそのままイースちゃんの体へと注そそがれ、それは先程以上の氷の魔力となって溢れ出す。

「〝完全なるパーフエクト・オブ絶対・アブ零ソリユ度ートゼロ〟！」

　再びベンヌの全身を瞬く間に氷結へと変え、完全な氷の中へと閉じ込める。

　が、やはりベンヌが纏う炎は質も量も桁が違うのか、閉じ込めた矢先、その氷を内部から砕くように黒い炎が溢れ、氷に僅かなヒビが入り出す。それを見るや否や、イースちゃんがリリィへと叫ぶ。

「リリィさん……！」

「ええ、分かっているわ！」

　そして、リリィが駆け出す。

　目標はただ一つ。凍りついたままのベンヌの胸。そこに刻まれた刻印。

　ここからは一発勝負。氷が溶けると同時にベンヌの刻印へと一撃を加える。

　だが、ベンヌが身に纏う漆黒の炎は瞬時にその体を包み、生半可な武器であれば触れた瞬間に溶かされる。

　氷が溶けるタイミングと、ベンヌが漆黒の炎を纏うまでの間にあるタイミング。その間に事を成さなければならない。それは恐らく一瞬の時間。刹那の秒数。

　いくらリリィでもそんな事が可能なのか？　今更ながらに、オレはこの作戦の最後の詰めに不安を覚える、が──

「────」

　瞬間、オレの視線とリリィの目が合った。

　リリィの瞳は「何も心配はいらない」と自信に満ち溢れたものだった。

　そうだ。今までも無茶だと思ったことは何度もあった。

　大料理大会の時、Ｓランクのリヴァイアサンを仕留めてきてくれたこと。

　ネツァク帝国にて、オレが戻るまでの間、ベンヌを足止めし、時間を稼いでくれた事。

　どれも無茶だと、不可能だと思ったことを、しかしリリィはやってのけた。

　ならば、心配する必要なんてない。今回も同じ。

　リリィなら、あいつなら──オレの相棒なら、必ずやれる。

　その確信を抱き、オレは彼女が放つ剣の先を見据える。そして──

「やあああああああぁッ!!」

　気合を込めた渾こん身しんの叫びと共にリリィの剣が放たれる。

　未だベンヌの体は氷に包まれたまま、あの状態では剣は氷に弾かれるか、威力を殺され、刻印を貫くほどの殺傷力は得られない。

　誰もが早過ぎると焦ったその刹那──
















〝ぴきっ──〟

　氷に奔はしるヒビ。剣の切っ先が氷の表面に触れた瞬間、それは粉々に砕け散る。

　まさに奇跡のタイミング。そして、ベンヌがその身に漆黒の炎を纏うよりも早く、リリィの剣はベンヌの胸に刻まれた刻印へと放たれた。

「はあああああああぁぁッ!!」

　今一度、渾身の叫びを上げ、リリィの剣はベンヌの胸を──貫く。

　瞬間、世界の時が停止したように静まった。

『───────』

　ベンヌは自らが貫かれた胸を見て、やがて、その視線をゆっくりとこちらへ──オレの方へと振り向く。

　その瞳には確かにルビィの、彼女の理性が見えた。




『──ありがとう、キョウ』




　それは幻聴か、あるいはオレの心の中にだけ聞こえた声か。

　確かにルビィのお礼の言葉がオレの耳に届いた。

　そしてリリィが貫いた場所、刻印を中心として、まるでマグマが体に引火したようにベンヌの全身に炎が広がる。

　それは内部に溢あふれた魔力が暴走したのだろう。文字通りベンヌの体を焼き尽くすように炎が吹き上がる。

　そんな地獄の業火に焼かれながらもベンヌはどこか安心したように、空を見上げた。そして──その身は光の粒子となり砕け散った。

「……ルビィ」

　それはこの地に舞い散る光のように、ベンヌの体だった灰がまるで雪のように地に降り注ぐ。

　その灰の中から大きく輝く玉のようなものが、オレの目の前へと降りてくる。

　それは光り輝く卵。

　そっとそれを両手で抱きしめたオレは、確かな鼓動と温もりを感じた。

　見ると、卵の内部から暖かな光が漏れており、そこには確かに雛ひな鳥どりのような小さな赤ん坊の鳥がうずくまっている。

　それを見た瞬間、オレは温かな気持ちと共に、自然と涙がこぼれ、その卵を決して落とさないよう大事に抱きしめる。

「約束だ、ルビィ。必ず君はオレが──育ててみせる」

　そう、今度は君を戦うための道具にはさせはしない。

　本来の君の姿である、心優しく、可愛いものが好きで、笑う顔が少し不器用な少女の君と必ず再会すると誓いを立てる。

　その瞬間、抱きしめた卵からルビィの鼓動を強く感じた。こうして、ホド大陸における戦いは静かに幕を閉じた。















「この度の戦いにおいてお前達の協力には感謝する。それに私とダハーカを救ってくれた恩も含ふくめて、お前の望みである世界樹の宝石を渡わたそう」

「ありがとうございます、ザッハーク様」

　オレはザッハークから渡された世界樹の種を受け取り、静かに頭を下げる。

　その後、ザッハークはどこか物足りなそうに呟つぶやく。

「だが、本当にそれだけでいいのか？　個人的にはお前に対する報ほう酬しゆうとしては、他にもまだ渡しても足りないくらいだが」

「いえ、これだけで十分です。それに今はザッハークさんもこの国を立て直す必要があるでしょう」

「……その通りだな」

　オレの返答に対し、ザッハークは苦笑を浮かべる。

　ベンヌを倒した後、ザッハーク軍と共に彼らの城へと帰還した。

　そこでオレ達の活躍に対する報酬として、ザッハークが何かをあげたいと言ってくれたので、オレは世界樹の宝石を要求し、こうして当初の目的を達成出来たのだ。

「最後に一つ、私から頼みがあるのだが、いいだろうか？」

「はい、なんでしょうか？」

「知っての通り、刻印を宿していた間、私はその憎悪からこの大陸の魔物達を必要以上に駆く逐ちくしてきた。そのせいで民の生活も苦しくなった」

　そう呟くザッハークの顔には明らかな後悔と懺ざん悔げの感情が籠こもっていた。

「民達に安心した暮らしをさせるためにも、食用となる魔物や、加工品となる魔物を栽さい培ばいしたいのだが、それを出来るのはお前を置いて他にはいない……だから、その、何というか……」

　言いにくそうに口くち籠ごもるザッハークに対し、オレは笑みを浮かべて答える。

「構いませんよ。もうしばらくこの大陸に残って、オレの魔物栽培のスキルで色んな魔物を栽培しますから」

「！　ほ、本当か！　すまない、助かる」

　オレの返答に対し、笑顔を浮かべるザッハークを見て、本当のこの人は民たみ想おもいのいい女王なのだと改めて気づかされた。

　もう今後、彼女の事を暴ぼう君くん勇者などと呼ぶ者はいないだろう。

　少なくとも彼女の隣となりにダハーカという親友がいる以上、その心配もない。

　そんなオレの心中を察してか、ザッハークの隣に立つダハーカも微笑ほほえみを浮かべて、オレを見つめる。

「まっ、こいつの育てる魔物は知っての通り、安全でしかも品質もいいからね。逆にこの大陸の魔物は今後、人を襲わなくなるだろうし、品質の良さでも他の大陸に負けないくらいになるわよ」

「おれ、も……ここに、のこって……みんなの、てつだい、する……」

「ぷぅー！」

　リリィのセリフに対し、クーちゃんやオーガ、アルミラージにヒュドラ達も手伝うと頷うなずいてくれた。

　確かにオレの魔物栽培スキルでなら、そこから生まれた魔物達は安全だし、それこそザッハークやダハーカのように人と魔物の親密な関係も増えていくのかもしれない。

　そうなると、この世界の現状を変えるための一歩というのは、意外とオレが栽培を続けることで変わっていくのかもしれないと、漠ばく然ぜんと感じられた。

　だが、視線の先にイースちゃんの浮かない顔を見て、その考えはすぐにすみへと置く。

「どうしたんだい？　イースちゃん」

「……キョウさん」

　声をかけるオレに対し、イースちゃんは戸惑いながらも胸の内を明かす。

「……兄の事を、考えていた……」

「……ああ」

　それを聞いてオレはすぐさま頷く。

　あの後、アンスールが姿を現すことはなかった。

　無論、オレが捕まっていた場所をザッハーク軍が調べたが、そこにもすでにアンスールの痕こん跡せきはなく、この大陸中からも姿を消していた。

　恐らく、オレ達がベンヌを倒したことで、ここでの計画は失敗として立ち去ったのだろう。

　今頃は別の大陸で新たな計画を始動させているのかもしれない。

　いずれにしても、アンスールという存在はオレ達に取って明確な障害となることは間違いない。

　勇者と会う際さいに、その邪魔となる可能性も大きい。

　正直、まだ他に三人の勇者が残っている状態で、新たな敵の出現というのは厄やつ介かい極まりないが、それでもオレはモーちゃんから託たくされた六つの世界樹の種を集めるという任務を果たさなければならない。

「……私、今後は……兄さんのことを、調べて回る……どうして、兄さんが、あんなことをしているのか……その理由も、知りたい……」

「イースちゃん……」

　震ふるえながらもイースちゃんの確固たる意思がその瞳ひとみに宿っているのを見て、オレは彼女の意思を尊そん重ちようすることにした。

「分かった。けど、何かあったらオレ達にも連絡してくれよ」

「……キョウさん……はい……！」

　頷くイースちゃんにオレは微笑む。

　一方で、リリィもまたどこか複雑そうな顔で呟く。

「〝刻印の魔女〟……まさかそれがイースの兄だったなんてね」

「リリィ……」

　そうだ。リリィにとってアンスールは自分の故郷の仇かたき。

　ならば、リリィこそアンスールを誰だれよりも追いたいはず。だが、リリィは頭を横に振り、オレを正面から見つめる。

「安心していいわよ。今のアタシはアンタの相棒。アンタが行くところにはアタシもついて行くわ」

「リリィ」

　その言葉に安心するものの、しかしリリィの瞳の奥にはアンスールに対する憎悪の炎が消えていないのをオレは確かに見た。

　いずれにしてもアンスールとの決着は着けなければならないだろう。

　だが、今は目の前の仲間達と共に、オレが果たすべき役割を果たすだけ。そう思っていると、不意にオレの腰こしに誰かが抱きついてきた。

「お兄ちゃーん！」

「わっと、ムーか？」

　見ると「えへへー」と笑顔を浮かべて抱きついているムーがいた。

「私、今回いっぱい頑張ったからお兄ちゃんに撫なで撫なでして欲しいなー」

「ああ、そうだったな。うんうん、よく頑張ったな、ムー」

　甘えるように上目遣いをするムーに対し、オレはそのまま彼女の頭を撫でるが、

「むー！　違うー！　そっちじゃないよー！」

　嬉うれしそうに顔を赤く染めながらも、ムーは違うと必死に頭を横にブンブン振る。

　どう違うのだろうと思っていると、急にムーが上着をガバッと開き、その平らな胸とお腹なかを丸出しにする。

「そっちじゃなく、こっちー！　お腹撫でてよー！」

「ぶはっ!?」

「ちょ、ムーちゃん!?」

　ムーの思わぬ行動に吹き出すオレと、慌あわてふためくリリィ。

　そんなオレに対し、ムーは涙目のまま泣きそうな声で叫さけぶ。

「ううっ、お兄ちゃん、この前、私の事、路地裏に連れ込こんで上着をめくって、お腹撫でてくれたのに、今はしてくれないのー？　お兄ちゃんの事案ー！」

「いやいやいや！　それ滅め茶ちや苦く茶ちや誤解のある言い方だよね、ムー!?」

　ムーのとんでもない発言に背後にいたリリィがオレの肩を摑つかむ。あの、痛いです。リリィさん。

「へえー、アンタ、そんな事案やってたのー？」

「き、キョウさん……や、やらしい……」

　笑顔でオレを見るリリィと、その背後からこちらを覗のぞくイースちゃん。

　いやあの、事案というのはルビィが言ったことであって、あれは違うと言いますか。

　そんな事を思っているとオレの右手を突然クーちゃんが摑つかみ、そのまま自分の胸にオレの手を当てさせる。

「って、ちょっとー！　クーちゃん、何してんのー!?」

「あるじー！　おれも、あるじのてで、おなか、なでなでて、ほしいー！」

　そう無む邪じや気きに笑うクーちゃんだが、そこお腹じゃなく胸だから！　しかも滅茶苦茶豊満で、まあ、触り心地もすごくいいと言いますか……。そんな事思ってると今度は本気でリリィが殺意に満ちた目でこちらを見てきた。

　あ、あかん。これマジや。今までにないほど本気や。

　そんな事を思っていると今度は後ろからスィまで抱きついてくる。

「すぃ～！　すぃも、ぱぱにじあん、してもらう～！」

　ってスィが喋しやべったと思ったら、いらない単語覚えてるし！

「アンタが変なことばっかりしてるから、スィちゃんまで変な単語覚えちゃったじゃないの～！」

「お、オレのせいじゃないってばー！」

　怒気を溢あふれさせながら追いかけてくるリリィから必死に逃げるオレ。

　前回といい、こういうオチ多くない!?　そんな事を思いながら、必死に言い訳をするオレでした。




「ふん、全くおかしな連中だ」

「そうだね。でも、ああいうのが本当に仲がいいってことなのかもね」

「……確かにな」

　未いまだ追いかけっこを続けているキョウとリリィを見つめながら、ザッハークはそれをどこか羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめていた。

　そんなザッハークの視線に気づいたダハーカが冗談めかしながら、自分のお腹を出して、ザッハークへと向ける。

「良かったら、ザッハークも触ってみる？　僕のお腹？」

「はっ？　へっ!?　はっ」

　そんな冗談に対し、ザッハークは顔を真まっ赤かに染めて、完全に思考停止したままフリーズをしてしまった。そんな彼女に対しダハーカは冷や汗を流しながら「じ、冗談だよ」と返す。

「そ、そ、そうか、そうか、そうか、冗談か、うん、そうだな……」

　未いまだブツブツと顔を真っ赤にしながら動どう揺ようしているザッハークを見ながら、ダハーカはそんな彼女の意外な一面におかしさと同時に愛らしさを感じていた。

（……たまにこのネタでザッハークをからかおうかな）

　そんなちょっとしたイタズラ心すら芽め生ばえるほど、二人の仲もまた深まっていくのだった。
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　ＦＧＯ最高だぜ！（挨あい拶さつ）

　どうも、雪せつ月げつ花かです。というわけで『魔ま物もの栽さい培ばい』の三巻が発売されました。

　とてもめでたいことですが、今回はそれとプラスしてお知らせが。

　なんと小説の三巻と同時に『魔物栽培』の漫画一巻も発売されましたー！

　こちらも書店で見つけた際には一緒に買っていただけると嬉しいです。

　表紙を飾る漫画版リリィちゃんがとても可愛らしいのです！

　漫画では、あのシーンやあのシーンもイラストで見ることが出来るので、原作を知っている方でも、新しい気持ちで楽しんで頂けると思います！

　こちらの漫画の担当をしてくださったのは、蕨わらび野のくげ子様になりまして、とても活き活きとキャラクターを描いてもらえ、とても迫力のある漫画となっております。

　まだ見ていない方はぜひ見ていただけると嬉しいです！

　連載中の漫画はウェブにて現在も配信中になっておりますので、詳しくはコミックウォーカーまたはニコニコ静画にて、検索してくださいませ。

　数話限定ですが無料で見ることが出来ます！

　さてさて、話すこともあまりなくなってきましたので今巻のお話でも。

　今回出てきた新キャラの中で胸の大きさ順で並べると、オーガクイーンのクーちゃん＞ルビィ＞ザッハークになります。

　気づいてる方もいるでしょうが、ザッハークの胸は平たいらなのです……そう、リリィと同じくらい……。なので彼女達はそういった部分で気が合いそうです（？）。

　あっ、ちなみにイースちゃんは思ったよりも胸はある方ですね。ローブ着てるのであんま目立ちませんが、着瘦せするタイプでしょうか？

　スィとムーちゃんはちんまいので除外しております。まあ、さすがにあの二人よりはザッハークさんもありますよ（謎のフォロー）。

　あとザッハークと前巻に出てきたロスタムは六大勇者の中でも戦闘能力は高い方になります。ザッハークの勇者スキルも地味に見えますが応用力が高く、色んな使い方が出来ます。何より剣閃を放つだけなら消耗も少ないので、個人戦ならかなり強いです。

　というわけで今回は本編の内容にもちょっと触れられたかな？

　そんな感じでまた次回、機会がありましたら、お会いしましょう。

　それはそうとドロシーのスキン当たりました。
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